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厚生労働科学研究費補助金の成果表（平成19年度）   



終了課題の成果一覧（行政効果報告より抜粋）  

年度  
原著議 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課題名  堵床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
研究事業 名  主任研究者 氏名  書門的・学術的観点からの成果  願  

開  
始   

和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  匡l 内  国 際    取  

得   
後期高齢者の身体  本研究の成果を書門家以外にも広く－  

的・経済的・精神的支  合研究（故  （1987～2006）とその子どもへの調査  他に紹介するため、調査結果のバンプ  

操における家族と公  策科学推進  （2006〉に基づき、健康悪化や配偶者と  レットを作成した（東京都老人総合研究  

的システムの役割   研究）   の死別などが高齢者の≠喝Il一由ingに与  所ほか高齢者の健康と生活No．3－  

える影響、子からの身体的・梓済的・積  「長寿社会における壬らし方の調査J  

神的支援の実態、私的支援と公的支援  2006年調査の結果報告－．2008年3  

の関係などを明らかにした。急増する後  月）。また、本研究のデータベースであ  

期蕎齢竜や同居子のいない高齢者へ  る長期縦断調査の目的、方法等の概要  

の対応は社会的に焦眉な課題である  やこれまでの研究菓頻一覧をホーム  
が、本研究のように全国規模での追跡  ページ上で公開している  
調査に基づき後期高齢者の心理・社会  （httpノ／刑ハ〝2tmig．0r」P／」ahead／）。   

的側面までを検討した研究や、別居子  
を含む支援体制を検討した研究は少な  
く、学術的t社会的意義は大きい。  

医療保険、医療費抑  医療保険は安定した医薬品黒革を創  
制、医療技術、医療  合研究（故  によって国際的な競争力を持つことが  遺したが．価格規制が医薬品の需要や  

の賞の研究一医薬品  棄科学推進  できない可能性を示した。医療費の地  供給．研究開発を歪めた。1990年代後  

価格規制と研究開発   研究）   域格差は医師数．看護師劇．病床数等  半には薬価低下政策によって医薬品市  
の社会資本苔植の地域格差によって影  壌規模が停滞し．国内市場依存度の相  
書されたが．収熟しつつある。個別医薬  連による♯績格差が拡大した。医療費  

晶の薬価差比率は競争′剤型．力価．  抑制．薬価低下政策が．医薬品の技術  
包装単位等によって影響された。薬価  革新を阻害する可能性が生じている。  3  0  0  0  4  0  0  0   

差比率は医薬品等要に正の影響を持っ  技術革新に報いるような薬価設定の仕  
た。1990年代以降の薬価低下放棄は企  組みを実現するか．医療保険以外の羊  
薬価価を直ちには低下させず．大規襖  段で．医療費をファイナンスするか．ま  

企業の研究開発貴抑制も示されなかっ  た．より安価な研究開発を可能とする牡 会的資本を整傭することが必要である 

た。他方．研究開発が利益をもたらさな  。  

いという理由で．オug】agの現まが生じ  
た。  

自営業者と公的年金  17  19  政策科学総  岩村 正彦  公的年金制度等に関する文献・資料等  研究の性格上、この側面での成果はな  研究の性格上、ガイドライン等の開発に  分埴研究者の一人である開ふ佳子が、  

制度  合研究（政  を収兼・分析するともに、いくつかの国  ついての性格はない。   厚生労働省社会保障書議会年金部会r  

実科竿推進  で行政遁当看・研究者からの聞き取りを  パート労働者の厚生年金適用に関する  
研究）  行うことによって、フランス等の主要国  ワーキンググループ」において、「アメリ  

の自営業者の公的年金制度の上の地  力の公的年金制度につしヽて」と題して、  

位やそれをめぐる諸問題を考察した。こ  本研究の成果を生かして説明を行って  
うした作業によって、これまでわが国で  いる（平成19年2月2日）。また、主任研究  10  0  0  0  0  0  0  0  0  

は必ずしも明らかでなかったドイツつラ  者・岩村正彦が、内閣府に設置された  

ンス等の自営業者の公的年金制産上  社会保障国民会議第1分科会（所得保  
の問題について多くの知見を得ることが  陣・雇用）に参加している。   

でき、わが国の問題を考察する上での  
有益な示唆を得た。   

将来人口推計の手法  17  19  政策科学蘭  金子 隆一  将来人口推計の技術的課題等を精査し  わが国における将来人口推計の役割、  本研究の成果となる新得来推計人口の   

と仮定に関する総合  合研究（政  た結果に基づき、従来のコーホート要因法  現状の課程等を明らかにし、実証的分  公表に際しては、今後のわが国社会権   

的研究  策科学推進  を精密化、国籍別人口動態を扱う枠椙  析に基づいて精密な推計モデルと仮定  
研究）  を導入した。不確実性の分析を行い、新  値の生成手法を開発した。それらは国・  

推計に確率推計法を適用した。臼∃生仮  自治体等の施策計画の基礎となる公的  
定設定の枠組を女性の国籍別に再檎  な将来推計人口の作成に応用され、そ  

築、結婚・出生行動∴蛙死別再婚の効  の科学的精度向上に寄与した。また、そ れらを諸外国の公的推計の手法 
果等について精密化を図った。死亡仮  0  0  25  7  8  n  0  0  0  
定設定のモデルとして」00－Ca代Or法を再  等と比較することでわが国の人口動向  
構築し、長寿化の先端を行くわが国の  の特徴を明らかするとともに、多用生命  

状況に適合させた。更に国際人口移動  表の応用によって出生、死亡仮定のラ  

では相手国の地域・国別の詳細な動向  イフコース的表現を提示するなど、説明  
分析による仮定設定法を整備した。これ  責任の遂行に資する成果を達成した。   

らは全てわが国では初めての試みであ  た結果、諸外国の推計に対してもー定  

る。  の影℡を与えている  



雇用と年金の接続に  17  柑  政策科学総  書木：朋代  雇用と年金の接続問題は、これまでそ  省庁間係研究会等での議論におい  厚生労働科学研究・政策科学推進研   
係わる研究  合研究（政  の経済的空白期間が問題視されてき  て、本研究から得られた知見が層かさ  

策科学推進  た。そのためこれを是正すべく、労働供  れている。またその報告書及び論文執  
研究）  給行軌こ影響を持つ要因の解明が日  羊において、本研究成果が反映されて  

本でも多く行われてきた。しかし高年齢  いる。   後の能暮・引退行動」）を行った。また♯  

期の就業意款には、当該者が持つ経済  界誌への苓礪の依頼と業界新聞の取  
的・書務的諸条件のみならす、働くこと  材依頼を受けた。   
に関する本来的な意識が妻妾な影響を  6    4  0  3    0  0  6  

持つものと予想される。そのため本研究  
では、★年齢者が所持する勤労観が形  
成されていくプロセスと、就♯・引退行動  
に与える影響について検討した。研究  
成果は主蔓草術語にて発表され、また  
近刊予定の書籍にも反映されている。  

少子化間違施層の効  17  19  政策科学総  蔦欄卜里♯  本研究では、家族政策や労働政策が出  厚生労働省の検討会「次せ代育成支援  「少子化の見通しに関する有識者韻壬」  少子化対策の効果に関しては、日本人   
果と出生率の見通し  合研究（政  生卒に対してどのような影響・効果をも  対策推進應による後期行動計画策定支  の編集を、平成18年9月29日に開催さ  口学会第60会大会（2008年8月8日．日   
に関する研究  策科学推進  たらすのかをシミュレーションするマクロ  緩に係わる調査研究ワーキンググルー  れた厚生労働省の社会保障手練舎人  本女子大羊）において「人口・書簾政策  

研究）  経済モデルを開発した。これにより、今  プ」へ、本研究の成果である「次世代育  口部会（第8匝l）において報告した。報  の評価一少子化対策の効果を問う」と  
後、孜策ま数を計土可能な要素に詳細  成支援対策に開する自治体韻壬の結  告内容は、分野別にみた書門家が、日  いうテーマセッションを組♯し、研究成  
化することで、複合作用の評価等にも  果」を検討会の基礎資料として提供し、  本の将来の出生率動向や未婚率、寿命  果を半金で広く討議した。本研究の成果  
応用発展できる。さらに、次世代育成支  平成22年から始まる後期行動計画の  動向という将来の人口を推計するため  のうち、「出生率の将来シミュレーション  
援対策にかかわる自治体行動計画の  8  l  0  0  15  l  0  3  l                                                                                                   策定のための材料を提供した。また、調  の基本的見通しを分析したもので、同響  に基づく少子化対策効果の分析」（増田  
評価改善に際して必要となる計画の評  査結果は、調査協力を頂いた全国の市  議会における出生率仮定の見通しの議  幹人）、およぴ「次世代育成支援対策に  
価手法を研究した。  区町村の自治体へ還元した。   論に活用された。なお、内容は厚生労  

働雀のホームページ（htpノ／w  
h¶．mhlw．goJp／shngl／2∝略／09／txレ＄09  

29－1上紙）に掲載されている。   

生活保護の相談援助  17  19  政策科学総  森川 美絵  生活保護の用談援助♯殊について、そ  生活保護の相談援助過程について－  本研究が欄属した評価項目および業務  厚生労働省が作成した生活保護の面接  国立保せ医療科学院が実施している全   
業務に関する評価緒  合研究（改  の過棲に即して体系的に言語化した  定の内容妥当性と汎用性を償えた評価  支捜ツールは、相談橿助の♯務指針と  相談業務に関する研修用視責教材（厚  国の福祉事務所義1を対■とした研修   
攫の開発と、指標の  策科学凛進  点、具体的な評価項目を提示した点  項月として、6過程7機能別に54の評  しての役割を果たすことが、ツールの効  生労働省『心の靡をひらく一生活保護に  （社会福祉研修「福祉事務所新任査察   
業務支援ツールとして  研究）  は、評価指標や評価システムに関する  価項月を抽出した。この評価項目によ  果検証を通じて確認された。   関する面接をよりよくするために飽008  指導■研修」）において、平成20年度   
の応用に関する研究  研究が未発達な公的扶助研究分野に  り、生活保護の実務担当者は、相談援  年）の内容検討時に、本研究の評価項  は、演管時に「業務支援ツール」を活用  

おいて、特色ある成果である。本研究  日が参考とされた。（その旨の遵媚を、  

による生活保護の相談援助実施状況に  厚生労働省担当者より受けた。）   

関する詳細な実証的数i的把層につい  5  0  丁  0  5  0  0  
ても、これまでの公的扶助研究では十  
分な蓄積がなく、特色ある成果である。   

ル」のてぴき』は、現場実践の指針とし  
て、個人ないし組ヰが日♯的に、また■  
場内研修やスーパービジョンにおいて  
すぐに活用できるツールとして有効であ  
る。  

国際比彪パネル調査  1丁  19  政策科学総  西岡 八郎  国連ヨーロッパ経済垂■会（UNECE）人  本研究は、せ界的な少子化の進展に対  パネル調査分桁によって、主に5点の  マスコミでは、親子間係や夫婦関係が   
による少子社会の羊  合研究（孜  口部が企画案施した「世代とジェン  し国連ヨーロッパ経済垂■会（UNECE）  政策的知見を見出した。なかでも、「仕  少子化に及ばす影響を国際比較の覿   
囚と孜策的対応に開  蓼科竿推應  ダー・プロジェクト（GGP）」にアジアから  人口部が企画と実施を行った国際共同  手と子育ての両立への障亨」を取り除く  点から探る韻壬として他例をみないこと   
する総合的研究  研究）  唯一参加し20ケ国近くが参加する国際  プロジェクトとして実施した。その成果  ことを少子化対策の桂とすべきことや、  や、「若年層でのフリーターの急増J「で  

共同プロジェクトの中核部分であるバネ  は、UNECEが運営するコンソーシアム  「両立支援策」として施行されている爾  きちやった婚」など少子化の背後にある  
ル調査に調査設計の段階から参加し、  への各国別の報告書として取りまとめる  児休業制度は、なお多くの企業で実施  社会の変化を探る調査であることが注  
少子化のミクロ的側面に関するパネル  ことになっており、世界の少子化対策に  されておらず、実施されている企業でも  目され、読売新聞2匝l、日本経済新蘭1  
データと雇用・労働政策や家族ヰ育て  6  0  ¢  0  7  5  0  0  5                                                                                                    活用される。また、本研究で整備した日  実頑として取得しにくい状況があること  回の計3回、詭壬結果などが紹介され  

支援政策などの少子化のマクロ的側面  本の少子化を取り巻く制度政策面等に  を明らかにした。また、ワークライフバラ  た。また、公開シンポジウムについて  
に関するコンテキストデータを連結させ  関するマクロ・コンテキストデータ・ベー  ンスの前提となる労艶時間の長短は、  ま、平成17年度に分担研究者が基調譲  
て因果関係を分析する手法を導入し  スは、ドイツマックスブランク人口研究  家族内の夫婦の役割分担に正接影響  濱をつとめたシンポジウムが開催された  
て、少子化の国際比較実証分析を試  所のインターネットサイトで各国のデー  を与えていることも明らかにした。育児  まか」■終（平成19）年度にも研究成層  
み、さらに政策的含意まで導出した研究  タとともに公開される予定で、各国の少  休業制度の拡充や、労働時間の短縮を  を広く普及させるための公開シンポジウ  
は国際的にもほとんど類例がない。  子化対策に活用されるものと見込まれ  

る。   る。   

†－1  



地域のプライマリケア  17  19  政策科学総  福原 俊一  本研究からは5つのプロジュウトが行わ  かかりつけ医からの紹介の有無とMRl  これまでのところ本研究からガイドライ  プライマリケア医が提供するゲートキー  本研究の結果に関するマスコミ報道や   
医機能評価に関する  合研究（政  れた。かかりつけ医からの紹介の有無  ／MRA利用との関連性に関する研究に  ンの開発や亨欄会などで奉考にされた  パーとしての役割や、全人性・包括性が  シンポジウム開催などはこれまで行わ   
実証研究  策科学推應  と適切なMRI／MRA利用との関連性に  より適切な利用に関するプライマリケア  ことはない。   どの程度提供されているか、などの実  れていない。しかし今後総合医などの  

研究）  関する研究に関しては2007年4月に行  医のゲートキーパーとしての役割が莱  証データは厚生労働省が検討している  施策が具体化するにしたがって本研究  
われた第30回米匹i総合内科半金掌術  言正された。また服薬や薬剤提供におけ  総合科医（仮韓）■想や日本医師会が  から得られた実証データがこれらの施  
集にて学会発表を行った。現在論文投  検討している総合診療医のカリキュラム  
穣中である。また降圧剤を処方された  として、これらの医師を導入する場合の  
高血圧患者における服薬知識・服薬状  利点に関する根拠を与えることが期待  24  59  6  0  0    0  0  0  

況に関する研究は2008年3月に日本総  される。   
合診療医学会にて学会発表を行ってい  
る。   人的・包括的サービスの評価がおこな  

われることによりこれらを用いたかかリ  
つけ医機能の適切な評価の一部となる  
可能性があると思われる。  

地域特性をふまえた  
生涯現役プログラム  合研究（改  課題解牒の取組へと繋げる社会工献活  
に関する評価研究   策科学推進  動支援事業のあり方を具体的に提示し  

研究）   た。また、自治体ならびに関係団体は、  
地域特性を考慮し、地域住民のニーズ  
に即した生涯現役プログラムの企画実  0  0  0  0  0  0  0  
施にあたって有効な辛がかりを本研究  
から得ることができる。また、地域住民  
が社会参加活動を組織化し、展開して  
い〈ために必要な指針にもなると思われ  
る。  

特定機能病院におけ  18  19  政策科学総  金 彪  脳神経外科手術と入院治療について、  臨床的なoutcomoとの関連は分析対象  外科手術の収支性に手術件数規模集  野村往券（抹）産業戦略研究論文♯（ユ分   
る脳外科手術の原価  合研究（政  詳細な活動基準原価計壬が初めて実  としていないが、医療経済的には  約の効果が著明であることが示された。  冊）として、経済界に全国的親機で多く   

費用の精密定iと症  策科竿推進  現できた。建物、設備器械の原価償却  volu汀帽－0止COmeCOrr8lationが著明で  クリニカルパスに関しては、現行包括評  の部数が配布されたこと。   
例集中がもたらす費  研究）  を包括的に含み、また人件費、医療経  価では在院日数短縮のインセンティフ  
用節減効果の検討  重などは精密なる現場実測に基づいて  は通♯の12日間程度のウリこカルパス  

王定できた。従来に比しはるかに轟精  入院より短〈するほうには働かないこと  
廣の王定ができたのが大きい成果であ  を示せた。   3  0  0  0    0  0  0  0  

る。収支性に規襖集約の効果が著明で  
あることが示された。クリニカルパスに  
関しては、現行包括評価では在院日数  
短縮効果のインセンティプは働かないこ  
とを示せた。   

医師のキャリアパスを  18  19  政策科学総  今村 知明  産婦人科医卜小児科医などの診療科別  鋤辣医のやりがいや疲労感に関するア  今後は医師の養成数を増やす方向性を  
踏まえた動態把握の  合研究（故  の医師の動向、病院勤務医から開♯医  ンケート調査では一同僚のサポートが厚  模索しつつ．既存の人的資源を有効利   
あり方及びその有効  策科学推進  への転職の動向、若年層における女性  く．給与に対する満足度が高いほど．医  用する施策．医師の生涯を通じた就労   
活用に関する研究  研究）  医師の割合の増加と離職率の動向など  への支援環境整備．勤務医の仕手や所  

がl己述的・実証的に明らかとなった。医  得といった就労環境の改善施農などの  0  0    0    0  0  0  0  

師の仕事義足分析から．大病院医蘭の  必要性が示唆された。   
仕事着足が低い現状も明らかとなった。   

外科手術のアウトカム  18  19  政策科学総  大江 和彦  外科手術のVolum8－0utcoMe   本研究は．本邦における医療供給シス  本研究の成果は、診療報酬制度への反  
要因の解析と評価方  合研究（故  Relat10nShipについて．これまでの海外  テムの特徴を考慮して分析された。すな  映方法を検討するための資料として活   
法に関する研究  策科学推進  における報告は術後死亡をエンドポイ  用・提供される。本研究の結果から．施  

研究）  ントとするものが多かったが．術後死亡  没症例数の多事によって診療報酬点数  
率は欧米人に比較して日本人の方が相  に格差をもうけるという政策の妥当性は  
対的に低いなど．人権羞による影響と  明らかにならなかった。また本研究結果  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
推測される要因もあり．海外の報告をそ  により、外科手術に関する臨床研究で  
のまま日本に通用することは必ずしも妥  利用できる標準的な臣i床術式分類コー  
当でないと考えられる。本研究は．本邦  ド体系を提供が可能となることが明らか  
におけるエビデンスを示した点で意義深  となった。  

い。   



【T活用による次せ代  18  19  政策科学総  芝野 松次郎  市町村は次世代育成支援行動計画の  平成19年度、伊丹市及び宝塚市との協  総合評価データベース・システムについ  上一己と同樺、参考にされた場合には今  port8lsjtoに関しては、l自治体におい   
育成支援行動計画推  合研究（故  評価をしなければならないが、平成18  側によって開発した次世代育成支緩行  ては次世代育成支援推進協靂会での  後報告する。   て導入を検討中。   
進評価と総合的コー  策科学推遷  年度の調査で、利用者評価を含めた評  動計画の総合評価データベース・システ  活用の可能性があるが、現時点ではま   
ディネート・システムに  研究）  価の実施、そして継続的な評価のため  
関する開発的研究  のデータベースの整備が遅れているこ  

とが明らかとなった。また、提供事業に  
ついての什報提供を利用者が求めてい  
るにもかかわらずICTを活用した情報援  4  0      5  0  0  0  0  

供が不十分であることも明らかとなっ  
た。こうした結果と自治体との協1凱こ基  
づき開発した総合評価データぺ一スシ  
ステムと情報提供porbl＄itoは官学の  
連携、政策評価の観点から評価できる  
成果であると考える。   ればならない。   

現況と運営実態から  18  19  政策科学総  山田 あすか  幼保一体型施設の遷宮的侍匂盾整理  就学前乳幼児の教育t保育施設．また  就学前乳幼児教育・保育施設におけ  幼保一体化を検討する自治体に資料  ・研究成果の一部が．就学前乳幼児の   
見た幼保一体化施設  合研究（故  するとともに．その課題と利点を明らか  こどもの環境のあり方について．保育環  る適切な面積規模を検討し．ガイドライ  を提供するとともに研究報告会を行って  保育・教育に関する情報を発信する雑   
の施設計画に関する  策科学推進  にし．課題を克服しまた利点を活かすた  境構築や建築計画の分野での活用が  ン策定を目指す研究会に資料を提供  いる 誌『避育』に取り上げられ．紹介された．   
研究  研究）  めの建築的なあり方について検討し  ・保育関係者と．こどもの環境づくりに闇  

た．こうした検討に加え．幼保一体型施  連する建築関係居での合同研究会に招  
設における匿児の活動や生活の実態と  3  0  0  0  3  0  0  0  3  
その時間的推移を踏まえ．結論として．  を行った．・建築学の学生向けの書籍lこ  
幼保一体型施設の類型に対応した建築  おいて．幼保一体型施設の建築的留意  
的・運営的留意点を導出した 点を掲載した．   

DV被害者の支援に  19  19  政策科学総  石井 朝子  わが国におけるより有用性の★いDV  DVが被亨母子の身体・精神健康に及  本研究は、＝れまでわれわれが実施し  本研究により作成されたガイドライン  本研究により作成されてガイドラインの   
関するガイドライン作  合研究（政  被害者支捜ガイドラインを作成するため  ぽす影響は深刻である。特に被害者が  てきたDV韻壬研究結実及び、DV被害  は、全国のDV支援機開615ケ所（婦人  内容について全国の婦人相談■及び   
成に関する研究  策科学推進  に、これまでに一部地域で作成されて  不安や押うつ及び外傷後ストレス旛害  者を支援する職■が相談から保護、自  相談所を含むl巳偶有害力相識支援セン  母子生活支線施設の離■向けの研修  

研究）  いる支援プログラム及びマニュアルを収  （PTSD）などの症状を呈することは、多  立支援に至るまでの過程において、適  クー、婦人保護施設、母子生活支援施  で取り上げた。またDV被害者支撞者の  
■し、分析してまとめて検討した。また、  くの先行研究により報告されている。本  切な支援を講じるための具体的な支援  設、民間シェルターなど）に配布された。  みならず、児童■待の支援者向けの譲  
DV取り組み先進国である米国各州の  研究により作成されたDV被害者支撞ガ  のあり方を書門家によるグループミー  これにより、わが国における被害者支  満会及びシンポジウムも開催した。  
民間シェルターなどで実践されているケ  イドラインは、これまでのDV調査研究  ティングを実施し、検討して得られた知  操の真の向上が期待され、社会への自  
ア技法ガイドなども翻訳して記載した。  で得られた知見を元に、l臨床的な身体  見をもとにガイドラインを作成した。本ガ  立に向けた包括的なDV被害母子の支  2  0  2  0    0  0    15  

さらにこれまでに実施してきたDV調査  
研究で得られた基礎的データをもとにガ  
イドラインを作成したことにより、よりわ  
が匹のDV被害の実態を反映した実効  
性ある支塩のあり方を指し示すことがで  
きた。   

都市檎造、就労形  19  19  政策科学稔  佐藤 栄治  子育て期の親に視点を当て．都市の特  研究対象地として．東京都多弁市．栃  茅ヶ崎市を事例とした都市内移動の安  現在．文京瀧多＃市．栃木れ宇都宮市  2008年6月21日開催の多摩ニュータウ   
態、支援施設の一体  合研究（孜  領」居住地・保育所・就労先など都市檎  木れ宇都宮市を取り上げ．アンケート韻  全に配慮した道路整備方針の研究成果  こ対して．研究成果朝僧会の開催を打  ン学会研究発展会にて．講演依頼を受   
的整備による子育て  策科学推進  造∴乱勤時間．勤粍時間．勤務日数な  主による現況を把握することで．都市間  は．茅ヶ崎市役所初市政策課での都市  診中 け了承した 
支援環境の構築  研究）  どの就労形態．保育所．幼稚園の預か  

リ保育利用者の意識や遷宮形態などの  
子育て支採施設を一体的に考究するこ  2  0  0  4  2  0  0  

とで．どのような雲居により子育てが因  
⇒軋＝なっているかの概要を把握した．さ  

らに詳細なデータの分析が求められる 

高齢期の住み移り要  「河北新報」2008年1月8日21面連載「地  
件と孤立を防ぐ地域コ  合研究（孜  例の視点から、課題を整理することによ  械・大学新時代」のNo，7として、居住と  
ミュニティのあり方に  策科学推進  り、厚生労働省の施策としての住宅施  福祉のまちづくり活動が取り上げられ、  
関する研究   研究）   策への課題を整理できた。全国紙－の  地域連携を進める研究主として紹介さ  

基準ではなく、地域の特性を踏まえるた  れる。   
めの基礎資料を整理した。  

医療保険者の保健事  19  19  政策科学総  小林 廉鍛  レセプトに書己鼓された情報を有効活用す  本研究で提示した、健康管理における  2007年10月25日、愛媛県県民文化会   
♯推進に向けたレセ  合研究（故  ることで、健康管理部門の事後指導の  レセプト活用の方向性、精度の高いレセ  館・第2会議室において、本研究に関わ   
プト分析の万策に関  策科学推進  フォローアップや対象集団の疾病発生  プト分析のノウハウの方策などを発展さ  る情報交換の会（日本公衆衛生学会・   
する研究  研究）  動向、医僚黄への影響などを把握でき  自由兼会）を主催し、本研究テーマに開  

る可能性が示された。また、精度の古い  2  0  5  0  之  0  0  0  l  
レセプト分析のノウハウについても検討  レセプト分析に関する最近の動向やノ  
を行い、具体的な方策を操示した。   ウハウの紹介、関連の質疑・討論を  

れる。  行った。   

・】  

1  

塾 」 ニーー1 －†－－   



医師の需給のあり方  19  19  政策科学総  財団法人 医  医師の需給を扱った研究は少ない。特  勤務医、研修医を対象としたアンケート  1年間で終了となったことから、研究の  アンケート調査、諸外国の文献調査に  1年間で終了した研究となったが、今   
に関する研究  合研究（故  療経済研究  こアンケートの中で、医師の職場選択  調査ならびに、先進国での医師の羞  知見を社会に提示することは、今後の  加えて、ヒアリング講董を行い、〔牟総合  後、弊機構の勉強会等の練々な機会を  

策科学推進  社会保険福  における優先度に関してコンジョイント  成・キャリアパス及びスキルミックスに  学会等の発表で行っていく予定である。  的医療を担える医師を養成する実践的  通じて討議や提案等を行っていく予定で  
研究）  祉協会  分析を用いるなど斬新的な喜式みを行っ  

＋＿  

プログラムの整傭L這代診医派遣等の  
／．＿○   場での働き方等の示唆を得るものと  医師の支援体制の整備、③ワーク・ライ  

なった。  フ・バランスに配慮した勤務体制の確  0   

立、i㊨地方出身半生の優先的採用は医  
師本人の意向の牛車等の観点からその  
有効性に期待できること、⑤スキルミッ  
クスも参考となることが示唆された。   

保健師活動における  19  19  政策科学紐  金子 仁子  虐待周辺用語の軍勢が明らかになった  研究者と現場の保健師が－鏑に事例検  2007年11月22日23日に六本木ヒルズ   
乳幼児の虐待発生予  合研究（故  こと。保健師の虐待への認識状況が明  討を行ったことから実際のケース支援で  で行われた慶應義塾大半湘南藤沢キヤ   
防のための方隻に関  策科学推進  らかになった。保健師の虐待への移行  ま、情報収♯では、特に家族の関係  ンパスオープン・リサーチ・フォーラム   
する研究  研究）  の可能性が高いハイリスク家庭に対し  で、保健師の乳幼児の虐待の可能性が  

ての鍛練支援において信頼関係作りの  0  0  0  0  2  0  0  0  l  
あり方やアセスメント方法、目標の考え  点での研究内容を文献検討を中心に発  
方、目標を達成するための具体的な方  表した。   
法についてインタビュー等で明らかに  
なった。   

電子医療情報の有効  本研究で提案された地域医療費漉推計  
利用による傷病およ  合研究（統  地域医療を定i的に評価する手法とし  モデルは、地域保健医療計画や地域医  
び医療機能に関する  計什報総合  て学術的に斬新で意転が高いと考えら  僚貴通正化計画等の行政施策の策定、  
統計情報の収集・分  研究）   れる。  遂行、評価等を定i的に把握するため  0  0  0  0    2  0  0  0   
析・利活用の効率化と  に有意義な手法であると考えられる。  
充実のための方策に  
関する研究   
パネル調査（縦断儲  18  19  政策科学総  金子 隆一  科学的根拠に基づく敢策形成を行う為  厚生労働省が各種施策の策定に必要と  本研究は、社会資本としてのデータ管   
重）に関する総合的分  合研究（統  こ今後わが国おいて必要となるパネル  する科学的基礎データを得るために開  理、集計分析支線システムの開発が主   
析システムの開発研  計情報総合  型調査のデータ管理、集計・統計分析  始した21せ紀様斬調査（出生児詭査、  眼であり、それ自体の成果を公表するこ   
究  研究）  の支援を行う総合的システムの開発が  成年者韻壬、中高年者調査）に対し、  

なされた。わが匡＝ま行孜におけるバネ  データ管理、集計・統計分析支撞、なら  
ル錮査の実施、活用において後発であ  ぴに調査内容、実施方法等に関する提  
り、経験や知見の蓄積に乏しい観点か  吾を行った。これにより＝の調査が対象  
ら本革葉によって技術的側面の推進が  0  0  0  0  0  0  0  0  8  

行われ、諸外国でも例のない総合的支  因や発生メカニズムの特定、施策効果  
緩システム（PDA21）が開発された。ま  の測定、ならびに行政ニーズの把握等  
た実施状況の分析や事例分析により脱  に轄びつく総合的な分析システムが積  
藷や各種調査項目のパネル型データ特  蓋され、年々蓄積されるデータの速や  
有の分析課題について把握された。何  かで有効な結果公表に資するところと  
れも今後のわが国のパネル研究一般に  なった。   
資するものである。  

科竿研究費研究計画  18  19  政策科学総  土井 敬  異なる3つのシステムの比較検討のた  「厚生労働科学研究成果データベース」  「府雀共通研究開発管理システム（8一   
書の作成支援システ  合研究（統  めに「システム開発目的」「手1L用対象」お  リプレースのための基本機能稟の作成  Rad）」の機能雪釜イヒのための提案（論理  
ムに関する研究  計情報総合  よぴ「システム基本機能」を集合関係を  チェッウ機能の付加）   

研究）  もとに比較を行った。  
0  0  0  0  0  0  0    0  

厚生労働統計処理シ  
ステムについての研  合研究（統  タペースの考え方にしたがい半自動化  

計什報総合  することを目指して、医療機関のデータ  
研究）   ベースに対してH」7を用いた問い合わ  

せ手法を開発した。飼葉をCDA形式に  0    0  0  0  2  0  0  0   
ならって電子化することを提藁した。不  
定期に覿瀞はれた医僚デ欄タを分析す  
る手法としてテキストマイニングを応用  
することを提案した。   

途上国における公共  山  19  社会保旗国  上原 ql夫  途上国における保健プログラムと質に  患者安全にかかる現状評価を通じて、  フィリピン共和匡医療保険庁   医療の質安全に関する調査の精巣は、   
保健医療サービスの  際協力推進  関する取り組みが重視されるようになっ  フィリピン共和国におけるC－inical  （什川H8封th）をパートナーとして実施し  昨年10月24日から26日の期間にフィリ   
貫・安全の確保に関  研究（社会  ているが、新しい課腰なので、途上国を  Qualkyの問題と課題が明らかになっ  た医療安全にかかる研究の結果は、  ピン共和匡にて開催された   
する政策研究  保F暮国際協  対象としたデータの集積が十分なされて  た。またフィリピン共和国の医療保険庁  フィリピン共和国の医療保険制度の貫  ‘Intemat］OnalConferenceonQua“ty  

力推進研  いない。本研究で、1．保健情報システ  管理に反映されている。   HealthCareamongLDWandMiddle  

究）  ムのデータの賞の評価2．結核治療プ  0  0  l  0  l  0  0  0  0  
ログラムの評価3．医療事故対層の現  したフィリピン共和国保健省、世界保健  
扶評価について、調査を行い、報告した  機関、フィリピン共和国医療保険庁とで  
ことは、今後の研究の発展と放棄形成  議論された。フィリピン共和国にとどまら  
に大変有用である。   ず、アジアにおける政策形成に貢献し  

た。  



国際保健における社  18  19  社会保障園  積木 英樹  国際的な観点から見て、報告数が限ら  本研究は国際保健における孜策的研  本研究は国際保健における政策的研  2008年1月16日に神戸市で開催された  本研究手業を通じて一般市民への啓■   
会的健康決定因子に  幹協力推進  れている文アジアにおける「t鷹の社会  究であり、．臨床的なれ点は該当しない  究であり、臨床的なれ点は詩当しない  世界保健機関「健魔の社会的決定要田  のため、CSDHよ長であるM訂mOtロンド   
対する政策的取り組  研究（社会  的健鷹決定要周」に関する知見を、内  に関する垂■会（CombsionforSくI¢ia  ン大学数授の近著について研究グルー   
みの立稟・実行・評価  保韓国際協  外研究者の協力を得て、体系的に集権  DotormnantsofHoakh：CSDH）の第11  プの一部がI一駅を行い出版し、日本経   

に隈する研究  力線進研  した。  回会議（t終会議）では、同委■会の最  
究）  柊報告書に採用すべき問題の整理が  

行われたが、その会議の場において、  0  0    0  0  0  0  0  0  

本研栗グループから提出された資料が  
採用された。東アジアにおける健鷹と社 会的書廣決定要周の歴史的・比較研究  

の成果と、そこから得られる政策的教訓  
について各国委■に対して報告を行つ  
た（   

細菌性腸管感染症の  19  19  社会保障国  本田 武司  細菌性腸管感染痘の原因となる代表  我国の細菌性下痢症の♯圧発生事例  行政施策に提案したわけではない  
病態解析とその応用  際協力推進  的な細菌を取り上げ、種々な角度から  の約60％が書兼原性大腸菌によるも  が、日本で発生した♯団下痢症の原因   
的研究  研究（国際  下痢性疾患の制軌こ必要な種々な基  として手業原性大腸菌が徐々に増え、  

医学協力研  盤的研究を行い、一流の書門誌に多数  その重要性が再認誰され、その≠簗瀬  
究）  発表した。例えば疫学的研究では、集  として、海外での水∴良品、あるいは輪  

団下痢症の原因として毒素頂性大腸菌  入食品等の海外の影響が推察されるこ  
の重要性を再認識させ、01コレラ菌が  と、また我国の環境水中で01コレラ菌  
我国の環境中でも生息できる可能性を  が生息している事が明らかになってきて  7  舗  4丁  3  233  58  13  0  

示唆した。病態解析では、EHECの新奇  いる手などは、わが国の「食の安全」確  
なSubA8が、細胞増殖周期をGl期で停  保の上からも今後注意する必要があ  
止させることなどが分かった。さらに腸  る。   
炎ビブリオなどでのT3SSの重要性を示  
した。また多種類の病原体を同時にスク  
リーニングする遺伝子検壬法を構築し  
た。   

抗酸菌感染症への国  19  19  社会保II国  菅原 勇  サルを用いた結核ワクチンのデータが  大阪府の多剤および組多剤耐性結核  2007年9月、初めて、日米以外で結核・   
際的学術井献を目指  際協力推進  蓄積した。結核菌感染防卸機構が大  ハンセン病■門部会合同会議を開催し  
した基盤研究  研究（国際  分、明らかになった。LAMP法を用いた  た（中国、河南雀、鄭州市）。   0  23  2  0  ヰ0  1之  0  0  0  

医羊協力研  ハンセン病遺伝子診断が進んだ。   
究）  

ウイルス感染症の診  19  19  社会保l■匹  倉租 一郎  アルポウイルス感染症については東口  アルポウイルス感染症については東口  本研究においてはアルポウイルス感染  全国紙2紙において3つの記事として取   

斬、疫学および予防  際協力推進  シアの野鳥におけるウエストナイルウイ  シアの野■におけるウエストナイルウイ  症、ウイルス性下痢症、ウイルス性出  り上げられた。   

に関する研究  研究（国際  ルス感染が示された。ウイルス性出血  血熱、狂犬病を中心に、特にアジアにお  
医半協力研  I掛こついては、ハンタウイルスウイルス  いて問題となるウイルス感染症につき、  
究）  とげっ歯類との関係がベトナムおよび北  （り診断法の確立と普及、疫学調査に  

海道において明らかになった。ウイルス  より国内外における流行状況を解明す  
性下痢症についてはバングラデシュの  る、（2）各種病原体の解析をもとに病態  4る  丁  0  59  10  0  0  0  
下痢症点者より検出された非定型ヒトロ  形成機序を解明する、（3）ワクチン等予  
タウイルスB219の全遺伝子配列が決定  防治療法確立のための基盤を確立す  
された。狂犬病については、フィリピン  る、ことによりわが国の感染症対策に寄  
のウイルス扶に対して3つの単クローン  与した。   
抗体を作成し、今後の診断のための基  
盤を確立した。   ハンタウイルス感染症を疑う必辛があ  

寄生虫疾患の病態解  
明及びその予防・治  際協力推進  策に資する研究が活発に展開し、マラリ  
療をめざした研究   研究（国際  ア、住血吸虫症、腸管寄生ぜん虫にお  

医学協力研  いてはワクチン研究、住血原虫症、マラ  
究）   リアにおいては治療薬に関する新たな  

展開がみられた。フィラリア症の尿診断  8  71  0  0  120  21  0  0  0  
法を確立し特に乳幼児での感染状況が  
スリランカなどで明らかになった。匡け弓  
に生息するデンゲなどの媒介蚊である  
ヒトスジシマカの分布が北進しているこ  
とが示された。   



メタポリッウシンドロー  19  19  社会保障国  川上 正箭  メタポ1」ッウシンドロームの本態はイン  メタポリッウシンドロームは欧米およぴ  メタポリッウシンドロームは今年から特  インスリン抵抗性の正しい評価にはイン   
ムのアジアと米国にお  際協力推進  スリン抵抗性であるとされているが、実  日本にとどまらず、東甫アジア諸国でも  定検診の項目に加えられ、我が国の健  スリンクランプ法が用いられるが、この   

ナる発症像序とその  研究（国際  際の病態は人種により異なり、日本人  大きな問題となりつつある。診断基牽は  應・保健行政の重要な課題の1つとされ  方法は、棲めて侵饅的であり、集団検   

健康対策に関する研  医学協力研  では酎糖能が正＃であってもインスリン  それぞれの国および人種により個別に  ている。しかし、我が国の診断基準につ  診は勿論、臨床現場でも実用に供する   

究）  分泌能が低下すること．研機能障害や  定める必要がある。我が国の診断基準  いては、国際的にも問題とされていると  ことはできない。そこで、HOMA－IRな  

高尿酸血痕が高頻度にみられるなどの  こついては、樺々な議論のあるところで  ころであり、本研究の成果はそのような  ど、幾つかの簡便な評価法が提唱され  

特徴がることを明らかにした。また、ア  ある。本研究では、現在の診断基準で  議論の材料として主要な情報となりう  ているが、いずれも全ての対象者に応  

テイボネクテンのコレステロール逆転送  ま本症候群の有無で死亡率に差のな  l  95  20  l  47  4  0  0  0  
系を活性化することを明らかにしたこと  いことを示し、この護論の材料として需  基準を定める上でも参考となる成果で  この間題の解決の1肋になりうる成果を  

もこの領域の研究に新しい展開をもたら  あり、凶際的な医療協力という面でも有  

すものである   症候群の病態の基礎となるインスリン  用であると考える。   

抵抗性の簡便な指櫓とし血中LP」値が  
有用である可能性を示したことも臨床的  
には非♯に主要な成果である。  

環境中の疾病雲居の  19  19  社会保障国  若林 敬二  研究は、環境中の変異原や発がん物質  pyloh感染によリDNAメチル化異♯が  がんの第一次予防推進のための基礎  中国、韓国等のアンア諸国と我が国に   

検束とその作用機構  際協力推進  を明らかにすると共にがん発生要因及  誘発される遺伝子に特異性があること  的研究成果をあげることは、我が国の  おけるがんの発生要因及び感受性要因   

の解明に関する研究  研究（国際  び感受性要因を総合的に把握し、がん  が明らかになった。さらに、その特異性  保健医療の向上に役立つものと考えら  の好適性と差異を明確にすることによ  
医学協力研  の第一次予防推進を目的とする。本年  れる。   り、がん予防に関する有効な情報をアジ  

度は、環境中の変異原・がん原物貫の  ア諸国に発信できる   
分析や変異機構の解明、ナノマテリア  
ルの生体への影響、胃がん、大腸がん  4  17  0  0  1¢  7    0  0  

の発生に対する新規の寛がん分子機  
構の解析等を行い、蔓草な基礎的資料  
を得たものと確信する。   のDNAメチル化パターンを解析すること  

で、例え血清抗体が消失していても、過  
去の感染歴を判定できるようになる可  
能性を示す重要な知見である。  

主にアジアに蔓延す  
るウイルス性肝疾患  際協力推進  臥免疫に関する基礎鯵学的新知見が  
の制御に資する為の  研究（国際  得られたのみならず、亜細亜に於ける  
日米合作的且つ学際  医学協力研  HBV／HCV，／HEV／HNの疫学的書法を解  
的肝炎ウイルス研究   究）   明する目的で壬施したインドネシアの某  0  30  0  5  0  5  0  0  0   

離島に於ける現地調査から、矢張り亜  
欄亜に於いてはHBVとHEVが最大の制  
御対象であることを再認識させられた。   

HlV感染症における  19  19  社会保障国  山本 直欄  アジアのエイズを中心とした問題に効果  HIV感染者にとって結核感染の予知は  本研究班では日米医学協力計画・合同  
免疫応答の解析とそ  際協力推進  的に対処するため基礎的、臨床的、疫  棲めて主要である。炎症マーカーと抗丁  小壷■会への参加もサポートした。そこ   

のl諒床応用に関する  研究（国際  学的立場から、細胞性免疫主導型ウク  BG」抗体価が相関することを見出し、エ  ではエイズ部会のレビューが行われ、   

研究  医学協力研  テンによリウイルス増殖の制御が達成  今後の計画の検討とともに、アジアの研  

究）  されたサルでの免疫パラメーターの解  究舌に対し研究眉の助成を行うアジア  
折を行うとともに、液性免疫主導ワクチ  地域奨励研究手業の計画について紹  
ンの開発を試み、将来につながる結果  介がなされた。また、米国NIHでの共同  

が得られた。さらに新しい楔的として  研究も援助した。   
2  105  16  7  65  24  5  0  0  

の、コレセプター阻害薬の研究、粘膜面  
での感染メカニズムや拡大とその阻止、  
樹状欄胞を用いた免疫摂法の試み、分  
子疫学的な研究、ヒトゲノム多型とHTV  
感染などに関する多彩な研究が行われ  
多くの主要な知見が得られた。   

急性呼吸器感染痘の  
感染メカニズムと疲  際協力推進  フルエンザウイルスの致死的な病原憎  
草、焙染予防・制御に  研究（国際  と特異遺伝子の関与を明らかにした。  

関する研究   医学協力研  2）A型インフルエンザウイルスゲノム転  
究）   写・複製阻害物質の大規模スクリーニ  

ングを可能とするvRNA安定発現細胞株  
を樹立した。3）アマンタジン耐性ウイル  

スのM2とHA遺伝子変異連動から、耐性  
2  52  7  0  34  22  0  0  0  

株伝播率向上機序を明らかにした。4）R  
SV．インフルエンザウイルス両者への  
新しい組換え麻疹ワクチンAIK－C操作  
製の可能性が示された。5）百日咳菌の  
自己凝集能と関連する二つの特異蛋白  
が同定された。   



医薬品の市販後安全  19  19  厚生労働科  長谷川 隆“  大草における利益相反マネジメントポリ  医薬品の治験や市販後安全対策に関  調査研究結果の一部が、第4回審議参  調査研究樟果の一部が、第4国字議参  研究成果が分かるホームページを作成   
性研究等と利益相反  草特別研究  シーの内容等の実態把握と現在のおお  わる研究は主として医科大竿病院で行  加と寄附金等に関する基準策定ウーキ  加と寄附金等に関する基準策定ウーキ  した。   
の関係についての研  よその水準を把握することが出来、海外  われており、そのためには関連する医  ンググループ（平成19年11月29日）及  ンググループ（平成19年11月29日）及  httpノ／wwwnjhsgoJp／mss／kouseikagak  
究  の利益相反に関する規程についての調  薬品の製薬会社からの研究費が必須で  び第6回厚生科学書議会科学技術部会  び第6回厚生科学書議会科学技術部会  ∪9．html  

壬と合わせて、製薬企業からの奨学寄  ある。こうした現状を踏まえ、奨学寄附  厚生労働科学研究における利益相反に  厚生労働科学研究における利益相反に  0  0  0  0  0  0  0  0  3  
付会、委託研究眉等に関するガイドライ  金や委託研究黄等に関するガイドライ  関する検討委■会（平成20年1月22日）  関する検討委■会（平成20年1月22日）  
ン等の作成に協力出来た。これらは社  において、ガイドライン作成のための基  

会的信頼性を維持し、適正な研究環境  礎資料として使用された。   

を整備するために必要な研究であっ  
た。   

副作用症例報告に対  19  19  厚生労働科  井上 連  新しい医薬品が迅速に医摂の動こ提供  日本の安全対策は制度面では欧米に  研究成果が分かるホームページを作成   
する解析及び注意喚  竿特別研究  されるようになり、市販後における医薬  した。  

起の方法に関する研  晶安全対策の重要性が増している。市  httpノ／wvNJnihsgcJp／mss／kouseikagak  

究  賑後安全対策について、（独）医薬品医  ulO．html   

療機器総合機構（総合機権）の設置な  
ど、新たな体制に改められ3年を権過し  
たところであるが、さらに体制充実が検  
討されるべきである。本研究では、医秦  3  3  0  0  6  3  0  0  
晶の市販後安全対策の現状及び今後  
のあり方について、主に総合機鰍こ蒼  
目して検討し、方策を提言した。   入、予測予防型安全対策への強化が必  

要なことを示した。さらに人的資源の  
貫、iの両面での充実、医療従事者や  
患者への情報提供、海外との連携も必  
要なことを明らかにした。  

厚生労働分野の国際  19  19  厚生労働科  神馬 征峰  本研究班が参加した国際保健ワーキン  臨床研究ではない。  ランセット誌に掲載されたキーペーパー  本妻1会の主要メンバーは2008年に   

協力強調のあり方に  辛特別研究  ググループが関与した論文がランセット  をもとに、ワシントンDCで2008年4月末  

関する研究  誌に掲載された。これによって、日本は  に開催される三極委■会（日t欧・米国  

よい意味で、この方針への批判をうける  代表からなる）の基礎資料を作成した。  

準備を整えた。班活動はまだ続けられ  これをもとに先進主要諸国による国際  
ており、今後さらに国際会議において、  保健活動のあり方に関する議論がなさ  
人間の安全保障アプローチによる雷際  れる予定であるヮ   0  2  0  0  0  3  0  0  0  

保健活動に関する提言を続けていく予  大感染症対策」に関する会議でも主要  
定である。このプロセスはG∈∋における  な役割を果たしていく予定である。   

日本のプレゼンスを恵め、かつそれを  
記矧こ残すという点においても重要で  
あると考えられる。  

新たな検疫のあり方  明治以降その基本骨格が変わることな  
に関する研究   掌特別研究   理対応のあり方、世界保健規則ZOO5（Ⅰ  く、通知運用によりかろうじて保たれて  

HR2005）や国内感染症法との整合性  いる現状の検疫行政を、根本的に改革  

調整、検疫対象疾病の選択規定を行  するための審議会資料としては大いに  
い、今後、「必要なあらたな検疫のあリ  役立つものと思われ、世界の新たな感  

方」等をまとめた。また、【HR2005に基  染症の脅威に対応するために活用され  
づき検疫の再積莞を行ったアメリカ台東  るべきである二  2  3  2  0  2  0  0  0  0   

国及び台湾の検疫システムを調査し、  
基礎資料としてまとめた。今回の報告を  
もとに組織論が検討されれば、新しい検  
疫（所）の具体的な姿が明確なものとな  
ることが期待できる。  

肝炎診療全国ネット  19  19  厚生労働科  正木 尚彦  肝炎情報センターのホームページ開設  肝炎診療の際に参考とすべき国内外の  今年度以降各都道府県毎に選定されつ  肝炎什報センターの構想に関しては、   

ワーク構築とその支    学特別研究  こ伴い、患者さんへの情報提供が促進  診療ガイドラインを取捨選択、整理し  つある肝疾患診療連携拠点病院の活  平成19年度中に新聞、インターネット等   

援のための情報セン  されるのみならず、【般医・コメディカ  

クーのあり方に係る研  ル、および専門医の診僚水運の向上に  対策を全国津々浦々へざ貴通させること  
究  繋がることが期待される。今後、医療従  が可能となる。来年度以降の課超では  

字音和ナの研修会なども開催する予定  あるが、厚生労働科学研究費肝炎等克  0  0  0  0  0  8  0    0  

であり、全国における肝卦診療水準の  服緊急対策研究手業で行われた研究  
均てん化に貢献しうる。   の成果を一般市民向けに分かり易く公  

関することなども検討されており、保健  
行孜への国民の一層の理解が得られる  
ものと期待される。   



国外における病腎移  19  19  厚生労働科  高原 史郎  世界での病腎移植およぴの悪†生腫瘍を  実際に世界で、どの程度の病腎移植が  t近、我が国で施行された病腎移植の   
植の研究に関する調  草稿別研究  有するドナーからの献腎移植の臨床成  問題点が整理され明らかになった。また  
壬  績が明らかになった。特に前者におい  本研究の内容の主な部分は既にメディ  

ては、10年以上の長期成績の報告がな  アには正確に伝わっているが、広く一般  
く、宇和島市立病院からの英文論文の  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
みであることが示された。またこの宇和  まだ不十分である。   
島市立病院からの報告が、生存率・生  
蒼率が正確かつ低値である点が特に有  
用であった。   

高齢被災者に対する  19  19  厚生労働科  大川 弥生  重要性は認識されつつあるが、具体  災害時における生活機能低下予防に  災害時の被災直後にも使用可能な  t新潟県中延地震及び富山県ホ波被害  災害時の廉用症候群による生活機能   
生活職能低下（廉用  竿特別研究  的な対応は結についたばかりの災害時  むけた系統的な早期介入が可能であ  「生活不活発病チェックリスト」を作成し  こおいて、厚労省等から本研究で作成  低下の危険性や予防の必要性につい   
症候群）予防等プログ  の生活機能低下予防、特に生活不活発  リ、十分効果をあげうることが立証でき  た。このチェックリストは厚労省からの新  した啓発チラシ（生活不着発病チエツウ  ては、特に新潟れ中越地震、富山県高   
ラムの実施及び評1薗  扁（廉用症候群）予防の必要性を明らか  た。実行可能な内容を明らかにできたこ  潟県中越沖地烹（柑．7．16）、富山県高波  リスト付）が配布されるなど、行赦機関  波被害に関連してテレビ、新聞等多くの   
等に関する積寒手法  こすることが目的であったっこの必要性  とで、今後の災害時に適切に使用でき  被害（20224）において避難所及び在  を通じた情報提儀だけでな〈被災者個  メディアでとりあげられた。また平♯時   
に関する研究  がはじめて明らかになった地震につい  る持株となりうる。このような災害時の  宅生活者に配布され、発生直後の状態  人への直接的啓発が行われる契機に  こおいても、災害時にむけて準備すべ  

て再確誌ができ、更に異なる種類の災  対応が可能か否かは、平嵩時からの生  でも十分活用可能であることを確認でき  なった。・災害時の高齢者における生活  き内容や、高齢者の介護予防（災害時  
害で、比較的小規襖でもある礪波被害  活不活発病及び生活機能についての  た。被災直後に被災者への廉用症候群  不活発病予防についての厚労雀の通  ま介護予防必要例の同時多発発生時  
0  l  0  0  2  0  0  2  14                                                                                                                      こおいても高齢者における生活機能低  正しい認吉畿のあり方が大きく影響してい  予防にむけた啓発用のチラシ及びボス  知（及び資料）は、新潟県中延沖地震で  と位置づけられる）との関連でも、多くと  
下が確証され、その他「平成18年雲曾」  る可能性が大きい。この観点から災害  クーを作製した（新潟れ中越沖地震で厚  ま発生当日にだされ、冨山腋轟波被害  りあげられた。これらは地域防災への取  
時の検討も加え、災害一般において圭  時の生活機能低下予防に后‖ナての平  労雀等より配布）。それをもとに災害棲  でも4日目にポスター・チラシが送付され  り組みとして複数自治体や観光協会等  
硯すべきことが確認されたハ今後の災害  紫暗からの認識向上プログラムの横車  類、地域特性を加味した修正により、即  た。災害時の生活機能予防が初めて明  での取り組みの契機となっている。また  
時の対策として生活機能面への対応を  化、また平♯時からの災害時の生活不  座に活用可能であることも立証できた  らかとなった新潟県中越地震以降∴短  災害医療やボランティア活動のあり方  
明確に位置づけることができた。  活発病予防に関する研修会等の必要  期間で認知される契機ともなっている。  の再考を促すものとしてもとらえられて  

性が明らかとなった。   いる。   

手術室における安全  19  19  厚生労働科  並木 昭義  手術室の透明性安全性を確保するた  提供するためには手術室内で♯務する  今回実施した透明性に関するアンケー  本研究を立ち上げた時点からマスコミに   
性と透明性の確保に  竿特別研究  めに．ビデオモニタなどのハード面での  人■を増やす必要がある点が明確と  ト結果からハード面ソフト面両面の整備  取り上げられ．継続した取材が行われ   
関する研究  整備とともに．周術期看護師といった詩  のためには診療報酬による補助が必層  

外国では存在するがわが国には存在し  である   なった   0  0  0  0  0  0  0  0  
ない役割の看護師の配置が必要であ  
る   

北海道洞爺湖サミット  19  19  厚生労働科  浅井 康文  2000年沖縄サミットの時の医療体制を  ウインザーホテル洞爺での救急事例で  今後とも地域の実情と医療体制を考慮  今後この北海遺洞爺湖サミットの救急  北海道新聞、産軽新聞、朝日新聞に、   
に向けての、救急・災  竿特別研究  参考に、2008年北海道洞爺湖サミット  は、患者は複数の救急救命センターが  した、救急災害のガイドラインを考えて  ／災害医療体制を通して、ドクターヘ  北海道洞爺儒サミットの救急医療体制   
害医療体制の構築に  の医療体制を楢葉したっ沖縄サミットで  ある札幌ヘドクターヘリで搬送する。し  いきたい。   リ、DMAT、災害拠点病院、救命救急セ  での取材、掲載があった。また6月2－   
関する研究  ま首脳の宿舎なと－が分散していたが、  かしこの時期は霧などで天候が悪いこ  ンクーなどの救急／災害医療体制がさ  4日、札幌医科大字にてNBCテロ／災  

北海遺洞爺湖サミットでは隠れ家方式  らに充実すると期待される。   害対策研修が行われ、マス⊃ミに取り上  
でウインザイーホテル洞爺にて首脳会  げられた。   
議が開催される。また2000年時と較  
ベ、2001年の米国同時多発テロ事件  5  15  30  10  100  †5  0  0  0  

などNBCテロに対する脅威がましてい  
る。－一方、国内の救急医原体制は、ドゥ  

クーヘリの導入、DMATメディカルコント  
ロール、災害拠点病院などの進歩が見  
られる。これらを踏まえて救急医療体制  
を構築した。   

診環放射線分野にお  19  19  厚生労働科  伊東 久夫  本研究は最新の医療技術の中で放射  上記の医環技術、医薬品はがん診摂、  本研究自体では新しいガイドライン等は  上肥課月以外にも、行政が近未来的に  
ナる新たな医療技術  草特別研究  緑を使用するものについて、医環安全  がん治療上は極めて有効なものと考え  作成しなかった。しかし、すでに公表さ  対応すべき課題についても検討を行つ   
等の活用に係る研究  の立場から特別な規制が必要か否かを  られ、その昔及により多くの患者は利益  れている放射性医薬品使用後の各種  た。しかし、当面、緊急に対策が必要な  

検討した。対象としてはSPECトCT∴垂  
粒子線治療、Y－90横言畿イブルツモマフ  
が近未来的に重要と考えられた。これら  

0  0  0  0  0  0  0    0  

の医療技術、放射性医薬品について、  
臨床上広く使用」た場合、医環安全の  
面から再確認した。   考えられる。   菓した。   

医師確保に資する医  19  19  厚生労働科  武林亨  医師確保に重要と認識されながら殆ど  医師労働についての記述的な詳細デー  医師労働負局の客観的評価に必要な  労働負荷評価．モチベ～ションアップ．  
僚機関内の環境改善  竿特別研究  その実転が明らかではなかった医師の  タを取得できた．医師のキャリア調査で  他計式タイムスタディ法ならびにその評  業務効率化支援に必要な要因や要点   
に関する研究  労働内容ならびに病院勤誅医および後  ま′病院のハード面・ソフト面の充実，  価法について．さらに改良を行い．手法  など．現在の社会状況において喫緊の  

期研修医の勤務・研修病院選択の理由  人のつながり．地元を重要視していた  としての確立を図った吉た．医療機関  課題である医師確保の施策立藁に際し  
と将来の希望についてそれぞれ他計  
式タイムスタディ法ならびにランダム袖  
出した医僚機関医師への質問紙調査を  
実施医師の確保やモチベーションアツ  2  0  0  0  0  0  0  3  0  

プに必要な要因や王貫境整備の要点が  
明らかとなったさらに．医師労働の効  
率化促進を支援するために必要な汀導  
入に関する評価系の開発を行ったま  
た、1T導入のための評価系が積築され  
た   



歯科医師の医科麻酔  19  19  厚生労働科  一戸 達也  法的整合性等に関する現行の「歯科  今回作成したガイドライン改定案に  今回作成した改定案は、歯科医師の  今回のガイドライン改訂のきっかけの  今回のガイドライン改訂のきっかけの   
科研修のガイドライン  竿特別研究  医師の医科麻酔科研傭ガイドライン」の  よって歯科医師の医科麻酔科研傾がそ  医科麻酔科研傭のガイドライン（改定  ひとつとなったのは、現行ガイドラインを  ひとつとなった∴現行ガイドラインを遵守   
改訂に関する研究  基本的な考え方を踏襲しつつ、研修に  の目的を十分に達成し、歯科患者の全  某）本文と別紙1（医科麻酔科研修を希  遵守せずに歯科医劇の医科麻酔科研  せずに歯科医朗の医科麻酔科研修が  

おける婚尊者の役割の明確化や患者  身管理に馳する歯科医師の知識と技能  望する歯科医劇の研修歴。l乱床経験及  修が行われていた事例と現行ガイドライ  行われていた事例と現行ガイドラインに  
への説明と同意、記録の整備等、現行  が向上して我が周の歯科医慮の貫と安  び知識・技能評価）、別紙2（研修項目と  ンに則した研膠を実施していない施設  則した研修を実施していない施設につ  
の研修で指摘された問題点を改善する  全性とが発展し、国民の歯科保健の－  研修水準）、別紙3（麻酔についての説  が判明した結果、ガイドラインの厳格化  いての情報lま、広く新蘭等に取り上Iずら  
ことに晋意し、現状における歯科医師の  層の向上に資するものと期待される。こ  明・同意暮（例示））、別添資料（歯科医  や周知徹底についての申し入れが厚生  れ、歯科医師の適正な医科麻酔科研僧  
0  0  0  0  0  0  0  0  0                                                                                                    医科麻酔科研修の実語調査や闇係華  の際、ガイドライン改定案の別添資料と  師の医科麻酔科研修実施の流れ）から  労働省及び関係団体に対して行われた  の実施に対して国民が5主現しているとこ  
会からの意見踵取等を踏まえて、「歯科  して歯科医蘭の医科麻酔制研修実施の  なっている。ガイドライン改定案の本文  ことである。そこで、本研究では現行の  ろであると考えられる。今回のガイドラ  
医師の医科麻酔科研傭のガイドライン  流れと手続きを明示したことにより、歯  は、ガイドライン改訂の経緯と要点、趣  ガイドラインに基づいて実施された歯科  イン改訂によって、国民にとってより納  
改定案」を作成した。   科医師の医科麻酔科研憎がより透明性  旨及び研修実】附こ当たっての基準から  医師の医科麻劇科研修の実頻を検証・  得できる研修をより透明性高く実施でき  

の高い状態で実施できることとなった。  なり、歯科医蘭が医科麻酔科研傭を実  
施する際の基本的なあり方を別紙卜3と  
ともに規定した。   た。   

保健師基礎教育にお  19  19  厚生労働科  麻原 きよみ  本研究で作成した技術項目の枠組み  本研究で作成した技術項目は、新人保  助産師、看護師教育の技術項目の卒業  本研餞で作成された「保健師基礎劇欄  本研究の成果は、今後、看護や地♯保   
ナる技術項目と卒♯  手持別研究  は、調査研究により保健師と教育者の  健師が教青機儲から実践現場にスムー  時の到達度については、調査研究に墓  における技術項目と卒業時の到達度」  せに関連する学会や学術雑誌、およぴ   
時の到達白襟に閲す  両者から適合性および重要性に馳する  ズに移行するための現任教育の教育内  づき明確にされ、厚生労働省から各瀧  ま、保盤師助産廟看護師半枚茸成所指  講演、研究会などを通して広く公表して   
る研究  同意が得られたものであり、今後．保せ  容、および日攫設定とその評価のため  道府県を通じて養成学頓に通知されて  定規則改正に伴い、厚生労働省が「保  いく予定であり、わが国の地域の人々  

師の書門性を説明する基盤となり、保  の枠縮みとなる。また他職種との協働  いるが、保せ軒数育の技術項目と到達  健師教育の技術項目と到達度」として全  の健康を支える保健師活動の枠相みと  
健師基礎教育ならびに現任教貞におい  こおいて保せ師の書門性に関する共通  虔に親しては、看護基礎教1の充実に  国に提示する際の事案として活用され  して、海外にも示していくことができると  
て活用されることが期待される。  見解を得るための1つの枠組みであり、  考える。   0  0  0  0  0  0  0  0  0  

看護師・助産僑とは異なる、保健鰍こ特  
徴的な視点や技術を示すものでもあ  
る。   る技術項目および卒♯時の到達度」  

は、エビデンスに基づく確定版として広  
く普及されるものと考えられる。   

臨床研究の倫理審査  19  19  厚生労働科  藤原 康弘  本研究に基づいて、日本における抗悪  本研究の成果に基づき、現行の臨床研  本研究の主任研究者である藤原は」事  
垂■会登錨制度調査  筆特別研究  性腫瘍藁の承認状況や医師主導型冶  生科学書議会科学技術部会臨床研究  
に関する研究  験の問題点について考察を行い、欧州  の倫理指針に関する書門委■会の垂  

の書門誌に投犠準傭中である（藤原）。   ■の一鼻である。本研究での検討結果  
向上に大きく暮献することが期待され  を主に、国内の「臨床研究に関する倫  
る。  理指針」の改訂に関して助言を行った。  

第3回垂■会（H19年11月1日）におい  
て、欧州の臨床研究に対する倫理審査  

0  0  0  0  0  0  0  0  0  

の状況について、報告を行った（山  
本）。さらに、第も回春■会にて、各国の  

臨床研究制度比較のまとめが参考資料  
として幸一会へ提出された（佐藤）。ま  

た、同委■会で、WHOによる臣i床試験  
登録制度について説明を行った（＃   

救急救命士による敷  19  19  I書生労働科  野口 宏  アナフィラキシーショックに対する病院前  今後救急救命士による使用を可能と  今後これに向けてのプロトコールの周  病院前救護のレベルアップに繋がること  病院前数まのレベルアップに繋がること   

命救急処置に関する  筆特別研究  救護でのエビペンの有効性を結論でき  は疑う余地のないことである 
研究（アナフィラキ  た。   の救命率改善をもたらすであろう．業務  
シーショックの救命率  の拡大においては更に救急救命士に現  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

向上に関わる早期処  壌での観察能力の向上を図ることは必  
直の妥当性との実施  修条件となる．   

方法）  

診療行為に関連した  19  19  厚生労働科  木村 哲  診療関連死の実態について、我が国に  不適切な診療行為に関連する死亡例を  今回はガイドライン等は作成していない  現在、まだ、中立的第三者機関（医療安  今年度はシンポジウム等は開催してい   

死亡に係る死因救命  掌特別研究  は基本となるデータはなく、死因究明の  中立的第三者機関に届け出、死因を究  が、今回作成した「新制度創設に向けて  全調査委▲会：仮称）の設立準備段階  ないが、今回作成した「新制度創設に向   
等のための韻査のあ  ための中立的第三者調査組織の立ち  明し、その情報を医療現場こフィード  シミュレーション事例で考える 診療阻  であるが、その設立およぴその後の遵  †てシミュレーション事例で考える 診   

り方に関する研究  上げのためには、届け出や調査実施の  ′くックして再発防止に役立てることは、  違死届け出の判断 あなたならどのよう  用が混乱なく、スムーズに進むために  療聞達死届け出の判断 あなたならど  
対象を明確にすることが必要である。こ  臨床的にも棲めて有益なことである。今  な事例を医療安全韻重奏■会（仮称）  tも主要な点は、医療関係者の協力で  のような事例を医療安全韻査委■会  
のため、本研究は、この中立的第三者  回の研究により、届け出の判断基準を  に届け出ますか？」は、今後、届け出の  ある。医療関係者のt大の関心事は届  （仮称）に届け出ますか？」は、現時点  
l  0  0  0  0  0  0  0  【                                                                                          機関への届け出範囲の基準案作成に  より明確にできたことは、臨床現場での  ためのガイドラインを作成する帝に、大  ナ出の範囲と考えられ、今回の研究で  においても朋係者の関心を呼び、多くの  
資する事例を収♯し、混乱なく判断でき  混乱防止に役立ち、現在の「萎縮医療」  いに活用されることになる。   その範匪をより明確にできたことは特に  意見が寄せられている。今後、色々な  
るための検討を行った。これにより、死  を本来の医療に回復させる効果を発揮  注目すべき点であり、今後のスムーズ  検討会、研究会、シンポジウム等で活  
因究明組織の立ち上げと設置後の円滑  な事濃化に大きくT献すると患われる。  用され、マスコミ等にも注目されるものと  
な調査の連用に寄与し、もって国民に  思われる。それらの意見を♯約する＝と  
とって安全・安心な医療の確保に寄与  によリコモンセンスとしての届け出範匪  
することになる。   が定まると思われる。   

胚性幹（ES）細胞臨  19  19  厚生労働科  中内 啓光  再生医療への応用へ期待の★い、ヒト  ヒト多能性幹細胞を臨床利用するにあ  将来、ヒト多能性幹細胞の臨床利用に  研究班の立ち上げそのものにも注目が   
床指針作成に向けた  羊特別研究  胚性幹（ES）細胞およびヒト人工多能性  たっての倫理的側面についての検討  関する指針、基準等の議論が行われる  井まり、一部新蘭等の報道により取り上   

課題検討のための予  幹（iPS）細胞などといったヒト多能性幹  げられた。   

傭研究  細胞の臨床利用に際しての、現在想定  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

しうる課題を検討し明らかにした。   
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臨床研究啓発のため  19  19  厚生労働科  楕間 奏雄  治験・臨床研究に関する啓発活動を有  臨床試験への患者の参加を推進するこ  今後の治験・臨床研究・臨床試験につ  
の弦鮒こ関する質的  手持別研究  効に進めるに必要な要臨について明ら  いての啓発活動の企画・立案に有用で  
研究  かにすることができた。これまで、このよ  ある。   0  0  0  0  0  0  0    0  

うな分析は行われていなかった。   

慢性腎臓病（CKD）の  19  19  厚生労働科  菱田 明  慢性腎臓病（CKD）と生活習慣の関係を  腎厳専門医以外の診療現場で慢性腎  今回の冊子はガイドラインの開発に役  慢性腎臓病対策を進めることは、透析  この研究そのものはマスコミ等に取り上   
普及啓発に関する研  掌特別研究  中心として、慢性腎賦病対策が必要な  臓病を診療する上での簡単な冊子が作  立つというよりは、腎臓学会の作成した  医療黄の削減など医療政策の中でも垂  ずられてはいないが、本研究代表者の   
究  理由などを明らかにすることが出来た。  成され、かかりつけ医や糖尿病・循環器  「CKD診療ガイド」の昔及に役立つと思  要課題であり、本研究代表者菱田は、  菱田は本研究を通じて得た内容を反映  

書門医などでの慢性腎臓病診療レベル  われるが、こうした冊子の普及を通じ  厚生労働省が平成19年度に行った腎  させた講演会（啓発からCKD対策の実  
の向上に有益である。また、保健指導、  て、かかりつけ医やコメディカルから、診  疾患対策検討会において座長を務め、  践に向けて（菱田が理事長を務める慢  
生活指導に当たるコメディカルにとって  療上、生活指導上の疑問点が提出され  本研究の内容を含めた報告■の取りま  性腎臓病対策協議会主催）を平成20年  
0  0  0  0  0  0  0  0  J                                                                                    の慢性腎臓病を理解し、患者指軋こ役  る手になれば、新たな診療ガイド作成に  とめに尽力した。報告書に「CKD診療ガ  3月9日東京で開催した。また、世界腎  

立てうる上で、有益である。慢性腎臓病  有用な情報を提供することになると考え  イドの内容をより分かりやすくした小冊  慮デーに関係して毎日新蘭にく平成20  

は早期発見・早期治療されればその発  子の作成・普及が求められている」と妃  
症・進展に対策のある疾患である。今  粧されたが、本研究がその小冊子の骨  

回作成された冊子がエビデンス・プラク  子となりうる。   が取り上げられた。   
ティスギャップを埋めることに役立つこと  
が期待される。   

わが国の糖尿病診僚  19  19  厚生労働科  野田 光彦  1地方ブロック拠点病院を核とした庵  わが国の糖尿病の看病看・予備群は平  本研究の成果は、「斬せ應フロンティア  

体制の構築に関する  半特別研究  尿病診療のグランドデザインのあり方に  戦略jを受けて、平成19年12月27日に 山ののに  

研究  ついて、糖尿病診療のグランドデザイン  糖尿病等生活習慣病対策推進  
を作成し、それを実効あるものにするた  関する検討会’■において取りまとめられ  
めの方策、2．地域連携を前提とした診  た「糖尿病等の生活習慣病対策の推進  
療マニュアルのあり方について、3標  について」（中間取りまとめ）を均てん化  

準化された一次情報の収tに基づく  するために大きく役立てられる。   

データベース績築を通じたエビデンス碓  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

立について、4．情報発信のあり方につ  
いて、信組こ足る情報（ニ次情報）を発  
倍し、発信された情報が活用されている  
かを評価することの重要性、5．関係領  
域との連携のあり方について．といった  
諸点について討論し、提言した。   

た。  

行政処分を受けた薬  19  19  厚生労働科  望月 正隆  行政処分を受けた薬剤師の再教育研修  今回提案したテキストは再教育研修に  医薬品を中心とした医療事故等から今  
剤師に対する∴事例を  学特別研究  では、機業倫理の醸成、医療安全に関  後起こり得る処分事例愴想定した再教  
想定した再教育研修  する知誰と技能の向上が重要と考えら  育研僧テキスト、研修プログラム及び研  

プログラムの策定に  れることから．研修プログラムの検討、  修を実施する上での指導者の関わり方  
関する研究  研修教材（テキスト）の開発を行った。さ  についての留意事項を提示した。本研  

らに被処分者を指導する暑が留意すべ  究の成果は、平成20年度から開始され  

き事項を提案した。厚生労働省「薬剤師  る予定の行政処分を受けた薬剤師の再  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

の再教育及び行政処分の在り方等につ  教育研傭の実効性を高めるものと考え  
いて」報告書にある「集合研修」「誅性  る。   

研修」「個別研修」の各研修を効果的に  
実行するために有用であると考える。   

医療機器GCPの現状  19  19  厚生労働科  山本 晴子  医療機器署雇に関する海外、特に米国  医療機器GCPの三権での連用状況を比  H20年以降の医療縫器GCPの見直しに  H20年以降の医療職器GCPの見直しに  
と海外の動向に閲す  掌特別研究  F【）Aの現状を実務レベルで聞きとり韻  
る研究  査を行ったのは、今回が初めてと思わ  

れ、今後我が国の医僚機器宇査の在り  
0  0  0  8  0  0  0  0  0  

方を考える上で重要な研究である。   

ガスパン蓮びに乱用  19  19  厚生労働科  二＝■■■■㌢・：  ガスパン乱用について我が国内外の実  ガスパン乱用による精神症状等が明ら  急性の吸入手性が弱いことから、一般  ガスバン遊びはより依存性の轟い薬物  本研究は国会での手許によるものであ   
されるブタンガス等の  草特別研究  悠を調査し、ヒトで中枢神経症状と死亡  かになった。また、ガスパン経験者には  的な毒・劇物の判定基準では規制が困  への導入薬物のなりうることが示され  る。   

毒性等に関する調査  が認められることを示した。また、若者  た。また．心身の健康被害や．引火・爆  

研究  等の調査で使用案態や吸飲動機、症状  発事故の危険性についてノ小中高生を  
等を明らかにした。爆発性のあるガスパ  対象とした予防啓発活動の中で適切な  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

ンの吸入毒性を調べる装置を構築し  情報提供を行う必要憎があると考えら  
た．マウスでブタンが中枢性の行動抑  れた。   

制を示すこと、また、脳内アミンの変動  
を捏こすことを示した。   
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食品による窒息の現  
状把眉と原因分析   竿特別研究   児と成人、老人の比較で、窒息のリスク  

部位である中咽頭部の長さと幅が老人  
は喉頭下垂のために長く細くなってお  
り、ヒト側のリスクとしてのエアウェイの  
検討の有用性が示唆された。窒息のリ  
スクを想定した嘆下造影検査の咽頭・  0  0  0  0  0  8  0  0  0   

喉頭部の動きの解析からは、固形物で  
は咽頭クリアランスが不良で檎遺物運  
動の代償が不十分となり、窒息のリスク  
が高まることが推察された。   られた。  

火葬炉から排出され  19  19  厚生労働科  武層l億生  火葬炉からのダイオキシン類、臭兼化  ダイオキシン類や水銀に関しては、火  本研究で得られた成果のうち、調査結  水銀については、定i下限価以下の  本研究の結果は、これまでに不足して   
る有害物真の実態調  竿特別研究  ダイオキシン類、水銀、圭金属類等の  葬炉からの大気への排出iを井出し  実により試壬された火葬炉からのダイ  データが多かったため、具体的な値を  いた火葬炉からの有害物貫排出データ   
壬とその抑制対策  排出状況に関して基礎データを得ること  た。このデータは、それらの健康リスク  オキシン類排出インベントリーは、平成  示し、行政指導する場合、サンプリンケ  であり、t薪の貴重な知見であるため、  

ができた。特に排ガス中水銀に関して  への影響や、環境リスク問題を提起し、  12年以降のダイオキシン類排出削減ガ  を含む分析方法の検討も必要であるこ  学会発表や国内外の論文誌への投稿  
は形態別の連続分析を行うことで、主に  低減対策に繋げる＝とができるものと考  イドラインの効果を示す基礎データであ  とがわかった。さらに、残骨灰、飛灰に  により、早急に情報提供を行っていく。  
水銀は0価で排ガス中に移行しているこ  り、現在公表されている火葬炉からのダ  
とを明らかにし、歯科アマルガム由来の  イオキシン類排出インベントリーを見直  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
水銀が無視できないことを明らかにし  すデータの一つとなる。ただし∴本年  
た。火葬炉からの有害物層の排出状  度は4施設の調査を基にした結果であ  
況に関してはせ界的にもデータが不足  り、次年度以降より多くの対象施設を調  
しており、国際的にも貴幸な知見が得ら  重していくことによってより精度を上げ  
れた。   ていく必要がある。   できた。   

ンツクハウス患者の住  19  19  厚生労働科  相澤 好治  シックハウス症候群受診患者の住居あ  シックハウス症候群とは、r居住者の健  公営住宅の目的外使用等を図る際の具  これまで住宅を保有しているシックハウ  今後診断書作成に当たる上記医療機   
宅確保に関する研究  掌特別研究  るいは♯壌の圭内空気中化学物質を調  應を維持するという観点から問題のあ  体的方法を検討するにあたり、真に住  ス症候群患者は、制度上公営住宅に人  関へのガイドラインの周知、シックハウ  

重し、病因を疑われる住宅内空気汚染  る住宅において見られる健康障害の総  宅確保を要する患者の確認のため、既  居できなかったが、白的外使用等を活  ス症候群点者への公営住宅使用に関  
やせ廣被専の実態を把握した。また全  称」を意味する用語とされている。厚生  存の医学的知見に基づき、住居内化学  用する上で、必貫な基礎資料、すなわ  する事項の周知、公営住宅事業主体へ  
般的に経年変化を見れば室内空気中  労働省科学研究費で相澤・秋山班は下  物質が原因であるシックハウス症候群  ち住宅困窮の判断基準等を作成するこ  の周知が必要と思われる。また保健所  
化学物質濃眉の減少傾向を示した。さ  記のような「化竿物質によるシックハウ  患者が住居対策を行うか、別住居を探  とで、公営住宅事業主体に目的外使用  など地域衛生主管部局と公営住宅事業  
らに、全国的な疫学研究の結果から、  ス症候群」の診断基準案（2（〉07．12）を作  す間、患者に公営住宅を目的外使用さ  等の柔軟な選者を促すことができる。基  主体との連携などが必要になる可能性  
シックハウス症候群の原因となる室内  成した。1）発症のきっかけが、転居、建  せる場合等における指針となる事項を  礎資料作成上必要なガイドラインを作  がある。  0    0  0  0  0  

環境羊因を示し、経年♯合住宅では、  物の新築・増改築・改修、新しい日用品  作成した。対象者は、住居内の化学物  成したので、実施上の標準化を図ること  
湿度環境対策の重要性も指摘された。  の使用等である。2）特定の部屋、建物  

内で症状が出現する。3）問題になった  
場所から♯れると、症状が全くなくなる  
か軽くなる。4）圭内空気汚染が認めら  
れれば、強い根拠となる。   作成した診断書が必要である。   

建築物における貯水  柑  19  厚生労働科  大高 達也  建築物における貯水槽の衛生的管理と  消♯剤使用に伴う健鷹影響について、  飲料水の安全と清掃作＃者の安全衛  
槽の衛生的管理に関  牛特別研究  くに清掃と消毛のあり方に関して、各分  生、いわゆる■■ニつの安全”を守る視点  
する研究  野の書門家が参画の基に、科学的見地  から、貯水槽の衛生的管理、特にその  

から文献韻査を実施した。貯水槽の消  清掃と消事のあり方が明確になった。   
書に関する法規制の緑薫、特に昭和58  
年厚生省環境衛生局長通矧こ示された  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

貯水槽の消寺要領（貯水槽の消毒にあ  
たって用いる消事剤の患度、有効塩素  
50－10（加m）が決定されるまでの知見な  
どについて整理を行った。   

中間周波モ磁界の健  中間周濾電磁界を使用した機器である  
康リスク評価   草特別研究   を有効・確実に実施するため、予備的  IH調理器が生活環境に数多く使用され  

且つ基礎的な検討を行ったものであり、  ているにも拘わらず、そのリスク評価を  
中間周波電磁界の健康リスク評価を行  行うに必要な科学的データが不足して  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
うために必要な検討事項を明らかにす  いる事を示すことが出来た。  
ることが出来た。  



特定保健指導の実践  19  19  厚生労働科  ；可野 啓子  食生活の改善指ヰ分番および運動指  今回の研究により、平成20年度からか  食生活の改善指導分野および運動指  平成20年僅からはじまる特定保健指蕩  本研究によって作成されたテキストは、   
的指導実施者育成プ  学特別研究  ヰ分野のそれぞれの作業部会で作成さ  ら始まる特定保健指軋こおいて看護  導分野のそれぞれの作業部会で作成さ  における「食生活の改書指軋こ関する  これまでに示されてきた保健指欄のテ   
ログラムの開発  れたテキストを元に、班会諸において、  師・栄養士等に必要な食生活改善指ヰ  れたテキストを元に、班会諸において、  書門的知童粧及び技術を有すると認めら  キスト等と異なり、保健指導の対象者  

内容等の確証や重複する項目の整理  担当者研修及び運動指導担当者研修  内容等の確証や重複する項目の整理  れる者」、およぴ「運動指5軌こ関する書  を、動機付け支操及び積極的支援の必  
や修正首己載内容の整合性についての  こおけるプログラムを開発し、さらに保  や修正記載内容の整合性についての  門的知識及び技術を有すると認められ  要な者に限定した上で、今後の保健相  
議論を重ね、成果物として「食生活改善  健指導の実践現動こおいて、実施者が  議論を重ね、成果物として「食生活改善  る看」に必要な研修内容を明示したこと  軋こ必要とされる要件や手法を示した。  
指導担当者テキスト確定版」及び「運動  活用しうるテキストを作成し。これによ  指導担当者テキスト確定版」及び「運動  こより、今後の人材の開発が促進され、  さらに実態調査により、対象者が継続  
0  0  0  0  0  D  0  0  0                                                                                                    指導担当者テキスト追補版」としてまと  り、保健指導を受託する者あるいは提  指導担当者テキスト追補版」としてまと  円滑な特定健診・t区催保健緒軋こつな  的に保健行動を実施するための保健指  
めた。   執する有事が、行動変容を促すことを目  噂t技術要件をインタビュー及びれ察に  

的とした効果的・効率的な保健指導を実  より明らかにし、結果を踏まえた保健緒  

施することを促進し、さらに有効な生活  導の現場で活用可能なプログラム、マ  

習慣病予防対策の一助となることから、  ニュアルを提示した。また、このテキスト  

毯民一人一人並びに地域社会全体の  を用いて、関連団体においての研修会  

健康づくりにおいても間接的にT献する  を開催した。   

ものと考える。   

フィプリノゲン納入医  19  19  厚生労働科  山口 照美  我が国のHCV感染者は、感染時期と整  これまでも輸血後のHCV感染頭重は存  フィブリノゲン製剤の投与が判明した記  平成20年4月23日付、朝刊各紙に研   

僚機閣における投与  竿特別研究  染経跨が明らかでない吾が大多数を占  録の調査や転欄等に関する調査を行っ  
の記録保存の実態に  める。  HCV感染に関する我が国初めての大規  た結果、投与の基となったカルテ、手術  
関する研究  本研究は、感染時期が同定可能なHC  ！己線等が多かったこと、多くの投与患者  

＞感染者の実態調査であり、本研究を  については医療機関からお知らせが既  
遂行することで、今後、懲染初期から現  に行われていることや、現在医僚機関  
在までの長期経過、感染期間も加味し  が把握している転帰の状況が判明し  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

て、HCV感染者の自然経過と治療の修  た。   
飾の状況を明らかにすることができると  
思われる。   ぞれの匡床的特徴を明らかにすること  

が可能になると期待される。  

成体脳に内在する神  17  19  再生医應等  高坂 新一  NMDA受容体阻害剤であるメマンチンを  成体脳に内在する神経幹細胞を賦活化  特許取得【名称】マクロファージ系細腕   
経幹細胞の賦活化に  研究  成体マウスに投与することで、海馬歯  の活性化抑制物質のスクリーニング方  
関する開発的研究  状国籍粒細胞下層における内在性の  法【国際出願日】2005年2月21日【国際  

神経幹／前駆細胞の増殖が冗逢するこ  公開日】2005年9月29日【国際公開蕃  

と、さらに、新生Ⅶ胞が成熟神経細胞へ  号】wo2005／090561Al【出願人】  
と正♯に分化することを明らかにした。  （財〉ヒューマンサイエンス振興財団【発明者】  

また、エンドセリンB聖餐容体のプロツ  れ坂新一「再生医療はどこまで進んだ  
カーであるBQ788を成体マウスの脇圭  0  28  0  0  17  7  l  0  5  

内に持続的に授与することで、脳損傷  辛か？J、「パーキンソン病の再生医療  

時脳室周囲に存在する神経♯細の増  による治療の試み」等々、シンポジウム  

殖、移動t分散が促進されることを明ら  にて講演を行った。   

かにLた。以上の成果は、低分子化合  
物による内在性神経幹細胞の肛活化を  
支持する非鴬に主要な知見と考えられ  
ス   

骨・軟骨・関節疾患を  17  19  再生医檀等  中尾 一和  ナトリウム利尿ペプチドファミリーの遺伝  骨伸長障害をきたす疾患群である骨系  NaturoModcjn¢訊こ報告した研究成果   

標的としたCNP－gU  研究  子改変マウスを用いて、そのうちの  は朝日新聞、毎日新聞、読売新聞等に  
anylylcyc】ase－B  CNP′′′GC－B系がきわめて強力な内軟骨  掲載された。また」軟骨無形成痘患者  

syst8mのトランス  性骨化による骨伸長の促進因子である  零族会において講演会をおこなってい  
レーショナルリサーチ  ことを証明した。さらに骨伸長障害をき  る。   

たす軟骨無形成症の疾患モデルマウス  
を用いて、CNP／GC－B系の賦浩化が軟  0  10  4  0  25  5  6  0  2  

骨無形成症の新たな治療法となりうるこ  
とをNatureMedcine誌に報告した。厚  
室料学研究捕助金を得て，臨床使用を  
目指したさらなるトランスレーショナルリ  
サーチを推進している。   

ES細胞からの腎臓欄  山  19  再生医療等  西中村 隆一  発生期腎臓の後腎間薫中の細胞を  日本で腎不全により人工透析を受ける  今回の成果は基礎研究の段階であり、  今回の成果は基礎研究の段階であり、  今回開発した腎最前駆細胞同定系の研   
胞誘専法の開発  研究  Wnt4で刺激することによって、1個の棚  人は26万人を超え、この10年で2倍と  臨床応用を目指したガイドライン等の開  臨床応用を目指した行政施策には直結  究成果はD8VOIopment誌の巻頭でも  

聴からコロニーが形成され多系き剤二分  なった。その社会的負担も大きいにもか  発には直結していない。   していない。但しヒトPS細胞の開発に伴  紹介され、ハンガリーでの国際発生腎  
化することを示した。これは後腎同業中  かわらず、腎機能を回復させる画期的  い、今回の成果を応用することによっ  臓竿ワークショップにおいて、唯一の日  

こ多能性の腎最前駆Ⅶ胞が存在するこ  な治療法はいまだ存在しない。腎牧場  て、ヒト腎臓再生への道が大きく開ける  本人演者として招待漬層を行った。また  
とを意味し、またこの方法は腎臓前駆細  ことが期待される。   ES細胞自体の機能解明についても、  
胞を同定する系として使用できる。さら  0  8  14  0  19  9  0  0  0  
にES細胞をアクチビンとレチノイン酸で  に一講座際誌11個の論文に引用されて  
処理し、腎臓前駆細胞で発現する遺伝  いる。これらの成果は虻元紙でも取り上  

子を蛍光で指標にすることによって、そ  げられた。   
の候補集団の阜継が可能になった。   

細胞から腎臓前駆細胞を誘導しつつあ  
る。  

13   



シアロムテンPCJPl  
による脈管内皮幹細  研究   の脈管系前駆細胞としての性状を明ら  
胞の分離とその培養  かにするとともに、その培養技術を確立  
系を用いた血管／リ  した。培養により増幅した細胞が移植に  
ンパ菅の再生医療の  より脈管系に生蒼することから、細胞移  
基盤技術の確立   梅漬法における細胞源としての有用性  

が示唆された。生体内で多種多様な  
0  16  2  2  柑  10  0  0  0   

脈管内皮細胞が形成される分子基盤を  
肝臓特有の類洞内皮細胞をモデルとし  
て解析し、ES細胞から組織特異的な内  
皮欄胞を選択的に分化誘ヰするシステ  
ムを開発した。   

体外衝撃波を用いた  17  19  再生医療等  下川 宏明  我々は、低出力の体外衝撃波を用いた  本治酢去は、麻酔や外科的侵襲なL・に  現在、我々は臨床試験をおこなってお  本治療法は、麻酔や外科的侵襲なしに  2007年1月25日におこなった「急性心筋   
急性心筋梗塞に対す  研究  非侵襲的な血管新生療法を開発し、プ  体外から虚血部位に効率的に血管新生  リ、将来的には、ガイドラインに褐鼓さ  体外から虚血部位に効率的に血管新生  梗塞に対する非侵襲性体外衝撃波冶   
る非侵襲性治療法の  タおよび圭症狭心痘患者において心筋  を惹起できること、痛みなどの苦痛や言l  れる可能性も十分考えられる。   を惹起できること、痛みなどの苦痛や馴  療法の臨床亘式験開始」の記者会見が、   
開発  虚血を改善することを、世界で初めて論  作用がないこと、必要ならば繰り返し行  作用がないこと、必要ならば繰り返し行  同日のテレビニュース（NHK．仙台放  

文報告した。本研究では、急性心筋棲  えること、ランニングコストが安いこと、  えること、ランニングコストが安いこと、  送．宮城テレビ）で報道された。また、翌  
基に対する本治療法の有用性をせ界で  など利点がある。本治療法は、我が国  など利点がある。本治療法は、我が国  1月26日には、全t司紙を含めた多くの  
初めて明らかにした。   で増加中の急性心筋梗塞に、非侵襲性  で増加中の急性心筋梗塞に、非優襲性  0    7  0  27  5  0  0  

で安全かつ効果的な血管新生療法を提  で安全かつ効果的な血管新生療法を捷  
供できる可能性を示した。  供することになり、患者のQOLの改善や  

心不全発症の抑制を遺して、国民の保  
健医療の向上や医療費の大幅な削減  
により国零の保健財政にも大きく工献  
することが期待される。   

心筋組織再生のため  17  19  再生医療等  小圭 一成  本研究において骨髄間窯系細胞、  心不全・心筋梗塞の新しい治療法として  本研究成層は、班会護を千隻大草医学   

の集約的研究  研究  P19CL6稲胞およびES細胞を効率よく心  研究院内で開催して討議を行なった。  
読切聴に分化させる誘導因子を明らか  （年1回開催）   

し、成体心筋幹前駆細胞の動態を明ら  
かにしたことは、これまで不明であった  
心筋鳩胸の分化機序のメカニズムの解  
明の一助となった。また、neUre糾Iinと  
∂ng10POi¢七nによる心筋細胞と内皮細胞  
間の相互調節機欄の解明は、心筋血管  

0  55  0  0  16  7  2  0  0  

新生と心筋保護の連関という新たな機  
序解明の一助となった。   再生には血管新生が必要であるが、心  

筋細胞と毛細血管の内皮細胞間の相  
互韻新機構の解明は、儒者心筋の心血  
菅新生の促進療法の確立の一助となっ  
た。  

今後nooption患者への有効な治療法  アメリカ心臓病学会などで高く評価され   

よる心血管再生環法  研究  化合物ON－1301を用いて生体の自然治  となると思われる。   た。   

組織幹細胞賦法化に  8  19  再生医療等  佐田 政経  材料工学的手法を駆使して徐放性合成  特殊医療機器を用いずに汎用性のある  療力を増強する戦略の実用化を囲つ  
た。今までの検討で、小動物、大動物を  

l用いた実験において、有効性が確認で  
32  12  5  43  28  3  0  0  

きた。また、その作用槻序も明らかにす  
ることができた。   

問薫系幹細胞を用い  匂  19  再生医療等  北村 惣一郎  自己骨髄聞葉系細胞の移植による心筋  臨床治験は心不全動物の結果を踏ま  主産心不全患者の中には、補助人工心  重症心不全患者の中には、補助人工心  2006年5月7日に産経新聞の1面に本研   
た心筋血管再生療法  研究  血管再生療法の基礎および臨床研究を  え、せ界に先駆けて難治性心不全患者  臓を装着したまま長期間入院している  臓を装着したまま長期間入院している  究の成果の一部が報道された。また、   
の基礎及び臨床研究  行い、慢性心不全患者を対象とした臨  を対象に間菓系幹細胞を用いた心筋血  患者が少な〈ない。本研究の成果により  患者が少なくない。本研究の成果によリ  次せ代の細胞移植治療として間菓系幹  

床試験では骨髄聞集系細胞移植の安  管再生療法を行った。間簑系幹細胞移  心機能が改善し、また生活の質及び生  心機能が改善し、また生活の質及び生  細胞＋細胞シートまたは成長因子によ  
全性と有効性を確認した。また、次世代  胤こより左圭駆出串と血祭BNP濃度は  命予後が改善し、最終的には満額な医  命予後が改善し、最終的には高額な医  るハイプリット再生治訊こよる心筋再生  
の細胞移植治療として間菓系幹細胞＋  有意に改善した。一方、間葉系幹細胞  療黄のかかる補助人工心臓から離脱  療黄のかかる補助人工心臓から離脱  療法に関しては2008年4月Nature  
細胞シートまたは成長因子によるハイプ  を細胞シート化する技術を開発し、内庭  や、心不全治療に要する医療費の削減  や、心不全治療に要する医療黄の削減  M8dicineに掲載され、同時にNHKの  
リット再生治療による心筋再生療法を開  につながる可能性がある。   ニュースで全国に放映された。   21  107  4  0  38  31  6  0  16  

発した。間菓系細胞移植は新たな心血  
菅再生治僚法となる可能性が示唆され  
た。   足により十分な移植医療が行われてし、  

なし、のが現状であるが、間菓系幹細胞  
移植の開発によりこれらの重症心不全  
患者が思憲を受けられる可能性があ  
る。   
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慢性腎障害の重症化  17  19  再生医療等  大島 伸一  川研究目的の成果本研究は、腎障害  （1）研究目的の成果ヒト尿中落下細胞を  （1）ヒト尿中からの腎組捧持臭的幹′／前   

防止を自的とした幹棚  研究  の重症化防止を達成すべく、マウス、  駆細胞の阜離に関して、日本経済新聞  

胞移植による残存腎  ラット、イヌ、ヒトについて網羅的に幹細  紙上（20063．9）で紹介された。（2）本幹／ 

機能再積築  胞移植による腎疾患治療の可能性を退  前駆細胞の採取効率化を臨床現場で  
末した。（2）研究成果の学術的・国際的・  実用化すべく、わが国発の尿中バイオ  

社会的意整マウス、ラット腎組織特異  マーカートFABP簡易キット（dipt8St）の  

的幹／′前駆細胞に関しては、JASNや  Z  88    q  19  28  6  0  n  

FASEBJ等の雑誌に成果朝告し、イヌ、  エンス振興財周主催による一般向けシ  
ヒト腎細井特異的幹′′前駆細胞およぴ、  ンポジウム（之008．3．11）において成果発  
ヒト聞菓系幹細胞に関しては、現在発表  表を行った。（4）ラット腎組織特異的幹．′ 

準備中である。   け、海外での臨床開発も準備されてい  前駆細胞に関しては国内特許取得が完  
る。  了した（ZOO8，3．Z9）。   

重度熱傷、皮膚潰瘍  17  19  再生医環等  McM‖an J  当初の目標であった新規人工皮膚の作  今回の研究課題において全く新しい人  本研究課題において、書議会等で参考  本研究課層において新聞などのマスコ   

等に対する新規超徹  研究  成は、最適な多孔質薄膜の作成に成功  エ牒（多孔質遼膜）を用いた。ハニカム  こされることや、行政施策に反映される  ミに取り上げられたことはなく、公開シン   

細多孔質薄膜を活用  し、かつ点適な格種皮碩檎成細胞の同  ことはなかった。   ポジウム等も開催しなかった。   

した培養皮席再生技  定にも成功した。さらにマウスに加え、  
術の開発  免役不全マウスを用いたヒト細胆塔種  

人工皮凧ま有意に創傷治癒を促進させ  
ることを明らかにした。   とする様々な種小物質を蓄えることがで  25  154  18  8  19  32  4  0  0  

きる。この膜は細腰を、特に3次元的に  
培養できることを明らかにした。加えて  
この人工皮膚に播種した皮膚構成細胞  
からより豊富な別儀治療促進液性因子  
が産生放出され、有意に創傷治療が促  
進することも明らかにした。  

サイトカインによる増  皿  19  再生医療等  中畑 龍壊  本研究は、申謙看らが開発した臍帯血  本研究の成果は単に臍帯血移植の成  国内外の臍＃血移植、腹帯血バンクの  平成り年度大研究班合同公開シンポジ   

幅培養脾帯血による  研究  造血幹細胞の有効かつ安全な○×Vivo  績向上だけではなく、造血幹細胞のex  状況、また臍帯血の医療における位置  ウム、平成18年度五研究班合同公開シ   

臍需血移植の臨床試  増幅技術を用いて、新たな移植治乱去  ⅥVO増幅技術や品質管理の方法を、広  づけを調査することで、我が国における  ンポジウム、平成19年度五研究班合同   

駿  を確立することを目的としている。様々  く細胞冶焼こ応用することで、国内外の  4  137  110  8  149  25  3  0  0                                            蹟帯血医薬品化の可能性、意♯につい  公開シンポジウムにおいて研究成果の  

な治環用細胞製剤の臨医応用における  て研究を実施した。   発表を行った。   

先駆け的な研究と位置づけられる   

臍帯血を用いる造血  17  19  再生医療等  加藤 俊一  1骨髄内移植法を利用してマウス内でヒ  1．わが国において実施された非血縁  現行の薬事法下において臍幕血の医  日本さい幕血バンクネットワークの事業  国が指導する事♯である臍帯血バンク   
幹細胞移植技術の蔦  研究  ト造血微少環境を再構築し、ヒト遺血幹  者間臍帯血移植の成績を解析した。2．  薬品化が可能かどうかを検討し、平成  こ関連した研究を行った。1．臍幕血の  事♯は骨観バンク事業とともに社会の   
度化と安全性確保に  細胞のクローンレベルでの動態を解析  非腫瘍性疾患においてはHLAの一致度  20年3月7日の厚生科学審議会に報告  採取方法としてカンガルーケア法が倭  関心が古く、数多くマスコミに取り上げら   

関する研究  するアッセイを開発した。2．麻疹ウクチ  と移植細胞数が移植成績と相関してい  した。ト「医薬品」であると否とに関わ  れていることを明らかにし、臍潜血採取  れた。また、関連する研究班と合同で毎  
ンを用いた麻疹ウイルスに対する臨床  た。3．陸癌性疾患においては．疾患の  らず、臍帯血の品質向上と安全性の確  病院における医師や助産師を対女とし  年1回公開シンポジウムを開催し、研究       （DCワクチン  種類 

応用可能な樹状細胞）を作  、患者の年齢などによりHLAの一  保は必要である。2．品質向上のために  た研修会を開催して、昔及啓発を行つ  の成果を迅速に社会に還元することに  
成してその効果をinvkroで確認した。  致度や細胞数の影響lま異なっていた。  ま製法・規格試験の統一、検査機鴨の  た。2．臍＃血の品質評価溝としての  努めた。  
3胎盤の胎児側、母体倒それぞれから  4．移植時にHUl抗体が存在し、移植さ  兼中・共用などを行う必要がある。3  CD34陽性細胞数やコロニー形成試験  

0  18  6  0  6    0  

絨毛組織を切り出し、Exdant法で間菓  れる臍帯血と反応する場合には、生着  安全性確保のためには、検査精度の向  法などを、国内のバンク間で比較検討し  
系幹細胞を分離＆鵬226：培養する方法  と生存に対して悪影響することが示唆さ  上、記録保存と追跡調査などの管理体  た。3移植ペアにおいて4桁アリルレベ  
を確立した。胎盤絨毛から得られた間菓  
系細胞は骨臨や脂肪組織から得られる  
間窯系欄柁と同じ表面マーカーを示し  期」を経過して、将来的にはGMPレベル  

た。   を目指すことが望ましい。   

「骨髄、末梢血等を村  8  19  再生医療等  小寺 良尚  HLA不適合造血幹細胞移億の臨床試  骨髄／くンクに苦積された患者・ドナー検  日本造血細胞移植学会と共同で実施  血縁者間同種末梢血幹細胞採取法の  平成17．18．19年度ともに、本研究班と   
用した効率的な造血  研究  験体制の確立と適正運用に関する研究  体を系統的に解析し、HLA情報を．C座  し、ドナーの安全性に関わる8年間の什  安全性を確認し、非血縁者間同機末梢  関連4班との合同公開シンポジウムを首   

鳩胞移植の運用・登  では、母児間免疫寛容状態にある血縁  抗原を中心として更に深化させ、非血縁  報蓄積が霞際的にも評価され、世界規  血幹細胞採取・移植実施に向けて厚生  都圏において開催した。同種末梢血幹   

録と臨床試験体制の  間の移植がサルベージ療法になりうる  骨脇移植におけるドナー選択とGVHD  摸で造血細胞移植患者・ドナーの登録  打撃審議会ヘ音申を行った。   制柑包採取・移植に閲し、厚生労働科学   

確立並びにドナー及  ことを示した。活性化CD－4によるDUの  予防法選択の指針を策定した。血縁者  機構が構築されようとしている」遡内通  書議会（平成20年3月）への答申結果は   

ぴレシピエントの安全  ための臨床試験体制の確立と実施に関  間同種末梢血幹細胞移植の成績が骨  血細胞移植患者一元登録システムの檎  マスメディア（朝日新蘭）紙上に掲載さ   

確保とQO」向上に開  する研究では、同法がヒトにおいて安全  5  140  10  10  95  64  10  5  5  

する研究」  に行いうること、移植後難治ウイルス感  同で実施し、各種造血幹細胞移植患者  テムを確立し、それを背兼に移植症例  

染に効果があることを示した。造血幹細  データ登録が従前以上に高まった。小  国際登録システムの創設に参加してい  
胞骨髄内正接移植法の臨床試験体制  児ドナーのための説明書の策定：今ま  る。   
の確立と実施に関する研究では、壬長  でともすれば忘れられがちであった血縁  
矧こおける実験を経てヒトにおける臨床  ドナー特に小児の権利擁護に関する説  
試験を開始した。   明書を作成した。  
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同種造血＃細粒移植  円  19  再生医療等  高上 洋一  練色蛍光タンパク質遺伝子導入マウス  治療現場で必須の薬剤の適応取得が  本班研究成果にもとづいて、移植治療  移植医療の均てん化を自指して、全国  
治療の成績向上を目  研究  移植モデル系による投与細胞の生体内  なされたことで適応外使用の現状が是  に必須の薬剤が適応拡大承認を得る見  の施設や海外から研修者を多く受け入   
指した包括的臨床研  での細胞動態解析システムを新たに開  
究  発した。これにより、今後、移植治療や  

再生医僚の科学的根拠を検証する基盤  
研究が飛躍的に進むこととなる。   0  0  0  45  0  42  0  0  0  

トロールが移植後の予後に影響するこ  
とを世界でも初めて報告したことは、冶  
療成績の向上の辛かがりとなる。   

間葉系＃細胞を利用  8  19  再生医療等  小澤敏也  間菓系幹細胞（MSC）を用いた重症急  MSCによるGVHD治療の臨床研究（課  GVHD治療へのMSCの応用が将来的に  MSCによる細胞治療で重症展性GVHD  MSCは細胞治療／再生医標への応用   
した造血幹細胞移植  研究  性GVHDの治療が有効であると考えら  鷹名「造血幹細胞移植後に発症した難  進むことが予想されるが、そのためのガ  の制御が容易になれば、将来的には、  が脚光を浴びてきており、特に急性   
技術の蕎度化・安全  れているが、その機序については一定  治性急性GVHDに対する血縁者由来間  イドラインを開発する際にはMSCドナー  ドナーとレシピエントのHL一Åを完全に－  GVHDの治療が最も実用化に近づいて   
性向上に関する研究  の見解が得られていない。本研究で、  葉系幹細胞を用いた治療」）では、重症  の適格条件を明らかにしていく必要が  致させなくても比較的安全に移植を実  いるが、その他にも、MSCを造血幹細  

MSCと活性化丁リンパ球を共培養すると  GVHD患者1例でMSCを実時に投与し  ある。そのための基礎データを固めて  施できるようになることが予想され、骨  牌と共に共移植すると生着の促進がサ  
NO（nitrlCOXide）が産生され、それがT  た。MSC治療後に、GVHD症状の軽快  いく上で本研究の成果は大きな価価を  髄バンクのドナープール拡大の必要性  ルを用いた前臨床研究で示唆された。  

リンパ球の増殖を抑制していることを明  傾向と大腸内視鏡所見の改書が認めら  持っている。   0  58  0  2  6†  28  0  0  0                                                                                            が少なくなるものと思われる。また、  臥共移植の場合は骨髄内移植の手法  
らかにした。MSCの造血支持能や造血  れ、副作用は特に出現しなかった。この  MSC併用により造血幹細胞の生肴が促  を採用したものである。また、造血幹細  
幹細胞生蒼促進作用についても、分子  ケースではGVHDを完全に制御すること  進されることが明らかになれば、成人へ  胞遺伝子治療のためのテクノロジーとし  
レベルの基礎データならびに動物実験  まできなかったため、今後のMSC投与  の臍帯血移植なども安心して行えるよう  て選択的増幅遺伝子の開発を進めた  
データが得られた。その他、造血幹細胞  になることが期待される。いずれの研究  
遺伝子治療のための選択的増幅遺伝  テーマも行政的観点から大きな意味を  
子の開発を推進した。   持っている。   重要なものになることが期待される。   

間薫系幹細胞に由来  17  19  再生医僚等  落谷 孝広  ヒト脂肪組織中に肝細胞様に分化する  本研究は．将来の肝不全治療に於ける  末期の肝不全に陥った患者を救う唯一  本研究成果は，各マスメディアで取り上   
するヒト肝細胞の移植  研究  間葉系幹細胞が存在することを十分な  再生医療のソースとして．ヒト脂肪組織  の方法は肝移植であるが、慢性のド  ずられた二1）皮下脂肪から肝臓細胞を   
に関する基盤開発研  
ウb  

科学的根拠を持って示したことは、体性  中の間葉系幹細胞が持つポテンシャル  ナー不足や高いコストなどの問題から、  作製、国立がんセンターが成功（読売  
幹細胞の可塑性を研究する上で大きな  を、動物個体への移植と長期観常に基  肝移植に代わる新たな治療法の開発が  新蘭 平成19年1月6日〉．2）脂肪の幹  
基礎情報を与えることに千載した。この  づく安全性を検証し得た点で一首床応用  急務である∴本研究の目的は、移植医  細胞 肝臓病治療に応用・がんセンター  
業績は、肝臓の国際雑誌   こ直結する成果である。さらに、世界に  療に替わる、脂肪組織に由来するヒト間  など臨床応用目指す（平成20年1月18  
HEPATOLOGYに発表し，吉た脂肪間葉  先がけて、肝細胞への分化能九機能  集系幹細胞そのものあるいはそれか  日 日軽新聞）。また、本研究内容は．  
系幹細胞の国際学会であるIFAT2007  を証明し．また未分化の幹棚推の持つ  0  25  4  4  41  20  l  0  0  
で講演し学会賞を受賞した。さらに、  肝障害の修復能力を見いだした点は  生医療への応用をめざすものである。  貰を受貫した。平成19年度再生医療等  
動物恒体への移植実験で．その有効性  （StemCells．in町8SS）、ヒト間某系常闇  そのための基盤研究として本研究は．  研究手業成果発表会で講演した（平成  
と安全性を確認出来た成果は」将来の  幹細胞の安全性の検証肝細胞分化能  
再生医療の細胞ソースとして脂肪絶  力動物の肝障害モデルヘの移植と治  
繊中の間菓系幹細胞が有用な候補で  照応用の基礎情報を十分提供する成果  
あることを示す貴重なデータである。   を挙げた。   

臓器移植の社会基盤  皿  19  再生医僚等  小中 節子  平成9年に「臓器の移植に関する法律」  本調査結果の分析から可能な限り真の  
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細胞組織利用医薬品  8  19  再生医療等  山口 照英  細胞組織利用医薬品の品質、安全性等  本研究は眉床研究ではなく、再生医療  本研究の成果は、「ヒト（自己）由来細  本研究の成業は医薬品医療機器総合  平成18年9月10日の韻寅新叩こおい   
の品質■安全性等の  研究  を確保するために、り感染性因子の新  こ用いられる棚姫組織工学製品の晶  胞・組織加工医薬品等の品質及び安全  機構での医薬品・医療機器の書門協議  て、「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関   
評価に関する基盤技  規安全性評価技術、2）Ⅶ胞の遺伝麿  賞・安全性評価技術開発を巳的とした。  性の確保に関する指針」（薬食発第  や薬事食品手議会の部会書護などにお  する指針」の施行に関する記事中の参   
術開発研究  安定性評価手法、3）糖鎖解析による細  しかし、ヒト血管内皮前駆欄胞等を取リ  0208003号．2008年2月8日）、「ヒト（同  いての科学的に評価に反映されてきて  考資料として、本研究の一環として行わ  

胞由来生理活性物質のプロファイリン  上げ、その有効性や品質に関わる指標  種）由来細胞・組織加工医薬品等の品  いる。また、ヒト幹細胞を用いる臨床研  れた匡l内外の再生医療・細胞組織利用  
グ技術や構造解析技術、4）免疫原性  を提示したことより、海外の研究者を含  苦及び安全性の確保に関する指針案」  究の審査においても、各申謙の品質や  医薬品の開発調査の結果が紹介され  
の新規評価技術、5）細胞特性指標の  め様々な問い合わせがあった。また。ま  （案件番号495070319［医薬食品局長通  安全性評価における基準や科学的租  たで  
探索法、6）細胞組織利用医薬品の晶  た、細胞組織利用医薬品の安全性で持  知（予定）］．2008年3月11日パブリックコ  拠を提供している。さらに、ES細胞の基  0  64  39  10  168  15  2  3  6  

質評価手法の開発を行い、独自の技術  こ注意を要するウイルスの高感度検出  メント幕井関始）、「ヒト（自己）由来細  準策定における基礎的データとして活       としてPEIビ 

ーズによるウイルス濃縮  手法についても多くの問い合わせがあ  弛・組織鷹工医薬品等の製造管理・品  用されており、再生医療の実用化推進  
法、nanOLC／MSを用いた新規の糖鎖  
ロファイリング法等の技術を開発した。   

高窓廣定i謹の開発に成功し、臨床研 究に用いられる検体の測定に用いられ  

ようとしている。   

葱染リスクの排除、同  
【性の確保、免疫反  研究   
応、がん化等の抑制  
及び培地等による有  
善作用の防止に閲す  

67  

る研究   

再生医療の実用化の  17  19  再生医療等  上田 実  骨再生治療については、これまでの研  安全性については、特に血清の影響と  本研究を通じて、自己撼胞を用いた再  培養憾胞を治療に用いる場合にもっと  中計者らのグループにおける骨再生の   
安全性・効率性に闇    研究  究を通じて、その有効性や安全性を示  無血清培地に関する検討を行なった。  生医療の効果のみでなく、問題点も明ら  も問題とされるのは安全性と考えられ  臨床研究が、朝日新聞などのメディアに   
する基盤技簡の整備  すことができたと考えている。臨床研究  これは、今後の新たな臨床研究のため  かとなった．その一つは培養された細胞  る。本研究を含めて、l臨床研究の経過  て報道されている。本研究の成果は里  

こおけるヒト細胞に関する基礎研究  こ必須のデータと考えられる。さらに、ニ  の不均一性であり、これは自己細胞を  からは重篤な副作用を含む有害事象の  内外のさまざまなシンポジウムで取り上  
データは、学術的にも主要と考えられ  れまでの臨床研究を通じて、安全性と  用いた再生医療には避けられない問題  報告はなく、自己培養細胞を用いた再  プられ、発表されてしヽることから、学術  
る。分化誘動こ関する基礎研究では、  有効性に関する情報を収集した。また、  と考えられる。これらの知見からは、自  生医療に対して一定の安全性が示され  的なインパクトについてもー定の成果が  
マトリックス分子による分化制御の可能  効率化については、閉鎖系ですべての  己の培養細胞を用いた場合に、製薬に  たと考えられる。今後はより長期間の経  あったものと考える。そのほか社会への  
l  68  48  9  105  34  22  0  0                                                                                                    性を示した。また、欄胞の形笥から機能  エ程を自動化可能な自動培養装置の  対するのと同様の基準が達成臨難な諌  通観繋が必要であり、公的な再生医療  影響として、特許の取得や研究成果の  

や品質を評価するための方法について  朋発と、培養過程を効率化するための  超であることは明らかであり、将来自己  データベース等の整備により、広く安全  実用化が進められている。  
ま、本研究を通じてその可能性を示す二  培養工程制御ソフトウエアの開発を企  細胞を用いた新たなガイドラインヘ生か  性情報が共有されることが望まれる。ま  
とができた。これは従来にない先進的な  た、培養方法についても、本研究の結  
試みであり、今後の安全性評価法に－  果からは自己血清を用いた培養法の間  
定の方向性をもたらすことが出来たと考  起点が示されており、無血清培地の医  
えている。   療目的での使用の承認など、行政上の  

対応が望まれる。   

脱細胞化スキヤフオー  18  19  再生医療等  江格 臭  間菓系幹細胞の、細胞治療のための  これまでに報告されてきた間葉系幹細  我々の研究室にて開発された脱櫛胞化   
ルドを用いる新規再  研究  ソースとしての利用は近年盛んに検討  方法により、皮膚を脱絹胞化し、毛根を  

生筋組織作製の基畦  されており、矧こ、骨や軟骨の治療への  含む頭皮の再生に関する研究がマスコ  
研究  首床応用も行なわれている。これらの  ミに取り上げられた。   

組織への寵姫の分化誘導法に関して は 
、さまざまな手法が検討されてきた  

が、筋細胞に関してはいまだ数少ない。  0  0  0  0  17  5    0  0  

特に、三次元培養系で細胞の伸縮や伸  
長などの力学刺激による細胞の分化誘  
導の効果に関する研究はほとんどなく、  
本研究の成果は学術的に新しい知見を  
得られたといえる。   能となろう。  

アトピー性疾患の疾  17  19  創案基盤推  有波 忠雄  アトピー性皮膚炎の全ゲノム連鎖解析  アトピー性皮膚炎において間違が確認  ガイドラインの開発には現時点では直  舌下免疫僚法関連タンパク質に関する   
患感受性遺伝子同定  進研究（ヒト  ま本研究がアジア人として初となる。さ  されたフィラグリン遺伝子については、  楼閣与していない。今後、フィラグリンの  研究がM8dicalTr血ne誌に掲載され   

に関する研究  ゲノムテー  らに連鎖領域から疾患懲受性遺伝子と  機能喪失型変異が圭要で日本人にお  機能喪失変異を有する児に対して治療  た。特許出願を行った（アレルギー疾患  
ラーメード研  してSMA【）3遺伝子を同定した（論文投  いてもsuh両orgoneとしてアトピー性皮  介入試験を計画しており、もし治僚効果  の治療薬且つ治療効果のマーカー、持  
究）  横車備中）が、アトピー性皮膚炎ではこ  頗2008－053768）   

れまで全ゲノム連鎖解析から疾患感受  
性遺伝子を同定したとの報告はない。  
花粉症について全ゲノム間違解析から  0  59  40  3  65  8  2  0  

補体関連遺伝子を疾患感受性遺伝子と  
して同定した。花粉症の全ゲノム関連解  
折は本研究が世界で初となる。また、本  
研究ではプロテオーム解析からも治療  
有効物質を同定したが、これもこれまで  
報告はない。   候補と考えられる。   

17   



遺伝性脊髄小脳変性  17  19  創薬基盤推  石川 欽也  本研究の成果は、人類遺伝学的観点か  本邦に存在する原因不明の脊髄小脳  原因同定が公表されれば、脊髄小脳変  本疾患は厚生労働省が定める特定疾  日本軽済新聞社掲戴（全国版2006年1   
症（16q－ADCAⅡり  進研究（ヒト  ら創始者効果が非≠に強い疾患の原因  変性丘の半数以上を占め、全遺伝性脊  性症の遺伝子診断に用いられる。ま  息「脊髄小脳変性症」に認定されている  月16日科学面21ページ）や、2007年2月   
の分子病態解明  ゲノムテー  を同定したという点で★く評価できる。  髄小脳変性丘の中でも第3位ほどの高  た、本研究を通じて、本疾患の臨床的  病型のひとつである。現在、該当する息  開催シンポジウム（TokyoModcal訓d  

ラーメード研  創始者効果が強い場合、当該染色体領  頻度の疾患の原因を同定したという点  概念や神経病理学的特徴を確立してき  看さんは、「7その他（1．純粋小脳失調  Donb＝」nlVOrSity21まCo爪uryCOE  
究）  域内に存在する遺伝子変化は全て変異  で、成果を高く評価できる。この原因同  たため、今回の原図同定によって疾患  型）」に該当するが、将来本研究の成果  Pro訂am．Th03rdlntomational  

（すなわち、原因）の候補であるため、同  定により、恩恵を受ける国民が、発症率  概念の確立を完成したことになり、その  によって、従来からの箇所から分離し  Symposjum：“¶10COrOb01lum＆＃8211：  
0  14  34  2  29  円  0  0  0                                                                                        定が困難である。本研究では、家系を  から類推すると人口10万人中1？2人居  内容は教科書やガイドラインの作成の  「16香染色体聖」として新しく表！己される  fromMotocuJostoPathogonoso＄”．）で  
多数♯積し候補領域を出来る限り限定  ると推定できる。原匝解明によって今後  基準としても用いられると言える。米国  と考えられる。原因同定によって、診断  も公開された。原因同定が公表されれ  
化した上、候補領域の全ゲノム塩基配  ま根本的治療法開発に確実に繋がる  の国立衛生研究所佃H）系オンライン疾  技術が飛躍的に向上し、医療軽済的な  ぱ再度行う予定である。  
列を解読し同定に至った。この研究手  基盤が出来たと評価できる。また、難聴  息子ータベース、   効果が窟される。また将来の根本的治  
法は今後、様々な疾患の原因探索に応  や糖尿病など、本疾患にt率に合併す  OMIM（http：／／www．ncbl．nh．nih．gov／site  療法普及が実現される基礎になる成果  
用されると期待できる。   ると言われる疾患の原因・病通解明に  

も重要であると考えられる。   された（＃117210）。   

ゲノム医学を用いた  17  19  創藁基盤推  井上 聡  本研究は、骨粗軽症、変形性関節症の  骨組軽症、変形性関節症の診断・治療  高齢社会の進展とともに、1．000万人に  本研究における、5万SNPゲノムワイド   

骨租髭虚ならびに変  進研究（ヒト  疾患遺伝子とその分子機能をゲノム医  ま未だ確立されておらず、本研究は、そ  も及ぷ俺患者をもつ骨組軽症、ならびに  スキャンの成果により、複数のP任の低   

形性関節症疾患遺伝  ゲノムテー  学を応用して解明することを目的とす  れら疾患遺伝子の同定と機能解明か  700万人以上といわれる変形性朋節症  いSNPと骨組軽虚、変形性関節症、開   

子の同定・機能解析と  ラーメード研  る。本研究手業により、これら疾患に開  ら、新しい診l折・治療法へ役立てること  こ対する対策が急務となっている。これ  遵疾患との有意な関連を遺伝学的に明   

その診断・治療への  究）  達するSNPを、LRP5、IGFIRをはじめと  を目的とする。研究成果として候補遺伝  らの疾患は加齢にともなう骨iの減少、  らかにし、関連した特許を二件出願中で   

応用  する複数の遺伝子に同定し、疾患遺伝  子ならびにゲノムウイドスキャンでそれ  もしくは骨格系の変形・変性が病的に克  あり、知的財産権の確保からテーラー  

子としての役割を解析した。骨代謝に深  ら疾患の診断に有望な棟数のSNPを明  進し腰背痛や骨折、運動障害、寝たきリ  メード医療への応用に向け道筋を開い  
く関わるエストロゲン、ビタミンKで新規  らかにし、テーラーメード医摂への応用  【  114  25  3  144  58  2  0  4                                                                                                         をひきおこす症候群で、特に高齢者の  た。第9回日本骨組軽症半金において  

作用経路を明らかにした。特にビタミン  が期待された。骨治療薬であるエストロ  生活の質を低下させ、厚生労働行政上  「骨関節疾患の遺伝学」というシンポジ  

の横内ステロイドX受容体（SXR）を介す  ゲン、ビタミンKにおいて新規作用機積  の課題となっている。本研究は、これら  ウムや市民公開講座の企画に参画し、  

る分子作用機構の解明は国内外の注  を解明し、治療の分子標的として注目さ  疾患にテーラーメード医僚を導入するた  骨組軽症のゲノム医学に間違する内容  
自を浴び、JBioIChomの表紙を飾ると  れた。特にビタミンKがコラーゲンを増や  めの基礎的研究として行われ、知的財  を討議し、学会よりテーラーメード医療  

ともに、朝日新聞等で取り上げられた。  し、納豆や治療薬が有効なことは、毎  産権の確保にも力を注いでいる。  への応用を啓発した。また上一己のように  
日、朝日、読売新叩等で取り上げられ  各紙新聞l己手でも取り上げられた。   

た。  

アルツハイマー病発  
症の危険因子である  進研究（ヒト  分子機構の解明をほぼ完了した。Apo∈  
コレステロール代謝開  ゲノムテー  によるHDL産生はApoE3〉〉ApoE4であ  
遵遺伝子の機能解析   ラーメード研  リ、その理由はApoE3が持つシステイ  

究）   ン間のdsu怖do結合による2i体形成に  
あること、入関E4ではドメイン相互作用  

のため相加的に働かないためであるた  42  ¢    3之  9  2  0  2   

めであることによる。HDLはAβと結合し  
て除去する能力も持つことから、脳内  
HD」産生を高めることが、アルツハイ  
マー病を治療・予防法開発になると考え  
（HDL療法）、脳内HDL産生を高める薬剤  
探索を開始した。   

血小板血栓形成を制  1丁  19  創薬基盤推  宮田 敏行  発現クローニングの手法を用いて血小  本研究では、一般住民を対象に2種の  本研究は血栓症の基盤的な側面の研  血栓性血小板減少性紫斑病は、頻度は  血栓性血小板戚少性紫斑病の確定診   
御する遺伝子の同定  進研究（ヒト  板インテグリンの活性化に関与する欄  アゴニストを用いて血小板凝集能を測  究であり、本研究の成果はガイドライン  低いものの、適切な処置を誤ると致死  斬のため、ADAMTS13のプロテアーゼ   
とその成果を用いた  ゲノムテー  地内因子の同定に成功した。私達の手  定しデータベース化したが、血小板凝集  等に正接用いられるものではない。  に至る疾患である。血栓性血小板濾少  活性の迅速・簡便な測定法として蛍光   
予防と治療の個別化  ラーメード研  法を用いると、血小板インテグリンを制  能は採血後一時間以内に測定する必  性紫斑病は、先天的もしくは後天的に  基質を開発した（2005年）。その後、本  

究）  御する他の因子の同定も可能となり、  辛があり、これまでせ界でも大規模なゲ  ADAMTS13活性が箸滅することにより  厚生労働科学研究を進めた期間内で、  

血小板血栓の形成にかかわる細胞内シ  ノム研究には用いられていなかった。脳  発症する。本研究では、ADAMTS13遺  本基質は国内メーカーから市販され欧  

グナル国子の同定に大きな遣を開い  梗塞などの多国子疾患のゲノム関連解  0  69  57  5  139  59  0  0  0                                                                                           伝子の多型を調査し変異を同定した  米を含む世界で使用されADAMTS13活  

た。また、ここで同定した因子も含めて、  が、いずれも活性に大きな影響を与え  

本手法を用いて同定する園子の研究  るものではなく、このことから先天性の  
は、血小板凝集の人為的制御に繋がる  血栓性血小板減少性紫斑病は棲めて  
可能性があり、創業への足がかりとなる  稀であるというこれまでの知見を裏付け  
と期待される。   析で血栓症と関連を示した遺伝子の機  る結果となった。   

能の確認に、多方面で広く■献すると  
確信する。  

生活習慣病の鍵分  17  19  創藁基盤欄  山内 敏正  肥哀で低下するアディ村ネクチン仏d）受容体  アディポネクテンのみならず同じく肥満  「血糖催：書玉ホルモンで1メタポリック   

子、アディポネクチン  進研究（ヒト  仏dpoR）（Na山r0423：762．2003）の内．Rl  で低下しているAdpoRを増加させること  治療薬に応用も一東大グループ発表」   
受容儲の病態生理的  ゲノムテー  増加でAMPKが活性化．R2増加でPPAR  も個体レベルで糖代謝改書効果を有す  毎日新聞2007年2月11日「メタボ予防   

意義と情報伝達経路  ラーメード研  αが活性化しインスル抵抗性糖尿病が  ることが証明。これまでに個体レベルで  こ2たんばく箕「治療法・新薬に期待」文   

の解明  究）  改善AdpoRIR2はAd結合作用に必須  大チーム、マウスで確認」朝日新聞  
受容体でインスル感受性．庵脂質エネル  2007年2月9日「東大、アディポネクチ  

キ●一代謝．炎症や酸化スルス専制御に生  ン受容体がメタポリック治療に有望」化  
理的妻妾役割を果たす（Nat  の化合物の探索・開発も重要であること  4＄  l  10  28  37  6  n  0  l  
Mod13二332－339．ヱ007）．成果は受容体候  焼ホルモンーを活性化糖尿病治療の動  
補分子に閲し欧米研究者との論争が終  物実験に成功東大」NHKニュース  

止．我々が同定したAdipoRがAdの主な  2007年2月8日「メタポ・糖尿治療に光  

受容体を証明   認められていないか検討し低下してい  『受容体』増で血糖値下がる東大チー  
れば増加させることが治療法になり得る  ム」東京新聞夕刊2007年2月8日  

可能性が示唆。  



関節リウマチ関連遺  17  19  創業基盤儒  山本皿彦  関節lノウマテ（RA）は原因不明の多発  現在、関節リウマチにtも特異性の蔦  もっともインパクトの書い臨床医筆誌で   
伝子の同定とその機  進研究（ヒト  関節炎を主体とした全身性疾患であり、  い自己抗体である抗シトルリン化蛋白  ある米国のNE佃JMod誌に、RAのゲ   

能解析、相互間連の  ゲノムテー  遺伝要因の解明は病態の理解や新しい  抗体に関与するPAD14について研究を  ノムについてEditor柑Isとして執筆するよ   

研究  ラーメード研  治療法、テwラーメードの開発につなが  う依爾された（NEnglJM8d357二1250．  

究）  る。我々が既にR人間遵遺伝子として報  2007）。   

告したPAD14．SLC22A4，FCRL3などに  
ついて、それぞれの遺伝子の機能を詳  

24  50  0  0  10  3  0  0  0  

細に探索した。さらにRAの疾患としての  
タイプ分け、治療薬との反応など、ゲノ  
ム情報を今後のRA診療に直結させるシ  
ステムを構築することを呂棲として研究  
を進めた。   

肺がん感受性を規定  
する遺伝子に関する  進研究（ヒト  かにされた遺伝子群には、これまで、が  
研究   ゲノムテー  ん感受性遺伝子として同定されていな  

ラーメード研  い新規遺伝子群が多く含まれている。  
究）   よって、同研究分野の知見を大きく拡大  

させるものである。また、ゲノム網羅的  
な相関解析で見出された新規肺がん感  

0  13  0  0  5  0  0  0  0   

受性遺伝子座、遺伝要因が未知であっ  
た肺腺題卜小細脹がんへの感受性を規  
宣する遺伝子を同定できたことは、世界  
に先駆けた成果であり、その園！野的な  
評価も高い。   

ユビキチンシステムの  17  19  創案基盤虻  和田 圭司  神経細胞特異的脱ユピキチン化酵素  脳神経系加齢性病態についてはその予  モデル動物を主体にした研究である  新聞報道、テレビ放映で本研究が関わ   

多機能性を活用した  進研究（ヒト  UCH－しl自体が神種系老化の危険因子  防・治療法の確立が医学的・社会的急  が、本研究での成果は認知庖に代表さ  る一部が紹介された。研究成果の一部   

脳神軽系加齢性病態  ゲノムテー  と考えられる酸化ストレスにより修飾を  務である。本研究では、創藁の点で脱  れる脳神軽系加齢性病慾の克服に閲し  ま書門暮として刊行し、公開シンポジウ   

の克服  ラーメード研  受け、他の蛋白質との相互作用を含め  て根本的対応が将来可能になる展望性  
究）  その動態が変化することで細胞機能が  を大いに示した点で行政に■離した。   

低下する可能性が明らかにされた。ま  
た脱ユビキチン化酵素を標的にしたin  0  ‖  7  0  25  23  2  0  8  
si】沌Odrugscr㈹nlngで作用薬の同定に  
も成功した。本研究の結果は脳神経系  
の加齢性病態の分子機序解明に向け  
て先駆けとなる世界的成果であるだけ  
でなく、治療法開発に新たな方向性を  
提唱したものである。   

慢性疾患としての糖  17  19  創業基盤推  安田 和基  糖尿病でtも重要かつ解析が逼れてい  本研究の対象とした、環境因子の分子  現時点では基盤研究に相当するため該  本研究で得られた分子をもとにして、新  平成18年2月、一般公開シンポジウム   
尿病の病期に注目し  進研究（ヒト  る、「環境国子の効果」「膵β細胞の分  効果、肢β細胞の動態、合併症など  当しない。しかし、本研究で得られた分  たな診断マーカー・治療攫的が確立さ  （ヒトゲノム・再生医療等研究推進手＃   
た病態の解析と、新た  ゲノムテー  手動惑J「血管を主体とした合併症解  ま、臨床の現場で直接臓器を得て病態  子が、今後の研究にて、病型、病期、な  れれば、遺伝因子、環境因子、ステージ  研究成果発表会「先端医竿研栗の進歩   
な診断・治療法の探  ラーメード研  析」の3テーマを主眼とし、幅広い書門  を診断することができず、画期的な診断  どの診断マーカーとして有用ということ  などをすべて包含した病憑を的確に診  と今後」）にて、本研究のデザインと特  
素  究）  の研究者による共同研究を行った。ES  法が求められている。したがって本基盤  が示せれば、将来診療のガイドラインに  新し、真の個別化医療が可能になるで  敵、成果を発表、紹介した。  

細胞由来の分化系、組織由来の細胞  研究の成果は、モデル動物を含めたさ  取り入れられる可能性があると期待さ  あろう。そうすれば、糖尿病のコント⊂トー  
系、発生工学的手法や自然発症による  ルが改善して合併症の頻度・進展ともに  
モデル動物、さらに、庵尿病で生じる細  減少させることができ、国民の寿命や  

0  83  0  0  8A  24  4  0  

胞叶害のモデル系、など、世界でも独自  QOLの改善はもちろん、医療費抑制に  
の解析系を多数機業した。それらの系  も大きく↑献できると期待される。   
を用いた発現分子の網羅的解析を行  
い、全く新規の機能分子を含め、病態  
の診断マーカーや治療標的の有力な候  
捕を多数得ている。   

遺伝子多型検査によ  匂  19  創薬基盤椎  池田 和睦  鎮痛薬感受性個人差には遺伝要因が  鎮痛薬感受性に大きな個人差があるこ  がん対策基本法では、早期からの適切  本研究成果はマスメディア記事として7   

るテーラーメイド痺痛  進研究（ヒト  あると考えられてきたが、直接的な証拠  とが、首床上、効果的な痔痛治療を妨  な痔痛治療の実現が求められている。  回取り上げられており、また、研究成果   

治療法の開発  ゲノムテー  まなかった。今回の研究成果によって、  プている。本研究の成果により、遺伝子  本研究成果は、療病治療を必要とする  に関する公開講座には会場定■を上回  
ラーメード研  ミューオピオイド受容体、GIRKチャネ  多型を検査することで鎮痛薬感受性を  患者が、早期から適iの鎮痛薬で治療  る500人以上の参加者があり、一般国  

究）  ル、POMCの遺伝子多型が鎮痛薬感受  ある確度予測できるので、早期から  を受けられるようにするものであり、行  長から注目されている。また、企♯から  

性と関連することが明らかとなり、正接  個々人に合った柊痛治療を行うテー  政的ニーズに対応したものである。ま  の関心も多く寄せられ、出願した特許に  

的な証拠が得られた。特に、主任研究  た、本成果による薙痛治療の進歩は、  
者らはGIRKチャネルが鎮痛において妻  56  91  100  ロ  2¢6  82  3  0  8  
婁であることを世界に先駆けて報告して  る。   る。本研究成果が活用され、臨床現場  

きたが、本研究成果によっても去付けら  でのテーラーメイド痙痛治療が実現する  
れた。本研究成果は、鎮痛薬感受性個  ことが期待されている。   

人妻の遺伝子メカニズム、鎮痛薬感受  
性の分子メカニズム、ひいては鎮痛のメ  
カニズムの解明にも繋がるものである。   
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ゲノム情報を活用した  17  19  創業基盤蛙  乾 賢一  これまで薬物トランスポータ研究は、藁  薬物トランスポータは抗がん剤、免疫抑  本研究で薬物トランスポータの発現i  糖尿病、高血圧、がんなど幅広い疾患  主任研究者乾は、平成柑年産日本案竿   
薬物トランスポータ発  進研究（ヒト  物の膜輸送現象の解明に重点がおか  制剤、線尿病治療薬など、多くのハイリ  に影響を及ぼす遺伝子多型を3種類同  の薬物治療に関わる薬物トランスポー  会苫（薬物動態制御機繍の解明と臨床   
現i予測システムの  ゲノムテー  れ、発現制御機柵こ関する報告は乏し  スク医薬品の体内動帝を制御してい  定した。また遺伝子多型以外にもウイル  タのゲノム情報が整備できた。今後その  応用に関する研究）を、また研究協力者   
構築とテーラーメイド  ラーメード研  かった。本研究において、種々薬物トラ  る。これらの医薬品の一部は、薬物血  ス感染の有無など発現iに影響を及ぼ  情報を用いたテーラーメイド薬物療法の  寺田は、平成19年度日本案学会奨励層   
薬物療法への応用  究）  ンスポークの発現プロファイル、転写機  中よ度モニタノングを通して薬物治療が  す因子を同定した。このように発現iに  実乳＝よって、医薬品の副作用減少に  （ペプチドトランスポータの機能と発現制  

檎、エビジェネティツクな制御、rSNP解  実施されているが、多くの場合は臨床  影響を及ぼす因子は複合的であり、そ  よる医療費の削減や、疾病にかかる期  御に関する研究）を受質した。また、乾  
析など、発現制御に関する情報を系統  経過を見ながら薬物投与されている。  れぞれの因子を考慮した薬物投与設計  間の短縮による労働生産性の向上な  ま、本研究課題に関する研究内容で、  
0  45  8  3  52  34  0  0  0                                                                                                         的に整備できたことは、今後生理学、藁  本研究において、薬物トランスポータの  のアルゴリズムを作成することが、「個  ど、国民の医療・社会生活の向上が期  国内学会で3回、国幹学会で9回の招嘱  

物動藩学、書性学など多くの研究分野  発現に及ぼす遺伝子多型などを同定で  の薬物療法」を実践する上で重要となる  待される。また、本研究成果の創業へ  童l濱を行った。さらに、2008年4月の国  
に有用な情報を提供すると考えられる。  きたため、今後はこれらの情報が薬物  と考えられる。今後ハイリスク薬の投与  の応用として、至適な体内動態特性を  際Phamagogonomies会議（韓国）で招  
また、H＋／有機カチオンアチンポータの  投与設計の際の新たな指欄になりうる  設計のためのアルゴリズム（ガイドライ  有する医薬品の開発や、薬物トランス  鶉講演を、5月の国際薬物動惣学会（上  
分子同定とゲノム情報の■積も、国際  と考えられる。また抗がん剤シスプラチ  ン）が作成されれば、本研究成果はそ  ポータの発現誘導・抑制に基づく新規薬  海）でプレナリーレクチャーを行うなど、  
的に貴重な研究成果と評価されてい  ンの腎毒性発頂メカニズムの解明は、  の基盤情報として大きく寄与することが  物遠遵法の確立など、新たな医療技術  本研究分野のリーダーとして高く評価さ  
る。   新たな支持療法の開発に繋がることが  の提供が可能になると予想される。  れている。   

予想される。   

遺伝子多型検束によ  17  19  創業基盤推  河野 雄平  我が国でユ300万人以上の患者数が存  降圧藁の効果は個人差があることが知  高血圧のガイドラインに対して具体的に  我が国で3300万人以上の患者数が存  本研究プロジェクトが始まる直前、日本   
る高血圧個別化診療  進研究（ヒト  在する高血圧におけるテーラーメード医  られている。これは体質に依存するとこ  ま本研究成果を取り入れは行われてい  在する高血圧の診療とくに薬物治療を  経済新聞（平成17年1月25日）病を知る   
の確立に関する研究  ゲノムテー  療の確立は切望されると＝ろである。本  ろが大きく、隆正美の効果に間違する  ないが、遺伝的背tを考慮して薬物選  より効率的で有効なものにするために  遺伝子診断・治療④一陣正対の感受性  

ラーメード研  研究プロジェクトでは特に臨床的に重要  遺伝子的素因の解明lま高血圧テーラー  択を行うようになっている薬剤は数種存  は個人の体質にあったより効果的で冨リ  とSNP一として我々の降圧薬開運遺伝子  
究）  な3種の降圧薬、利尿薬・アンジオテン  メード診療確立の礎となる基礎情報で  在するようになって乗た。降圧薬の効果  作用の少ないテーラーメード医療の確  同定のための取り相みが紹介された。  

シン受容体括抗薬・カルシウム措抗薬  ある。本研究プロジェクトにより3種の隆  や制作用発現には個人差があり、遺伝  立が急務である。本研究プロジェクトの  このように降圧薬を遺伝素因から選択  
の降注効果と削作用関連遺伝子多型に  圧薬、利尿薬・アンジオテンシン受容体  情報に基づく薬物選択は今後ガイドライ  成果からtも効果的な降正業を遺伝子  するテーラーメード医療は患者さんにも  
2  79  8  0  63  36  0  0  0                                                                                                       関する検討を無作為交叉法による臨床  括抗藁、カルシウム括抗稟の関連遺伝  ンに取り入れられる可能性があり、本研  情報から選択して処方するテーラーメー  非♯に強く求められているものと考えら       試験とゲノム網羅的遺伝子解析を行つ  子多型が明らかになることが期待され  究の成果はその基礎情報として大いに  ド医療の確立が可能となる可能性があ  れる 

。  

た世界的にも類をみない研究であり、本  り、医療経済的にも大きくT献すること  
研究によって得られた成果ならびに  が期待される。   
データベースは今後の  
什■armaCOgOnOmics研究の進歩に工献  
するものと考えられる。   

インスリン分泌促進型  17  19  創案基盤推  青票 暮朗  インスリン分泌促進型経口糖尿病藁（ス  インスリン分泌促進型経口糖尿病秦（ス  今回開発した一次無効及び二次無効予  
経口庵尿病薬の薬物  進研究（ヒト  ルホニルウレア剤）の一次無効に関して  ルホニルウレア剤）は2型糖尿病の軽口  測法は、医薬品中計にあたっての薬理   
応答関連遺伝子の多  ゲノムテー  ま、国際的にも、いまだCYP2C9多型の  治療においてtも頻繁に使用される藁  遺伝学的什報の取得及びこれを利用し   
型探索及びそのテー  ラーメード研  関与を示す報告しか存在せず、新たに  剤である。しかし、投与初期から十分な  た投薬法に関する今後のガイドライン作   
ラーメイド投薬への応  究）  受容体及び薬物トランスポーター多型  
用  の関与を明らかにした学術的意農は大  

きいと思われる。また二次無効に関して  0  18  0    13  2    0  0  

は、白人で1RSl及びKGNJll多聖との  
相関が報告されているのみであり、8遺  
伝子15多型の相間を明らかにした本研  
究の成果は、書門的・国際的に誇れる  
ものと自負する。   れる。   

迅速・簡便・超蕎感度  
な新規SNPs検出法  進研究（ヒト  よる遺伝子検出法は、Nucl扇cAcids  
による薬剤応答性遺  ゲノムテー  Ro＄8∂rChの州EB版にて掲覿され、内外  
伝子診断システムの  ラーメード研  からの問い合わせがあった。  

0    0  0  2  0  12  0  0   

開発   究）   

乳癌患者における抗  17  19  創薬基盤推  藤原 康弘  HER之強発現乳がんに対するトラスツズ  トラスツズマフは進行・再発乳がんのみ  米国における乳がん治療のガイドライン  本研究の成果にみられるようなトラスツ  第†5固日本乳癌半金（横浜）2007年6月   
休債法の効果・副作  進研究（ヒト  マフのl蓄床効果には差異がある。本薬  ならず、術後補助療法に対しても昨今  （NCCNなど）には、術後補助療法の部  ズマフの臨床効果の予測因子の確立  29日において、清水らが「薬物療法に   
用規定眉子の探索  ゲノムテー  ま抗体医薬であり、ADCC活性がその  適応拡大された。又、術前化学療法に  分に、アレイベースによる遺伝子発現  ま、治療成績の向上のみならず、個別  おける乳癌の個性診断」のシンポジウ  

ラーメード研  抗桂瘍効果に影響を与える可能性が示  おいても有望な成繕を示している。近い  解析（0ncotyp8DXなど）が項目として  化治療の発展を進め、高額抗悪性腫瘍  ムで発表した。  
究）  唆されている。本研究の成果の内、  将来承儲されるHER2を棟的とした薬剤  組み込まれている。本邦のガイドライン  藁により医療費の新風こつながると考  

ADCC活性に間違すると思われる、1）血  
清内ブコシターゼ活性2）血祭中タンパ  
クのN型糖鎖（253ヰ精鎖）3）抗体受容体  0  83  0  0  22  5丁  5  0  0  

の遺伝子多型などがトラスツズマフの  
臨床効果と相関するというデータはこの  
仮説を支持し新規性がある。又、末梢  
血液を用いたマイクロアレイによる遺伝  
子発現プロファイル研究は希少であり、  
臨床応用が期待される。   に選択するための指凱こなりうる。   
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オーダーメイド薫物治  匂  19  創薬基盤姓  松原 洋一  ファーマコジェネテイクスに基づく個別化  本研究により、唾液を用いた遺伝子診  本研究では、新しい技術の開発に焦点  ファーマコジェネテイクスに基づ〈個別化  これまでに例をみない、唾液を用いた迅   
療のための革新的な  進研究（ヒト  薬物療法はその巨富床的な重要性が嶋  断が可能となったことは、今後のオー  をあわせたものであり、ガイドライン等  薬物僚法については、今すぐにでも実  連・簡便・安価な遺伝子捜査法の開発   
ベッドサイド遺伝子診  ゲノムテー  えられて久しいが、実際に一般の医療  ダーメイド薬物療法の普及にとって大き  の作成は行なっていない。   践することによって薬害を未然に防止で  こ成功したことにより、本研究の成果は   
断法の開発と応用  ラーメード研  機関で実施することは困難である。本  な意味を持っている。臨床の現場にお  きるものが少なくない。もはや基礎的な  日程産♯新聞の1面トップ把手に取りあ  

究）  研究では、この問題を解決すべ〈、週内  研究にばかリカを注いでいる場合では  
外に例を見ない迅速・簡便・安価な遺伝  ない。本研究で完成された遺伝子診断  
子検査法を開発することに成功した。こ  技術を一般病院で普及させ、オーダーメ  0  31    0  12  5    0  8  

の手法では、血液を用いることなく、－  イド薬物療法を巨富床の現場へ導入して  
般病院の臨床検査圭レベルで、㊦0分以  いくことによって、わが国における薬害  
内に薬理遺伝学的遺伝子多型を検出  防止、医療コストの削減、国民の健康増  
することが可能で、これまでにない画期  進に大きく寄与するものと予想される。   
的な技術である。   あろう。  

アデノ随伴ウイルス  皿  19  副菜基盤推  小澤 敏也  り安全性の観点から期待されるアデノ  遺伝子治療臨床開発の世界的状況を  AAVベクターを用いた遺伝子治療のl謹  遺伝子治療に関しては、ウイルスベク  疾患モデル動物でのⅠト】0発現AÅ∨ベ   
しAA＞）を利用した遺  進研究（ヒト  随伴ウイルス（AAV）ベクターに関する  みると、AAVベクターを用いた場合でも  床応用を今後推進していく上で、至適血  クーの副作用（代表例・レトロウイルス  クターを用いた遺伝子治療実験から、高   
伝子治療法の開発研  ゲノムテー  基盤技術の開発を進めた。ベクター作  免疫反応が大きな問題となっており、そ  清型に関するガイドラインが必要になる  ベクターを用いた場合の、挿入変異を契  脂血症や高血圧に対するⅠト10の作用   
究  ラ仙メード研  製法では、バキュロウイルスを利用する  の実態の解明と対策に関する研究をサ  と考えられるが、その基礎データを若積  機とした白血病の発生）に対する懸念  機序の解析を進めることができた。得ら  

究）  方法を改良した。AAVベクターを用いた  ルや小動物を用いて推進した。遺伝子  することができた。   から皆床応用を目指した研究がヰ滞し  れた知見は、治療の分子標的の探索な  
遺伝子治療法については、高血圧症・  導入前のベクタ】キャブシドに対する中  ている。本研究は、安全性の★いAAV  ど、副葬を進める上で役に立つものと考  
高脂血症・動脈硬化症・肺動脈性肺高  和抗体については、検出感度の向上を  ベクターを用いる遺伝子治療法の開発  えられる。また、AAVSl内部のインス  
血圧症などを対象とし、疾患モデル動物  図り、低力価の中和抗体でも遺伝子導  0  39  5  2  21  8  l  0  0                                                                                                           こ取り組むことにより、打開を図ろうとし  レ一夕ー配列のところに、ヰ入遺伝子の  
で有効性を確認した。2）ÅAVの特徴を  入効率を著しく阻害することを見出し  たものである。部位特異的遺伝子組込  発現レベルを★める作用があることは  
利用した第19香染色体部位特異的遺伝  た。また、導入遺伝子産物に対する免  み法の開発も、幹細胞レベルをクーゲッ  予想されなかった新知見であり、今後の  
子組込み法の開発を進めた。3）ÅAVSl  トとした遺伝子治療の安全性を高めるこ  
内部のインスレーク一領域を搭載した  とを目的としており、行政的観点からも  
人AVベクターを作製したところ、遺伝子  重要である。   
発現レベルの増強を認めた。   り長期間の免疫抑制が必要と考えられ  

る結果を得た。  

遺伝子治療を目指し  山  19  創薬基盤推  松浦 善治  1）紗64を完全に欠損させたクーゲッテイ  臨床応用できるまでのベクター開発は  バキュロウイルスベクターは、先天性・  
た新規バキュロウイ  進研究（ヒト  ング可能なバキュロウイルスベクケ一系  後天性疾患の遺伝子治療用ベクターと  
ルスペクターの開発  ゲノムテー  を開発した。2）HCV感染細胞でのみ効  してばかりでなく、新規DNAワクチンとし  

ラーメード研  率よく活性化されるように設計した組換  ての可能性も秘めており、医療・福割上へ  
究）  えバキュロウイルスを構築した。3）バ  の文献度も極めて高いものと思われ  

キュロウイルスによる自然免疫を誘導  る。また、我が国での感染の拡大が間  
にはMyD88－TLR9非依存的なシグナル  題となっている遺伝子型ⅠⅠⅠ型のHEVの  0  8  0    6  3    0  0  

経路の存在が示唆された。4）HEV－∪⊃  ウイルス様粒子の三次元檎通が解lナた  
の結晶構造の解析に成功した。5）  ことは、二の粒子を用いた遺伝子デリ  

HEV－LP形成に必須なアミノ酸領域を同  バーシステムやワクチンベクターの開発  
定した。   における波及効果は計り知れない物が  

ある。   

タスクフォースによる  17  19  創薬基盤推  小林 英司  医療における研究的側面については、  大きな問題を内包しつつ一般化の途に  生体肝ドナー保護に関する継続的配慮  本研究は先行2研究（創業等ヒューマン  医学研究の健全な発展に向け、主任研   
先端医学と社会の調  進研究（ヒト  ニュルンベルグ綱領に始まり、ヘルシン  ある生体ドナーや遺伝子診断、今後の  の必要性とその準備。準備完7後、実  サイエンス研究事業「公共的な研究判  究者小林が提唱してきた「患者本位の   
和のための基盤整備  ゲノムテー  キ重吉、ペルモントレポートなど種々の  発展が期待される再生医療について、  行に移す予定。生体ドナーの親等制限  用ヒト組織バンクシステムの構築の検  インフォームド・コンセント」r書門家と市  

ラーメード研  学術的研究、行政的検討がなされてき  医療行為の中にある研究的側面を明示  の再検討を論文として発行。医療行為  討」、科学技術振興調整費「先端医劇竿  民の双方向対話」に加え、第三の要素  
究）  た。学術的に研究と診療行為の境界は  し、その功罪を考え、マイナス面の最小  の中にある研究、研究的行為の認識を  の認知に向けた社会的基盤調査」）の  として「書門家集団の自律性」という新  

議論が多く、書門雲の手によってすら兼  化への提言を行った。特に若手への教  高める必要性と、そのための試験教材  成果をもとに行った。また厚労科研特別  キーワードが内容を持った形でせに送  
だ明解な解答はなされていない。わが  育が主要であるとの緒論を得、実効的  の作成。教材は使用預墳が整い次第、  研究「生体肝移植ドナーの安全性とケア  り出されることになった。今後、この自律  
匡＝こおいてはこのテーマに関し前述の  方策を提言した。   8  9    9  13  2    0  0                                                                                                           実地に用いる。遺伝病（家族性アミロイ  の向上のための研究」のフォローアップ  性と法■指針の両輪モデルがわが国の  

3つのコード、レポートに匹敵する体系  ドポリニューロパテー）の遺伝子診断に  の準備を行った。このように．個々の研  医療機関における臨床研究の理論的  
的検討はない。本研究で得られた事実  関する実地に根ざしたガイドラインの策  
の蓄積が基盤になり、研究と診環の境  定。まずは自主ルールとして使用を開  
界についてわが国としての考えを確立  始。   府環境の中で無理なく健全に発展する  
する第一歩になると考える。  という大目的に向かって研究を進めた。   
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ゲノムリテラシー向上  17  19  創業基盤推  福欄l義光  現状評価に関する調査結果の詳細は  本研究の成果は遺伝ネットワーク  日本産科婦人科学会「習慣洗産に対す  本研究では．遺伝子医療をめぐる問題  全国遺伝子医療部門連絡会議の開催   
‘▲ のための人材育成と  進研究（ヒト  報告書にl已鼓し公表することにより．今  GENETOPIA”   る着床前診断についての考え方」  についての情報の共有および各施設間  （2005．11．5，2008．11．18，2007．‖．17）遺   

教育ツール開発に関  ゲノムテー  後のゲノムリテラシー向上のための  httpノ／gonob函．md．shinshu－u－aCJp に  （2006）．「出生抑こ行なわれる検査お  の情報交換．意見交換を行うため．全  伝医学教育（教育医事新聞   
する研究  ラーメード研  種々の取組みの立案のために役立てら  掲鼓しており．一般市民および医僚従  よび診断に関する見解」（ZOO7）日本循  国の大学病院を中心とする遺伝子医療  2005．625）．遺伝相談の授業実施（倍  

究）  れる．本研究により作成した遺伝教育  事者に幅広く利用されている．その中で  環器学会「心慮血管疾患における遺伝  部門に参加を呼びかけ．全国遺伝子医  濃毎日新聞2∞5．9．14）．遺伝性の病気  
パッケージは全国遺伝子医療部門連絡  も「GonoRo扇owsJapan」には多くの書  学的検査と遺伝カウンセリングに閲す  療部門連絡会謙を開催してきた．次年  テーマに劇上演（信よ毎日新聞  
金言■の参加施設．および全ての大学病  門家の協力を得て．現在．56疾患につ  るガイドライン」（2006）   度以降．維持機開会■制度に移行する  2∝〉5．9ヱ1．山陽新聞2005．9．23．）．患者  
院に配布しており．各施設において行  いて．症状，診断．遺伝学的検査の方  ことにより継続して開催できる体制を≠  の心．演劇通し学ぶ（信よ毎日新蘭  
なわれるゲノムリテラシー向上のための  築したことは大きな成果である．  2∞5．12．23）．遺伝子医療の現状（教育  
取組みに利用されることが期待される．   医事新聞2006．1．1）．出生前親子鑑定  

イトは遺伝子診療関連としては暮もヒッ  2  8  48    48  2  0  0  10  
ト数が多く．わが国の遺伝医療のレベル  用（中日新聞2007．10．19）   

アップに天献している．  

再生医僚等の先端医  17  柑  創案基盤推  積出 正之  先端医療におけるインフォームド・コン  京菰大学で実施された医師主ヰ臨床屈  先端医療の対魚となる患者・被験者は  臨床研究に関する倫理指針の改訂にあ  本研究において、医療倫理とICをテー   
債分野におけるイン  進研究（ヒト  セント（IC）の取得に関する倫理的観点  験（2件の医師主導治験ならびに2件の  重症もしくは急性期の状態にあり、精  たり、平成19年7月に、厚生労働省医敵  マとして市民啓発と社会的合意形成を   
フォームド・コンセント  ゲノムテー  からの♯学的研究は萌芽的であり、半  ヒト肝細胞を用いる臨床研究を含む）に  神・心理的に不安定である場合が多く、  局研究開発振共謀宛に「臨床研究に開  めざす市民参加型公開シンポジウムを   
取得と生命倫矧こ開  ラーメード研  術的にも類をみない共同研究を実施で  おいて、被験者の心理状態をも考慮し  有効なICを得ることができるかどうかが  する倫理指針の見正し」に向けての孜  各年度に毎回計3回京都市内で開講し   
する研究  究）  きた。特に、臨床心理竿の手法応用は  たICの手l■作成を行うことにより、擁験  疑問であることから、「トランスレーショ  策提言（自主臨床研究における無過失  たところ、いずれも50－80名の参加者を  

被験者保護の観点からも王事である。  看の権利擁護を重視した臨床研究を速  ナルリサーチ実施にあたっての共通倫  補償の充実や、被験者保護法の制定な  得て、パネルディスカッションにて活発  
また、本研究は国際学会・国際誌を通じ  行することができた。このうち、1件の医  理事査指針」の改訂を通じて各施設の  ど）を行い、その内容の一部が、現在厚  な意見交換と討議を行うことができた。  
20  40  20  2  21  13  l  0  3                                                                                                         て公表を行うと同時に医療倫理に閲す  師主導治験は多施設共同治験に発展し  倫理書査の質的向上ならびに均一化に  生科学書議会科学技術部会臨床研究  シンポジウム後のアンケートでは今後も  

る国際基準についても♯に対応すべ〈  たが、この際の他の施設への治験♯辣  取り組むとともに、l臨床心理士を交えた  の倫理指針に関する書門委貞会で議論  開講を望む声が多く、医師t研究者と息  
実施し得たと考える。さらに、市民参加  遂行のための芋版ならびに倫理的配慮  具体的なICの手l■や被験舌候補の精  されている 臨床研究に関する倫理指  看・市民による医療倫理の相互理解に  
型公開講座を主宰し、多くの参加者から  
意見を収生し得たことで、探索型医療に  る。   
関する合意形成の基盤を構築できたと  
ともに、社会的還元にも繋がり得る。   

非侵襲試料を用いた  
新規高感度安全性予  進研究（トキ  度安全性予測技術を確立し、尿サンプ  
測系の開発   シコゲノミク  ルのような非侵譲試料を活用することに  

ス研究）   より、本予測系のヒトヘの外挿性を★  
め、医薬品開発におけるヒトを対象とし  
た早期安全性予測ならびに詳細なメカ  
ニズム予測を実現することを目的として  0  54  ¢  2  105  32  0  0  0   

研究を実施した。ヒトヘの応用が簡便な  
非侵襲試料である尿を用いた新規メタ  
ポロミクス・プロテオミクス高感度安全性  
予測系の手法確立が達成された。   

ヒト肝3次元培養系、  円  19  創業基盤推  小澤 正吾  HopG2細胞の三次元培養系でリブアン  本系は、臨床試料を用いたものではな  本系により、医薬品開発候補晶としては  新規細胞培養基材や培養方法を採用し  分担研究者の石田らは、第一回アジア   
マウス・ヒト肝細胞融  進研究（トキ  ピシン、デキサメサゾン、フ＝ノ／くルビ  いが、ヒト肝のi邑伝子発現プロフィール  一般的に好ましくない薬物代謝酵素誘  ヒト肝癌細胞を種々の新規培養環境に  太平洋国際薬物動態学会において、シ   
合系による新規医薬  シコケノミク  タールにより対数増殖期細胞の  を部分的に模倣した。ヒト初代培養肝細  導能を評価することができる。ガイドライ  置くことにより、健♯ヒト肝mRNAの遺伝  ンポジウムH4．「第Ⅰ相乗物代謝醇兼の   

品毒性評価系に閲す  ス研究）  CYP3A4／5が誘導された。薬物代謝開  抱の遺伝子発現プロフィールと比較し、  ン等の開発に生かすためには、汎用  子発現を模倣する安定培養系を確立し  発現調節」において、招鶉講演を行っ   
る基盤研究  違遺伝子の構成的発現が上昇した。血  類似した点に着目して医薬品等の有書  性、ならびにヒト肝細胞の代替性をさら  た。薬物代謝動態関連遺伝子の誘導を  た。S．Lshida，T．Hongo，S．Ozawa，etar．，         こい   

管内皮細胞増殖因子等発癌関連遺伝  事たの予測l応用できる可能性が大  に検証する必要があると考えられる。  安定かつ再現性1く評価できた。薬物  “Ro如a七onofgonosassociatodwlth  
子、細胞周期、コレステロール合成、欄  代謝酵兼遺伝子の構成的発現の上昇  
胸骨格関連遺伝子がGYP3Aの誘導な  0  l  0  0  2  6  0  0  0  
らぴに構成的発現に主要であった。  安全性評価系として有用な系を確立し  
チューブリン安定化刑処理でGYP3A4発  た。   
現上昇、リファンピシンによるCYP3Å4  
誘導冗進がみられた。CYP3A4の発現  
制御に関して異なる作用を示すmiRNA  
の存在が示唆された。   
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薬物代謝に関与する  8  19  創業基盤應  ＝＝ご   本研究に用いた発光ブロープは、結合  本研究書tで開発したCYP類のプロテ  現在、各種CYPタン／くウ実は極めて★  安価かつ簡易なプロテインチップ膜を用  肝細胞の代替として日♯的に入手でき   
発現タンパク貫の緩  進研究（トキ  している低分子i化学発財物質掛こ応  インチツプサンドイツチ検出法により、薬  価であり、それらのモノクローナル抗体  いるCYP類の新しい検査技術を開発す  る検体の調製技術は、薬によって発現   
高感度検出と解析  シコゲノミウ  じ、数分以内に強く発光するので、チッ  を投与した動物やヒトの肝細胞内の  の作成技術が企業にあっても、免疫に  ることができた。さらに、この検壬原理  されるCYPの定i的捜査において重要  

ス研究）  プ膜上のCYPを迅速かつ箇便に検出で  CYP発現iを測定できる可能性は高い  ま大iのCYPが必要なため、需要の少  ま、各種腫瘍（がん）マーカーやプリオ  な要素であるが、今後の医薬品開発に  
きる世界最高感度の手法を開発でき  ことが分かった。しかし、検出されるCYP  ない各種CYP抗体類の作成には、莫大  ンタンパク質などの特殊な生体タンパク  おいても、有効性及び安全性評価に対  
た。しかし、多種抗体が必要な網羅的検  の種矧ま、入手できる抗体が之一3種類し  な経費が必要である。したがって、抗体  貫の迅速な検査法としても応用できる．  する新たな評価法を提供するものであ  
査法実用化のためには、CYPを特異的  かないので、極めて限られたものになる  の代替としてアブクマー核酸が開発でき  るので、棲めて社会的に意義あるもの  

に認識し、強い結合性を示す安価なア  と考える。   0  6    0  27  14    0  0  

ブタマー核酸を創製する必要があった。  
そこで、4の25乗種類のDNAプール中か  
らCYP3A4と結合する59merDNAアブタ  
マーとRNAアブタマーを探索し、それら  
を分離検出することができた。   調製技術の開発研究が必須であること  

が分かった。   させる研究支緩が必要と考える。  

∈S細胞由来神経細  17  19  創業基盤推  金村 米博  ヒト〔S細胞由来神種系細胞を応用した  一般臨床の現場で神経疾患治療に攫  ヒト正♯細胞・組ヰに間違した2つの主  本研究成果で得られた薬剤応答性評価  ヒトES細胞を創案研究に応用した成功   
胞を用いた薬剤の神  進研究（トキ  薬剤応答性評価試験系の≠矧こ成功し  準的に使用される薬剤の、正♯ヒト正♯  要なトランスクリプトームデータベースの  試験系は、近年開発され、現在、国を挙  例の一つとして．社会的にインパクトの   
経毒性評価システム  シコゲノミク  た本研究成果は、今後、発展が予測さ  神経幹細胞／前駆細胞に及ぼす影響・  構築を行い、一一般公開できる体制を整  ヂてその応用技術開発が進められてし1  ある成果を発信できたものと考えられ   
の開発と神経寺性関  ス研究）  れる内在性ヒト神様幹細服に対する薬  細胞毒性を明らかにすることができた本  えた本研究成果は、研究プロジェクト成  る人工多能性幹細胞（iPS細胞）を使用  る。また、構築に成功した2つの主要な   
連遺伝子・タンパク貢  剤開発プロセスの先駆的研究の一つに  研究成果は、薬剤の内在性ヒト神穫幹  果の社会還元という点で社会的意義が  した創業研究への応用も十分可能なも  データベースは従来から多くみられる動   
データーベース檎築  2  26  0  5  58  7  3  0  0                                                                           成り得る先進性に富んだ成果と考える。  細胞に対する毒性・副作用を考える上  大きく、国民福祉、健康増進に大きくT  のであり、今後、ヒトiPS細胞を応用した  物細胞が主体のデータベースや癌細胞       また 

、構築に成功した2つの主要なデー  で有益な情報をもたらす成果であり、臨  紺できる成果であったと考えられる。  創業研究の加速と発展にも大きく丁献  こ由来する株化細胞のみを使用した  
タベースはヒト正♯細胞を用いて取得し  床的観点から貴重な成果であると考え  できると同時に難治性神経疾患に対す  データベースとは一線を介するもので、  

た情報で、学術的に積めて貴重な情報  る有効かつ安全な薬剤開発を効率化す  
を含むデータペースであり、その応用範  る支操技術としての応用性が見込ま  
囲は高いものと考える。   れ、行数的れ点からも有用な成果であ  

ると考える。   

薫物の毒性発現を決  円  19  創藁基盤推  杉山 雄一  薬物の手性発現を決定付ける一要因と  hv心甘やnvivoノックアウト動物を用い  本研究がガイドラインの開発に直持つ  現時点でとくにないが、研究代表者の  研究代表者である杉山は、本研究の成   
める薬物動態・効果  進研究（トキ  なる薬物の体内動態や臓器分布を規定  た実験から、薬物動態・薬効・副作用に  ながった例は現時点でないが、姫路床  杉山は、現在マイクロドーズ臨床討欄  具に関して、世界各国の代表的な薬学   
制御分子の推定と寺  シコゲノミク  する薬物トランスポーターの複数の臓器  対するトランスポーターの重要性を示し  薬物動態の評価法としてモデルとなりう  関係のガイドライン作成に関与してお  関係の学会より招鵬喜l溝を受けている   
性回避を指向したスク  ス研究）  こおける役割を多数の事例解析を通じ  た事例を元に、遺伝子多型を利用してヒ  るような実験系を構築しており、将来方  リ、本研究の中のプロ肌プ藁のコンセプ  ことから、本研究が世界の創業研究者   
リーニング系の開発  て明らかにした。さらにその過程で、トラ  トにおけるトランスポーターの重要性を  法論などが取り入れられる可能性は考  トは共通するものであるといえる。  に注目を集めていることの現れであると  

ンスポーうーの重要性を示すための新  考えている。また、2006年に〝JohnG 

しい評価実験系を多数構築した。これら  WagnorP爺zerLecturoshわAwa「din  

の実験系は創業スクリーニングにも応  0  28  8  4  46  45  0  0  0  

用可能であり、創業初期段階において  とも本研究の内容が含まれている。   
トランスポーターのスクリーニングを行  
なう重要性をあわせて示すことが出来  
た。   ため、相互作用試験をせ♯人でとり行  

い、ブロープ秦の妥当性を一部示すこと  
が出来た。   

ヒト末梢血中リンパ球  17  19  創薬基盤推  藤村 昭夫  末梢血中細胞を用いたトキシコゲノミク  本研究によって確立した腎障害性の有  より安全性のホい医薬品の創業、およ  

を用いたトキシコゲノ  進研究（トキ  ス研究の基盤を整備し、患者を対象とし  策を鑑別する新しい評価法を、創薬の  び患者における有害反応の早期予測が   
ミクス基盤研究  シコゲノミク  たトキシコゲノミクス研究を実施すること  可能となる。その結果、医薬品に対する  

ス研究）  が可能になった。また、薬物の腎障害  リスクマネジメントの賞が向上し、それ  

性の有無を鑑別するための新しい評価  によって国民の安全な生活が確保され  
法を確立した。さらに遺伝子発現什級こ  る。   4  0  0  2  0  2  0  0  

より、三酸化ヒ素による有害反応がスー  
パー・オキサイドによるものであることを  
見出し、その軽滅法を見出した。   

見出した。  

ストレス遺伝子チップ  17  19  創藁基盤推  水き■ 態  本研究で開発した改良型ストレス遺伝  これまでの我々の研究から、COX－2に  本研究から生まれたNSAIDsの抗アルツ   

を用いた医薬品の副  進研究（トキ  子チップは、トキシコゲノミツクスの研究  対する選択性がなく、かつ緋傷害性の  ハイマー病作用に関しては、2007年9月   

作用機績の解明と、  シコゲノミク  に有用であると考えられる。実際我々  ないNSAIDsは、胃潰瘍誘発剤作用、及  11付けの新聞各紙、及びテレビで広く   

副作用のない新規医  ス研究）  はこのDNAチップを用いてNSAIDsで誘  報道された。   

薬品開発戦略の確立  導されるストレス遺伝子の解析を行い、  
NSAIDs潰瘍感受性の個人差を親展し  
ている遺伝子多型の候補遺伝子の同  0  21  12    15  9  0  0  0  

定に成功した。   く、かつ膜信書性のないNSAIDsのスク  
リーニングを行い、そのようなNSAIDsが  
胃潰瘍誘発副作用、及び心筋梗塞誘発  
副作用のない真に安全なNSAIDsであ  
ることを示した。  
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肝ステム細胞を用い  17  19  創業基盤推  三高 俊広  動物個体を使わずに化学物質の代謝  ヒト小型肝細胞は比較的新鮮な正♯ヒト  2005年12月6日毎日新聞朝刊にてヒト   
た書性発現の評価解  進研究（トキ  経路や排泄過程を推測できる実験系が  小型肝細胞の研究について紹介され  
折方法の確立  シコゲノミク  確立されたことにより動物実験を相当数  た。   

ス研究）  減らせることが期待できる。また肝細胞  
機能を長期間確濁する実験系ができた  
ことで、肝細胞への長期暴露や薬剤の  
相互作用の実験を行うことができるよう  

0  17  3  0  68  9  2  0  0  
になった。培養条件の改善や肝ステム  
細胞から小型肝細胞を誘導する方法の  
確立したことにより、病的肝慮や心臓死  
後の肝臓からもヒト小型肝細胞を誘導  
することが可能になったと考えられる。   

期待できる。  

遺伝子発現の網羅的  17  †9  創業基盤椎  山口 一成  ワクチンが生体に与える反応をDNAマ  ワクチンの品質管理は刑反応の発生と  これまでワクチンの安全性評価法とし  百日せきワクチンの安全性に関するバ   
解析によるワクチンの  進研究（トキ  イクロアレイの手法を用いて分子レベル  も密接に関連している。これまでワクチ  て、接種後にみられる生休ま化（体重、  イオマーカーの同定を行い、特許の出   
新しい安全評価に闇  シコゲノミク  で解明し、書性に関与する遺伝子群の  ンの安全性試験に動物での生体反応を  体温、病理）を指標に国家検定を行って  願を行った。特願2006－020432こ「百日咳   
する研究  ス研究）  同定を行った。ワクチン接種動物での遺  指標に判定を行ってきたが、新たにワク  きたが、本研究で行ったワクチンの書性  ♯素の検出方法」（2008．1．∽）（加藤博  

伝子発現変動はこれまでに検討を行っ  に関連した遺伝子をバイオマーカーとし  
てきた線種動物における生体変化（体  た新しいワクチンの安全性検出システ  
圭、体温、病理）とほぼ一致しており、遺  ムの構築に関する成果は、新しい晶安  0  3    0  9      0  0  
伝子発現iの変化が、ワクチン投与に  管理のための試験法確立への応用が  
伴う生物反応を迅速かつ鋭敏感知でき  可能である。今後ワクチンメーカーおよ  
ることが明らかとなった。成果はワクチ  び受託検査機朋と共同で実用化に閲す  
ン誌に掲載され、また国際ワクチン学会  る基礎研究を進め、ワクチンの安全性  
でも新しい品質管理の試農法として反  管理のための新しい検査法の確立を推  
曹を呼んだ。   進する。   

特異体質性薬物肝陣  17  19  副業基盤椎  横井 毅  培養細胞におけると卜CYP3A4等の活性  前臨床試験における薬物誘導性肝陣  正接は関係ないが、2008年2月にFDA  日本製藁♯協会の主催講演会で、代謝  多くの招鶉講演を依頼されたことも特筆   
害発癌の機構解明と  進研究（トキ  をヒト肝と同程度にすることに成功した  専の予測試験の確立手法を提供できた  から出された代謝物の安全性試験のガ  物の安全性の取り組みについての講演  に値する。日本薬物動態学会、日本ト   
予測実験系の開発  シコゲノミク  ために、ヒトにおける代謝と書性（代謝  ことは、前臨床試験によってより良い選  イドラインの主旨に添った研究内容であ  会で招待講演を行った。ヒトにおける書  キシコロジー学会学術年会、日本TDM  

ス研究）  的活性化反応）の予測性が高い試験系  択ができ、第1相臨床試験の成功の確  ると考えている。   性発現を完全に予測できる系が望まれ  学術大会、日本美学会シンポジウムお  
を確立できた。さらに、解毛系もsh－RNA  卒を高めることに十献することが期待で  ており、産官学で今後も取り組みが行  よび英国トキシコロジー学会学術年会  
の発現を用いたノックダウン手法によリ  われていくものと思われる。   などで本研領内容でのシンポジウムや  
ヒト化できたことで、さらに予測性が高い  0  21  0  2  21  14  ■  0  14  
試験系を作製できた。今後は製薬会社  暮にl己戴済）。   
で評価試験を予定している。また、ヒト  
CYP3A4活性の個体差の原因としてマ  
イクロRNAを発見できたことは今後の個  
人差の説明の糸口になると考えられ  
る。   

トキシコゲノミクスのた  17  19  創薬基盤推  奥野 恭史  本研餞では、糖尿病治療薬トログリタゾ  本研究では、肝♯における薬物書性発  ガイドラインの開発では無いが、本研究  研究代表者は、H19年度より独立行政  
めの遺伝子ネットワー  進研究（トキ  ン、ピオグリタゾンの肝暮性評価系を用  現の分子メカニズムを明らかにするた  こおいて開発したトキシコゲノミクスの  法人医露基盤研究所トキシコゲノミク   
ク解析法の開発  シコゲノミク  いて、トキシコゲノミクスのための遺伝  め、肝書性を有する薬物として劇症肝  ための遺伝子発現ネットワーク解析法  ス・インフォマテイクスプロジェクト  

ス研究）  子発現ネットワーク解析溝を開発するこ  炎などの肝障害を引き起こしたため臨  が一般の研究者に広く用いられるよう  （TGP2）の特別研究■として当該プロ  
とに成功した。薬物の毛性評価に遺伝  床での使用が中止されたトログリタゾン  に、GEMイRENDシステムとして次の  ジェクトに参画している。従って、本研究  

子発現ネットワーク解析法を適用した例  を用い、また、肝寺性のネガティブコント  UR」よりWob公開も行っている。   において開発された方法論、ノウハウ  
は、世界で初めてであり、学術的に高  は、TGP2に随時反映していく。   

い成果を得た。   PPAR－g∂mmaのリガンドであり、チアゾ  0  16    0  23    2  0  0  

リジン骨格を有するインスリン抵抗性改  
警乗であるが、肝毒性が少ないとされ  
ているピオグリタゾンを用いた。このよう  
に実際の医薬品での肝幸性予測を問題  
にしたテーマであり、臨床への有用な知  
見を提供するものを思われる。   

遺伝子治療薬の生体  17  19  創案基盤椎  水口 裕之  本研究では遺伝子治療臨床研究で汎  Adベクターは遺伝子治療臨床研究で最  本研究により得られた成果は将来の遺  
内投与彼の毒性発現  進研究（トキ  用されているアデノウイルス（Ad）ベク  も広く使用されているベクターである  伝子治療の実用化や治療対象の拡大   
樵積解析に関する研  シコゲノミク  クーをマウスに全身投与後の遺伝子発  が、1999年に米国におけて遺伝子治療  の促進だけでなく、抗ウイルス療法のた   
究  ス研究）  現情報を網羅的に解析（トランスクリプ  めの新たなストラテジーを提供でき、ひ  

トーム解析）し、手性発現（自然免疫誘  いては保健医療の向上への工献が期  
専）に至る遺伝子やタンパク質の同定を  待される。従って、その社会的意義は捷  
目指したメカニズム解明や、書性を軽減  めて大きいと考えられる。   0  5  4  2  25  4  0  0  0  
できる新規ベクターや遺伝子治療法の  
開発に成功し、遺伝子治療における安  
全性の向上や実用化に向けて棲めて  
大きな成果を得た。   ことは今後のÅdベクターを用いた安全  

な遺伝子治療の実現に向けて大きな意  
義を持つ。  
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転写国子E2Fによる  
環レギュローム解析  進研究（トキ  択性と抗がん斉‖こよる龍胞臨書とのバ  
から抗がん剤の安全  シコゲノミウ  ラメトリックな関係を抽出する系の檎羞  
性予測へ向けた研究  ス研究）   に一歩前進した。今回得られた検討轄  
開発   果を基盤として、さらに多数の遺伝子、  0    0  0  0  0    0  0   

抗がん割について再現性の高い什報を  
蓄積する必要性が示唆された。   

疾患関連たんばく貫  15  19  創薬基盤推  山西 弘一  わが国における五大疾患（癌、糖尿  本研究は、新しい治療法や、病態や  本研究において、わが国の主要な疾  
解析研究  進研究（疾  病、高血圧、認知痘、免疫疾患）等につ  急に関してその発症一治療に関わるた  

患関連たん  いて、健鴬人と患者とのたんば〈貫の種  んばく貢を解析し、画期的な医薬品の  
ぱ〈質解析  類・質・iの変動を、多数の最新鋭粛性  研究開発につながるシーズを提供でき  
研究）  能分析機器及びバイオインフォマテイウ  たことから、わが国の創案研究に係る  

ス技術を用いて大規模かつ効果的に解  基盤的な技術レベルが向上し、わが国  12  100  6  0  46  28  7  0  0  
析することにより、疾患関連たんばく貫  の医薬品産業の国際的競争力が強化  
に関する創薬墓個データベースを嬢築  され、国内はもとより、世界の患者に貫  
したことは、将来の画期的な医薬品等  の高い医薬品を提供することを可能と  
の開発に資する観点からの成果は大き  するような基盤が整備できた。   
い。   

動物由来物質を排除  17  19  創薬基盤推  日代 眞人  おたふくかぜ、麻疹、風疹、水痘、日本  動物に由来する材料を完全に排除Lた  現行ウイルスワクチン製造には宿主欄  欧米では既に組織培養細胞を用いたイ   
したワクチン及び組織  進研究：孜  脳炎、A型肝炎のワクチンについて無血  生ワクチンの製造は、不可能ではない  胞が必須であり、この排除は極めて困  ンフルエンザワクチン開発がほぼ終了   
培養インフルエンザワ  策創案総合  i雷培地やトリプシン代替品を使って従来  が非♯に困難であることが示唆された。  難である。また、無血柵培養液には  しており、製造設備の建設が進んでい   
クテンの製造方；去の  研究）  の方法とほぼ同様にウイルスが増やせ  方法論からも、試行錯誤を繰り返さざる  様々な細胞増殖周子が必要だが、これ  る。WHOも組】一浩妾ワクチン導入を見   
開発研究  ることが判った。しかし、おたふくかぜや  を得ない点も多く、計画した成果は十分  らも遺伝子組換え技術を用いた生物製  越して、ウイルスサーベイランスおよぴ  

麻疹ワクチンでは、熱血清培虻で絶代  には達成されたとは言いがたい．しか  剤である。従って、動物由来の材用を完  ワクチン製連用ウイルスに関して、組ヰ  
を繰り返すと、より高い頻度で変異体が  し、リスクを少しでも低下させることは可  全に排斡することは不可能に近い。現  培養への移行の検討を開始した。我が  
観察され、ウイルスのポピュレーション  能であり、現状の改善においては大き  0    12  0  29  4  0  0  0                                                                                                       時点では、動物由来の微生物、感染性  国では、実用化に向けた組織培養細舵  

菅王聖が大切であることがわかった。鶏卵  園子の存在、迷入のリスクをt小化す  
に変ってMDCK細胞を使ってインフルエ  ること、又そのリスク評価を厳密に行う  
ンザウイルスを増やせることが判った．  ことが、現実的な解決方法であろう。絶  
むしろ、MDCK細胞を使った方が、抗原  対的に安全な生物製剤は存在しないと  
的にヒト間で荒行しているウイルスに近  いうことを、社会全体に理解してもらう努  
い利点があった。   力が必要である。   卜として必須である。   

lCUで使用可能な人  17  19  創業基盤推  武田 純三  人工赤血球の臨床応用が想定される可  本検討はICU管理の特殊性を反映し、  人工赤血球は輸血代替としての基盤的  中国において行われた血液代替物国際   
エ赤血球およぴME  進研究（故  能性が高い分野の一つとしてICU管理  ICUにおける人工赤血球使用に不可欠  開発が進められている。なかでもICUに  シンポジウムにおいて日本の人工酸素   
技術の開発に関する  策創案総合  があげられる。ICU管理を受けている病  である。人工呼吸器管理下に投与を怒  おける使用は最も頻度の書いものにな  運搬体開発技術およぴその前臨床検討   
研究  研究）  態には幾つか共通の特徴があり、それ  定した実験では、肺障害の助長は明ら  ると想定される。またICUに特徴的な管  ま高く評価された。ICUにおける使用を  

ら自体展開中の研究分野であるが、そ  かではなく、交換率を上げた場合には  理の中で、赤血球輸血では得られない  想定した検討は世界に先駆けてのもの  
の中の病態メカニズムを解明するツー  効果が期待できる。また疾患メカニズム  
ルの一つとして人工赤血球を応用した  の解明にもつながると考えられる。   
実験モデルがデザイン可能と考えられ  0  8  0  0  3  3  2  0  0  
る。酸素運搬能や、脂質膜の特性を変  
化させることにより様々なモデル穐築が  
可能と考えられる。   改善できる可能性が示唆された。さらに  

は、回路妻置内、あるいはショック状態  
にある生体内における小池体の安定惰  
に関する基礎的知見が得られた。  

生体内超音波ナノ・イ  17  19  医僚機器開  西條 芳文  本研究成果で得られた、音響インピー  超音波による計測自体は保険診療でも  日本経済新聞2007年6月29日8th   
メージング法の開発  発推進研究  ダンス計軌こよる超音波ナノ・イメージ  Send8iSympos山mmonU肘asonic  

（ナノメディ  ング法は、現在、せ界的にも本研究が  TissuoCharact8rizauon9廿1S8∩く由i  

シン研究）  唯一のものであり、学術的価値は轟い  SymposiummonUトヒrasonic¶ssue  
と考えている。このため、海外での学会  Characteri乙auOninHawai朋催   2  28  6  10  17  22  2  0  0  

においても注目を集め、2008年度には  
国際年会におけるチュートリアルも依頼  
されるに至った。   向上に丁離することができる。  

免疫疾患診断用プロ  17  19  医療機器間  伊藤 嘉浩  徴iな血液をから多種類の抗体を同  従来臨床捜査室で行われていたマイ  マイクロアレイ型の診l折システムは、  平成18年5月19日に日経新肌こ、自   
ティン・チップの開発  発推進研究  時に短時間で測定できるプロテインリく  クロウェルプレートを用いたEUSA法に  検査システムの省力化につながり、臨  己免疫診断チップの記事が掲載され、  

（ナノメディ  イオチップの開発に成功し、それを用い  床険査貴削減こ有効な手段と考えられ  
シン研究〉  て、丑蔦48検体の血液サンプルを並行  る。   京新聞、中日新聞、赤旗、日刊工業新  

に連続測定可能な完全自動測定システ  蘭、日軽産業新聞でも取り上げられた。  
ムも開発することができた。   め、診断精度の向上に大きく丁献するこ  27  26  30  2  43  10  3  0  2  

とが期待できる。  機器センサーの助成により、ナノメディ  
シンや診断チップの未来医療への文献  
を主題に公開シンポジウムを開催した。   
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がんの超早期診断・  17  19  医療機器間  佐治 美都  本研究では、低酸兼状態で安定に存在  低義象兼領域では、腫瘍の悪性度や治環  HIF－1αの酸素依存的分解に関与する   
治療のためのt感度  発推進研究  するペプチドを母体とする低酸素領域  抵抗性に関わるタンパク質発現が冗進  ペプチド配列を利用したl融合タンパク質   

分子イメージングプ  （ナノメディ  のイメージング用放射性および光分子  していることから、本ブロープは腫瘍の  ブロープ、高感度かつ高解像度を達成   
ロープの開発  シン研究）  ブロープの開発に成功し、その学術的  するためのPET装置用DOl検出器、およ  

意義は大きい。さらに本化合物は腫瘍  びそれを用いて収♯したデータの処理  
の増殖性、治療反応性に関与する低酸  0  55  20  2  24  59  19  0  0  

素領域のホ感度イメージングを可能と  で出願し、登録されている。   
する初めての分子ブロープであり、この  
開発は腫瘍の病態解析、早期検出、治  
療評価などの研究に有効なツールを提  
供するものである。   

シュガーチップを用い  17  19  医療機器開  隅田 秦生  糖鎖固定化金ナノ粒子（SGNP）を用いた  インフルエンザウイルス株の糖鎖結合  肥満・糖尿病については、体内の傭   

た検査・診断技術の  発蛙進研究  ウイルスの選択的濃縮が可能である＝  活性をデータベース化し、さらにウイル  わった遺棄養時の肥満を防ぐ機構を発   
開発  （ナノメディ  とを見いだし、戸外やベッドサイドなど機  見し、その機構の慢性的な活性化が、  

シン研究）  器が使用できないサンプル収井場所で  肥満時における高血圧の発症に関与す  
行うon－さ托○分析が可能であることを示  ることを見出し、Scionco誌に発表した  

唆する基礎的データを得た。モデル動  （Vol．3ほ．1¢5¢－1859．2006）。この機序  

物から実際の患者サンプルまでを用  2ユ  82  9  l  154  55  3  0  0  
い、糖尿病やその合併症の新たな診  解および新しい治療法開発のターゲット  
斬、および治療法の開発に向けた検討  になりうるものである。シュガーチップや  

を発展させることができた。   イスル性疾患の臨床検査・診断lこ新し  SGNPについては、ベンチャー会社に  

い道を開いたものである。  よって製品化が達成され、日刊工業新  
聞等のマスコミに取り上げられた。   

メラノーマ標的ナノ徹  17  19  医療機器開  皐申促 孝一  メラノーマ（悪性黒色腫）は乳児からす  医・エ・化学連携によリナノ微粒子薬剤  我々の開発したCTI療法はNPrCAPによ  近年、日本においてメラノーマ患者急速  我々の開発したC¶療法はメラノーマに   
粒子（NPrCAP／M  発推進研究  ベての年齢層に皮膚、粘膜、眼球、脳  開発と磁場発生機器・治療施設の改良  る選択的化学療法療のみならず、マグ  に増加する傾向にある。しかも日本人メ  選択的取り込まれるNPrCAP7らく②化学   
L）によるメラノーマ温  （ナノメディ  脊髄等の全身に発生し、早期より皮膚  を試みつつCTKchon【0－小ermo－  ネタイト・ナノ微粒子の磁場照射により  ラノーマは白人メラノーマと異なり足底・  療法剤としての役軌こ加え、腫瘍免疫   
熟免疫療法の開発  シン研究）  や全身鼠器の血行l云移を起こす。メラ  imMO）療法の基礎を確立し、倫理委  全身的な温熱腫瘍細胞投効果と免疫応  粘馳こ発生し、早期から皮膚・血行l云移  効果も有する。細胞殺効果と陳瘍免疫  

ノーマに特異な分化形質であるメラノ  1会の許可を受け、l温床試験（学内限  筈を誘導できる。本治療法のガイドライ  を起こしやすく、これ等転移性癌を持つ  効果をさらに増強させるためにマケネタ  
ジェネシスを分子標的とするDDSと化学  重篤川相）を平成19年3月より開始し  ンを作成し、倫理委■会より首床試験  た患者に対し現時点では全ての治療法  イトと精舎させ、化学・温熱・免疫という  
12  9ヰ  0  0  28  32  6  0  0                                                                                        療法効果を有する薬剤（NPrCAP）を合  た∴現在まで4症例がエントリーし、患者  研究の許可を得、転移性メラノーマ患者  が無効に等しい。本研究は従来の治療  3種の治療効果を有する（特許中計  

成し、これに熱ショック肇白を介する温  2名はCTt療法後、全身皮膚・リンパ節  を治療した。2症例において過去12ケ  概念に無い戦略に基づく新濁治療法を  中）。更にメラノーマ特異抗原を介した  
熱免疫効果を有するナノ微粒子とを圭  転移巣が完全・部分消失しCRで9ケ月  月間、遠隋転移の腫瘍の完全消失、患  開発した∴更に確立されたCT【療法は他  旺瘍浸潤リンパ球（TI」）産生を直接生  
合させた薬剤を開発し従来の概念とは  以上、日♯生活に復帰している（PSO）  看の延命と日♯生活への復婦を経験し  の神経冠由来の睦凱こ対しても治僚効  体内に起させ、遠隔転移巣の消滅をさ  
異なる化学温熱免疫（G¶）療法を開発  ている。   果を有し、広く他の癌の新規治療法開  
した。  発に応用出来る。   かにし、評価を受けた（H19年11月Now  

York国際メラノーマ学会報告）。   

陽‡占膜M細胞を標的  17  19  医療機器開  干葉 勉  （1）M細胞を標的としたDDSが実際に可  （1）実際にGMPに別して、ラージスケー  本研究は、特にガイドライン等の開発と  潰瘍性大腸炎は国の難治性疾患として  日本経済新聞こ、本ポリ乳酸マイクロス   
としたドラッグデリバ  発推進研究  能である手を示した。（2）M細胞はバイエ  ルかつクリーンな状況で、ステロイド包  は直接関係していない。   研究班が存在し、また患者に対する救  フェア（PレMS）によるM細胞特異的なド   
リー・システムの開発  （ナノメデイ  ル板のみならず小腸絨毛上皮にも存在  埋P」－MSを産生することが可能となっ  済捨置がとられている。しかしながら本  ラップチノバリーシステムが、炎症性腸  

シン研究）  することを明らかにし、さらにそれぞれ  た。く2）さらに1い0プラスミツドさらに  疾患は現在わが国で急増しつつあり、  疾患やGVHDに対する、全身の副作用  
の特徴が異なることを示した。（3）またバ  Bi爺dく）♭actorlumIognamの同時投与によ  新しいより有効な治療法開発が望まれ  の少ない、より効果的な治療方法、とし  
イエル板持異的に発現するいくつかの  ている。本D【）Sはこうした行政的婁求に  

分子を同定し、その中のPGRP－Sが♯  答えうる可能性のある薬剤と考えられ、  
在菌の成分を認識して、B細胞からの抗  今後医師主事の治験も含めて、実際の  0  88  21  2  46  丁2  0  0  0  

体産生を抑制することを明らかにした。  首床応用にむけた努力が期待される。   
（4）さらに炎症性腸疾患に深く関与する  
m17細胞の発育、維持に腸内鳩首由  
乗の物質の関与が想定された。（5）ステ  
ロイドPL－MSによって潰瘍性大腸炎の  
改書がみられた。   

超音波を利用したsiR  1丁  19  医療機器朋  松村 保広  癌領域における遺伝子核酸治療に閲し  表在性膀胱癌は再発を繰り返し、最終  このような新技術は国民の医療・福祉  遺伝子・核酸治療は全身的治療法のl論  在日米商工会議所出版物ACq   
NA内包バブルリボ  発推進研究  て臨床的成功例はない。理由のひとつ  的に浸潤癌となり膀胱全括が余龍なくさ  及び物づくり国家の使痴という観点から  床試験での不成功を受けて、世界的に  Joumaほ007年3号に、研究内容を紹介   
ソームのがん局所療  （ナノメディ  に癌局所へのデリバリーが効率良くさ  れる。今回開発した超音波治療システ  も開発の迅速化、東認中計の円滑化が  その開発意欲が減退している。本研究  された。日本機械学会誌2008年1月号   
法の臨床試験場入  シン研究）  れていない点にある。そこで、l謹床的に  ムは正♯組牡を檎偏することなく効率よ  必須である。薬剤局所投与治療器と  で開発されたシステムはその間重患を  に解説†己辛が掲載された。  

局所治療が有効とされている癌とその  く生体深部への核酸導入を可能とする。  いった分野での評価ガイドラインが妥当  打破し、臨床応用可能な治療法として  
局所投与モデル評価系を確立した。そ  治療も効果の判定も超音波で判斬で  と考えるが、バブルリポソームについて  世界に発信できる。本法は安全性が高  
のうちの膀胱が癌同所移植モデルに対  き、すべてが非侵獲で治療が完結でき  ますでに抗がん剤内包リポソームの承  く、患者のQOLを高めることができ、社  7  36  0  0  71  24  8  0  0  
し、バブルリポソームと核酸の複合体を  る、画期的な診断治療システムが完結  認藁もあるし、超音波に関しては各種診  会的六献度は計り知れない。成果の社       注入し 
膀胱、外部から正♯組織にはダ  できる。本法はまた、装置の小型化によ  断および結石破砕術が臨床で行われて  会への還元という点からも、計本のみな  
メージを与えないエネルギーの超音波  り臨床現動こおいて極めて簡易に施行  いることを考えると、非臨床からl臨床へ  らずせ界の医療・福祉の向上におおい  
を照射することによりノけルを崩壊さ  
せ、その時の衝撃で核酸を膀胱内腫瘍  
に導入させる方法の確立に成功した。   と考える。   
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ラベル化造影剤を用  17  19  医療機器開  大川 清  超音波診断法で気泡造影剤けノバプ  画像診断上徹／ト腫摺病変の質的診断  本研究の主たる巳的は日和こかなった  本研究は三次元培養微小癌モデルを気  成果は内閣府主催総合科手技術会議   
いた超音波によるが  発推進研究  ル）に癌悪性度証言鮭能を付与し病巣に  は、治療方針を決定する重要な課題で  優れた新規分子攫的超音波造影剤の  泡■桔の前動物実験データー収♯の主  科学技術連携施策群 第一回ナノバイ   
んの超早期診断シス  （ナノメディ  集積すれば性癌の超音波質的診断が  ある。広く一般に普及し医療経済上も安  開発とその検出法の開発である。l温床  評価系とし実験動物担癌モデルによる  オテクノロジー連携群 成果発表会（06   
テムの研究開発  シン研究）  向上する。従来慈恵性度マーカー持  価でコストパフォーマンスの良い超音波  投与に向けた動物実験は動物愛ま菅  評価は動物愛讃管理法の下種力削減  年12月21日）、第二回ナノバイオテクノ  

定、生体最適標識ナノバブルの開発、  診断装置を利用して、生体の微小腫瘍  理法に則り削動こ努力し、従来の動物  できた。また医療経済上も安価でコスト  ロジー連携群成果発表会（07年12月5  
前動物実験評価系確立がなかった。そ  の超早期悪性度診断を行い、嵩悪性度  実験指針に沿うもので新規の開発は繁  パフォーマンスの良い超音波診断装置  日）でポスターセッション研究課題に選  
こで有望な標的分子早期忘転移マー  腫瘍を超音波とDDSナノバブルで早期  い。また将来に向けた臨床投与実験に  利用の抗体標識気泡化造影剤と収束  定された。第46回日本生体医工学会大  
†2  71  0  4  39  8  8  0  2                                                                                                         カーCD147と業界初の生分解性タウリ  に治府するシステムが朋果される。その  関しても従来の指針に沿うもので新規  超音波による微小癌の診断治療法確立  会（0丁年4月25日）でNEDOワークショッ  

ン誘導重合性ジェミニ型陰イオン界面  結果早期発見にも拘わらず治療方針が  開発は舞い。   は、高悪性腫瘍の早期発見∴台積方針  プ演題として取り上げられた。08年2月  
活性剤とシクロアミロース界面活性剤乗  決定できない微小腫療病変を非侵襲  決定と非優襲かつ低医療費で早期加療  1日日軽産業新聞「超音波照射がん誰  
材で分子標的性付与新規造影剤を開  でき、患者の00L向上に加え進行癌治  
発、独自開発の生体積簑近似の三次元  療の膨大な医療費の節減ができる。日  
培養装置微小桂庵モデルで造影効果を  本の進んだ画像診断技術と微小腫宿性  
評価した。知的所有権配慮から多くの  病変の質的診断法の確立は日本発の  
報告を今後予定している。   与できる。  新技術を世界に発信できる。   

がん特異的増殖機能  山  19  医療機器開  藤原 俊義  T8lo汀帽Sc8∩を原発腫瘍内に局所投与  T0lomoScanの原発巣内投与による所  本研究は臨床応用のための前臨床研  転移リンパ節を術中にリアルタイムに同  蛍光遺伝子を発現するウイルス製剤に   
を有するウイルス製  発推進研究  すると、リンパ流を経由して所属リンパ  属リンパ節内のl云移結節の可視化が可  究であり、ガイドライン等の作成にはま  定する方法は、現在のところまだ確立さ  関しては、国内および国際特許申請を   
割と高感度GFP蛍光  （ナノメディ  箭へ到達し、リンパ節内の微小転移巣  能であった事実は、本技術の原理の証  だ反映されていない。しかし、将来的に  れた技術は存在しない。縮小手術によ  行っている。また、ウイルスで微小リン   
検出装置を用いた体  シン研究）  でがん矧掛こ感染・増殖して選択的に  明（proofofconcopt）であり、かつプ  ま低侵旗手術による患者00Lの向上に  る低侵漣化を目指す場合にl云移リンパ  パ節転移を可視化する技術に関する論   
外超早期がん診断お  GFP蛍光を発するため、マウスモデルに  ロープ型高懲度GFP蛍光検出装置の作  役立つと期待され、ガイドライン等の開  節の有無は重要な指積となり、本技術  文発表は、新聞、ニュースなどのマスメ   
よび体内微小リンパ  おいては一定期間の後に転移リンパ節  戌に成功したことから、本技術はより臨  先にも羊献できると考える。   により転移リンパ節そのものを検出する  ディアで「光るがん」として紹介され、社   
節転移診断システム  を可視化することが可能であった。すな  0  16  10  2  50  25  3  0  0  
に関する研究  わち、ウイルス製剤を標識藁割としてが  節療清範囲決定の有効な指標となると  

ん細胞を選択的に可視化するという試  思われる。本研究成美の臨床応用は社  
みは現実的であり、その成果はNature  会的にも極めて重要であり、将来の国  
Medicineに掲載され大きな反響があっ  民の保健医膚の向上に工献すると期待  
た。   される。   

MRIと核医学手法の  17  19  医療機器開  飯田 秀博  赤外線ステレオカメラを応用することに  PET．SP∈CT．MRlはl謹床上全く異なる診  PET／SPECTは放射線管理区域．MR‖ま  PET／SPECT．MRIといった高額医療設備   
正確な重ね合わせに  発推進研究  より、医療画像を融合する技術を開発  斬価値を持っている。情報を組み合わ  強磁場管理区域で管理や攫作者、法規  を置き換えることなく、そのまま生かして   
基づく癌の新しい分子  （ナノメディ  し、実験動物によりその有効性を検証し  が異なっている。本研究はこれらモダリ  融合する技術を開発したことは、その橙   
イメージング診断法  シン研究）  た。   は向上するが、付和呈が膨大となってし  ティをそのままの状態で活用できる方法  

まうだけでなく、位置付∃軌こ関して正しく  論であり、時間のかかる法規、行枚管  
取り扱うことができない。本研究におい  理の問題を含まない。   0  19  19  4  72  20  2  0  

てその融合法をひとつの方法論として  
実験動軌こおしヽて実証し、臨床応用の  
ための基礎データとして活用可能であ  
る。  

新規γ・β線核種に  17  19  医療機器開  藤林 康久  がん内用放射線照射治環ならぴコンプ  がん選択的集積を示すCu－ATSMをはじ  臨床研究については、大草倫理委■会  国内に100箇所以上設置されたPET診  
よるがん診断・治療の  発推進研究  トンCTによる局所薬剤iモニタリングに  めとする複数の化合物を得、それらの  の規定に従った。   断用サイクロトロンの有効利用と治療用   
開発研究  （ナノメディ  適した放射性同位体Cu－64ならびにBr－  放射性同位元素の安定的供給を可能  

シン研究）  77を超／い型サイクロトロンで高効率に製  にする研究であり、新しい医療技術を展  
追回収するための技術を確立した。こ  関する基盤を有する研究として価値が  0  15  0  0  31  35  0  0  0  

れらにより標識されたCリーATSMをはじ  ある。   
めとする複数の標識化合物を合成する  
ことができた。   

がん新生血管を標的  第28回生体膜と薬物の相互作用シン  
としたAllinoneデ  発推進研究  導入し、細胞の憶常性の維持に関与し  ポジウム（静岡2006年11月）において  
バイスによる革新的si  （ナノメディ  ているRNA－1nd」亡母ds沌ncingcomplox  
RNAデリバリーシス  

「核酸医薬の成否を握る革新的庁リバ  
シン研究）   を抑制させ、結果的に細胞死を誘導す  リー技術の開発」のセクションをオーガ  

テムとがん治療法の  ることでがん新生血管の破壊とそれに  ナイザーとして運営した。   
開発   伴うがんの退縮を実現させうる革新的  

がん治療法の開発とそれを実現しうる  
デリバリーシステムを開発する手を目的  

0    0  0  】7  9    0  0   

とした。検討の結果、Argonauto2遺伝子  
抑制による細胞増殖抑制と新生血管へ  
の選択的デリバリーシステムを融合させ  
る手により、革新的がん治療法の開発  
が可能であることを示した。  

ナノ無機・有機複合塩  17  19  医僚機幕閣  木村 ■」  本研究事業では、ナノ無機・有機複合  本研究書菓では、高圧技術を応用した  従来からの人工材料による遺伝子送達  現在の遺伝子治療の臨床応用研究に  平成18年2月23日の日刊工業薪肌こ   
を用しヽた遺伝子送達  発推進研究  塩の創製と遺伝子送達システム開発に  ナノ無機・有機複合体および高圧凝縮  こおいては、遺伝子担特休の増抱傷害  おいては、遺伝子単体投与、遺伝子担  本研究事業の成果の一部が取り上げら   
システムの開発  （ナノメディ  おける高圧技術の応用が示され、従来  DNAを創製し、jnv心○／invIVO遺伝子導  性が改善すべき課題である。本研究事  特休での投与では効果が低く、また、－  れた。また、平成20年1月17日の日経  

シン研究）  の化学的アプローチとは異なるプロセス  入での低毒性・高効率な遺伝子送達が  業では、細胞障害性の低戚を主眼とし、  通性であることが問題点であり患者へ  産業新肌こ本研究事業の一部が取り上  
工学からの遺伝子送達システムの創出  可能であった。前者においては臨床に  臨床にて利用されている既存の生体適  の負建は大きい。本研究事業では、遺  げられた。  
という観点からの新しい要素技術開発  て利用されている既存の生体適合性材  合性材料の応用あるいは遺伝子担体  伝子のナノスケール化に★圧技術を導  0  9    0  31  4  2  0  2  
基盤を提供できたと考えられる。また、  料が応用でき、後者においては現在の  の使用を抑制した遺伝子送達システム  入することで遺伝子の長期発現の可能  
新たにDNAの高圧凝縮現象を見出し、  臨床応用研究にて約20％を占める  の開発研究を実施し、有用性を示した。  性を示したことから上述の欠点を補える  
その遺伝子送達への応用が示めされ、  Nakedp48SmidDNA法への応用可能性  遺伝子治療におけるガイドライン等の  ことが示唆され、ナノテクノロジーを応用  
横道科竿的観点からの新しい知見が得  開発における有用な研究成果と考え  
られた。   る。   術の一つとして考えられる。   

27   



マイクロロボテイクス  1ア  19  医療機器開  白石 泰之  微細ナノテク技術を応用した形状記憶  微細アクチュエーション技術を基盤とし  今後不可避的に到来する超高名糾ヒ社  日経産♯新聞（2007年8月7日一面トッ   

発推進研究  合金線維を応用することにより、マイク  て、ナノテク応用人工心筋を開発し、有  を応用したナノテク心  会において増加する老齢心不全患者  プ）「人工心筋、拍動保つ命綱」、ベスト   

筋の開発  （ナノメディ  ロロボテイクスを基盤技術とする機械式  効な血行力学的補助効果を示したこと  が、人工心筋によって社会復帰できれ  ハウス12ユ（2008年4月9日）「すごいウイ  

シン研究）  の人工心筋開発を行い、成山羊を用い  ぱ、必貫であった医療福祉費の軽減が  
た動物実験において有効な血行力学的  期待できるだけでなく、社会活凱こよつ  
心圭補助効果を得た。心臓の外部から  て経済効果も得られ、社会学的な意義  
力学的収縮を付加することで、血栓形  も大きい。   
成の問題がなく、‘■必要なときに必要な  34  4  2  25  38  2  0  9  

だけ”駆出支援を行うという新しいコンセ  
プトに基づき、最適条件下において約  
30年の蕎耐久性をもつ微細アクチエ  
エータ線維を用いて失った心機能を輔  
肋する完全埋込式システムが具現化で  
きた。   て患者の社会復帰を支線するデバイス  

となりうる。  

微小流路を備えた柔  17  19  医療機器開  鈴木 隆文  本研究の成果は．薬理的な計測や薬液  本研究の成果は．次世代の人工肢（義  上述のよつな書門的・学術的・臨床的れ  本研究の成果は．上述した補綴的な医   

軟神経モ極の開発  発推進研究  投与と神経信号計測の統合など．次世  手や義足）・人工臓器等の制御システム  点での意鶴に加えて．本研究の成果  半壊増やリハビリテーション研究におけ  

（ナノメディ  代の神経ブロープに求められる様々な  や人工視覚等の人工感覚生成システム  は．近年国内において青草の増大して  る応用に留まらず，脳科学研究のツー  

シン研究）  機能の実現可能性を示したという点で  の実現に必要不可欠の技術であり．福  いるリハビリテーションの効率化という  ルや．埋め込み型の小型医療テバイス  

意義深いものであると考えられる．つま  祉社会実現の要求が増大しつつある現  観点においても新たな技術を提供する  をはじめとした広範囲な応用が可能で  
り従来は書用のマイクロダイアリシスプ  在社会の要望と合致するものである  ものである．つまり各種の薬液の投与  あり，学術的．社会的．産♯的にも大き  

ロープや微細ガラス管で行われてきた  が．神橙系の修復過程や可塑性の促進  

義理的実験と神軽億号計測が統合でき  に与える影書を検討するに当たって．神  
2    0  0  6  8  8  0  0  

るだけでなく．流路への物質注入による  軽信号モニタ下での薬液投与を実現す  
ブローフ硬化手法や．流路の神権再生  る本研究成果は．強力なツールを提供  

モ極への応用など．次世代の神経イン  するという点で意義あるものと考えられ  
タフエースデバイスとして求められる多  る 
機能化の可能性を示した点で大きな意  
義があると考えられる 

核酸をコアとするナノ  本研究課題に関連して招待講演を行つ  

微粒子による薬物・免  発推進研究  を構築し、＝れにCpGモチーフを多数組  た。   

療治環システムの開  （ナノメディ  み込むことで免疫活性化に優れる新規  
発   シン研究）   ナノDDSを開発した。また、DNAに抗癌  

剤ドキソルビシンを結合させることで，  
CpGモチーフによる抗腫瘍サイトカイン  

0    0  0  17  3  0  ●0  0   

誘導、ならびに抗癌剤による殺細胞効  
臭を同時に実現するシステムを開発し、  
担癌マウスでの高い治療効果を得た。   

植込み型突然死防止  15  19  医療機器開  杉町 勝  研究グループが開発した迷走神種刺激  本研究で開発しされた機器によって、従  本研究の成果は、第74回総合科竿技  本研究では」れまでに17件の特許出   

装置の開発  発推進研究  による心不全治療は新しい治療法とし  乗のICDの限界、1）心室細動発生時の  術会議（平成20年4月10日）におい  願を行っており、その多くは国際特許も  

（身体機能  て世界的に注目を集めている。副交感  失神や除細動に伴うショックを逃れるこ  て、産業の国際競争力を強化し、健廣  出願している。本研究で開発された独  

解析・補助・  神橙系の心臓保護作用の機序につい  とができない、2）患者の病態を遠隔モ  な社会を構築する革新的技術として、  創的な医療機器は、欧米の機器によリ  

代替機器開  ても今回の基礎研究から多くの知見を  こタする機能がない、3）致死性不整脈  iPS細胞再生医療技術、低優譲医療機  寡占されているせ界の心不全治療機器  

発研究）  得た。また、電極の設計に使用した心臓  の予防ができない、が克服され、ICD籠  器技術、高齢者・韓害者自立支援技  市場（1兆円）でわが国が大きなシェア  

シミュレータはその実出した性能から国  え込み患者の予後およぴQOLの改善が  術、生活支援ロボット技術とともに取リ  を獲得することを可能とし、国内医療機  
際的に高い評価を受けている。計鼻科  上げられた。   16  206  13  2  345  99  17  0  0  

学の医学・医療応用は今後大きな発展  大きくT離する。  

が期待される分野であるが、本研究は  
そのモデル研究となっている。その他に  
も、除細動法や不整脈診断技術に閲す  
る研究では、全く新しいコンセプトに基  
づく方法を提案し、今後の発展が期待さ  
れている。   

ム．ウb－、  新たな手術用ロボット  15  19  医療機器開  垣漆 忠生  体内深部や狭小部などの領域は熱偏し  高機能内視鏡的手術装置は現時点で  MRIを設置した画像支援手術室では、  画像支援手術室は単一の施設であり、  今回の研究における画像支援手術室  
装置の開発に関する  発推進研究  の概念、具体的な開発、臨床使用の方   
研究  （身体機能  安全性が犠牲になっている可能性が  しているためにESDやNOTES用装置  必要である。そこでMRIやCT等の画像  いが、各外科領域において利用概念が  針と実際の情報発信のために、国内の  

解析・補助・  あったが、その間題点と対策を明紺こし  の開発・製作も容易である。また画像支  機器の原理と安全管理、画像支援手術  開発された場合には、限られた条件の  拠点となる医療施設の施設長や外科代  
代替機器開  て高機能内視鏡的手術装置の概念と実  操手術室環境の開発は、限られた領域  圭の臨床使用規捜、医療安全管矧こ関  中でできる限り支援できるよう開発され  表、開運学会の権威者の参加を募り、  
発研究）  際の装置を製作し、将来の★度な医師  の一部の疾患に対する適応ではなく、  する資料を作成して、医師や看護師な  ている。特に標準化を考えた場合には  国内外の代表的研究者を招いて、国際  

の技術の代替となる開発ができた。また  攫華的な手術を広範に支援する概念と  どの利用者に講演を行い、必要な組織  導入費用や利用効率を考えなければな  シンポジウム（Theht即nabonal  
39  45  之1  5  131  43  25  2  55  

圭環境の開発は、標準化と効率に配慮  の手術圭まで画像支援を拡大するため  安全な利用ができるよう研究を行ってい  システム開発を行っている。また将来の  Surg忙alSup匹代Systom）を開催した。  
し 外科技術を広範に対象としたものを  の開発を行い、結果として画像支援手  る。これらの内容は、同様の手術室を持  保険診療化にも配慮し、全ての臨床利  第1匡‖ま画像支援手術圭での臨床的ア  
構築した。また必要となる昇降式モ磁億  術の効率化と標準化も可能な開発とし  つ他施設でも利用できることも目的とし  用に臨床試験計画を作成して、倫理著  ブローチ、第2回は画像支撞外科的手  
遮蔽カーテン、MRl対応無影灯や手術  ている。実際に臨床試験計画を作成し、  ており、診療中の施設にこのような導入  査委■会の束認を得てから行ってい  

る。   にも理解が得られた。  

開発を行った。   ための臨床応用も開始しており、臨床  
的意義も大きい。   



高次脳機能障害診断  15  19  医療機器間  諏訪 基  TMSによる誘発脳波を妃録する際に、  TMSによる誘発脳波はそのまま自質病  TMSによる誘発脳波と3TMR‖こよる  本研究で開発された機能的検査法と形  厚生労働省が実施する高次脳機能障   
のための軽頭蓋磁気  発推進研究  刺激点を変更することにより、ヒトで非  変を病理にもつ患者の診断に実施でき  什actgraphyのそれぞれによる診断方法  啓竿的検査法の両方を診断に適用する  亨支援普及車業における全国連絡協   
刺激による誘発脳波  （身体機能  侵襲性に神経ネットワークを観軍できる  るl臨床有用性をもつことが確認された。  が確立したことで、これらを用いて高次  ことにより、高次脳機能障害者の器男  議会で、研究の進捗状況が報告され、   
計測システム等の閉  解析・補助・  ようになった。特に前頭葉のように入出  さらに、それを実施できる機器が開発さ  脳機能障害を診断するためのガイドライ  的病変陰性例は格段の減少をみること  その利用について理解と普及が囲られ  
発  代替機器開  力を他の脳部位にもつ領域の神経ネッ  た。  

発研究）  トワークを直接覇層できるようになった  受けられるようになると考えられる。検  
ことは、新たな研究手法として活用でき  査対象となる者は数万人に上ると考え  2  73    3  40  38  0  

る。また、それを可能にする機器を開発  られる。   
できたことは本法を用いた研究を支緩  
する。3TMRIによる白貫の描出は、形  
態学的に神穫ネットワークを知る上で画  
期的である。   

脳血管簿害の診断解  17  19  医療機器間  古幡 博  （1）脳血管障害の急性期の対応する  （1）本邦死因第3世の6割を占める脳  本研究開発はガイドライン自体を直接  特許出願（国際2国内6）を行った。公   
析治療統合化システ  発推進研究  低優褒的維頭蓋超音波治療法の新技  梗塞、要介護老人の20？30％を占める  目的としていない。しかし急性虚血性脳  開シンポジウムを2回行い、一般国民向   
ムの開発  （身体機能  術開発に概ね成功し所期の目的を達成  けの研究内容報告を行った。   

解析・補助t  した。（2）特に急性脳梗塞（急性虚血  
代替機器開  性脳卒中）患者の神経学的な著しい改  
発研究）  書の期待される柱頭蓋超音波脳血栓藩  

6  9  5  0  35  18  る  0  2  
解法は標的性、有効性、安全性に闇し  
て、世界を凌駕する先進技術となった。  
（3）本研究開発成果は、世界の急性虚  
血性脳卒中治療の新たなツールとして  
活用される。   

逆コンプトン散乱×線  匂  19  医療機器開  盛 英三  放射光は赦小血管造影、位相コントラス  微小血管造影法と位相コントラスト法を  メタポリッウシンドロームの初期病変の  X／くンド加速方式逆コンプトン散舌しX線   
源を用いた医用イメー  発推進研究  ト撮影、などの有力な研究手段である。  医療職閣内で実施できるようになる。徴  検出に応用することで成人病の早期発  発生装置の作成は文科雀関連の研究   
ジング法の開発  （身体機能  しかし、建設費が看しく膨大で、かつ巨  小血管造影法の普及により、糖尿病等  見、早期治療の実現に↑僻し、医療橙  予算で東京大学工学部が中心となって  

解析・補助・  大な設備が必要であり、医僚、医学応  のメタポリツクシンドロームの初期微小  済の観点からも総医療費の抑制に役立  実施しノくンド加速方式逆コンプトン数  
代替機器開  用の妨げとなっていた。本研究課題で  循環障害の検出を通じて成人病の早期  つ可能性がある。また、難治性循環儲  乱X線条生装置は産業技術総合研究所  
発研究）  ま加速した電子ビームと周回させて強  発見、早期治療に役立つ。虚血性心疾  疾患（心、脳、末梢動脈）の診断と治療  で実施した。逆コンプトン散乱X線の医  

度を増強したレーザーを衝突した際に  患、脳血管障害、下肢循環障害患者の  効果の判定を改善することを通じて適  摂医竿応用の可能性の評価は本厚生  
発生する逆コンプトン散乱X線を放射光  詳細な病態評価を実現し、それに対す  13  109  l  l  81  25  4  0  0                                                                                                       切な治療法の選択が可能となる。がん  労働科学研究費で実施されている。省  
の代替として用いることができるかを明  る血管再生治療の視覚的効果判定法を  の診断精度の向上や抗血管新生療法  庁阻連携による研究・開発の具体的な  
らかにする。この装置は小型化も可能  の判定法の提供を通じて医療行政、医  
で（6mx5mx4m）医療医学施設に広く  療梓済にT離する。   
設置が可能となり、微小血管造影、位  
相コントラスト撮影の普及に役立つ。   

可能性を有する。  

1施設1台：富山の禦  17  †9  医療機器開  梅ヰ 光生  1）1施設1台の昔及を目指した富山の  1）SVPumpの大i生産技術の確立．ま  平成18年廣に行われた体内埋め込み  真空成形浅による補助心臓の製作法の  講演やマスコミを通して一般国民への   

備薬型補助心臓の実  発推進研究  常備薬のような補助心臓を製作法の  た普及率の高いIABP駆動装置の流用  型能動型機器（高機能人工心臓システ  確立により．従来の補助心臓に比べ1  啓発的な普及を積極的に行ってきた   
用化  （身体機能  確立および柏出性能や生体適合性等  技術の確立により．本システムを幅広く  ム〉審査ガイドライン策定ウwキングゲ  ／10程度の超低価格補助心臓の製作  主なものを以下に挙げる1）循環器系  

解析・補助・  のinvitro評価．またinv山0によるシステ  普及させることが可能になった．また．7  ループの検討報告書作成に寄与した．  が可能となった重症心不全に対する  こおける医用機械工学の七新研究動  
代替機器開  ムの総合的な評価により．実用化レベ  日間の保証期間を得られたことにより  低価格で補助効果の大きい医療器具の  向について．第3回メディカルテキスタイ  
莞研究）  ルに達することができた2）補助心臓  BTR用途の補助心靡としての普及が可  実用化により医療貞の大幡な削減が  ルの開発に関する研究会．200712．20  

の拍出性能や耐久性等の評価のため  可能になると期待される   8  12  0  0  14  29  0  l  20  
に新規に評価技術を確立した例えば．  3）1佳人の大貫問！？実ってこらえ  
i産化が可能となった血液ポンプを用  て！．日本テレビ2006．仙25   
いて医療用具の抗血栓僅を体外で評価  
するという新しい切り口を提唱し」哺助  
心臓の開発初期段階における動物実  
験に替わる評価方法を確立した   

新しい生体接着理論  17  19  医療機器間  岸田 晶夫  本研究事業では、新しい生体組織接着  ステント及びステントグラフト薗定法につ  昨今の外科医療に対する医師の過重  2007年9月12日に東京国際フォーラム   
こ基づく血管付着機  発推進研究  理論に基づくステント等の人工材料と生  いて新しい方法論を提藁し、その実現  労働が問題となっている。外科医の技  で開催されたイノベーションジャ／くン   
能を有するステントの  （身体機能  体との接着の新手法の基礎研究とそれ  可能性をモデル実験によって実証した。  術向上、外科技術の安全性向上およぴ  200丁にてr生体組織接着組織」として技   
開発に関する研究  解析・補助・  を応用した血管樟着性ステントの開発を  粛度な技術が必要な擢合の補助手段と  

代替機器開  目的とする。ここで開発する生体接着技  して、本研究で開発された生体接着技  
東研究）  術は、我々の共同研究から導き出され  術の応用が期待される。具体的には、  

た、ナノ振動、熱および圧着強度のバラ  脳神経外科領虻での止血技術としての  6  10  5  0  41  13  2  0  8  

ンスによって、組織中の結合性タンパク  応用や、制】口径血管の吻合などについ  
貢が機遣変憎し、これによって生体組  て技術開発の目処が付きつつある。   
織どうしあるいは生体組織と人工材料  
の接着を可能にする技術である。   

待できる。  
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ハイリスク胎児の子宮  8  19  医療機器間  干葉 敏雄  本研究成果における要素技術は、胎児  本研究成果による要素技術は、土も脆  次世代医療機器評価指標策定車凛 ナ  lレーザーで胎児治僚原子力機構など   

内手術におけるナノイ  莞推進研究  外科を初めとする高度先端医療機器開  弱な患者（すなわち胎児、妊娠母体）を  ビゲーション医療（手術ロボット）第二分  が内視鏡開発」日刊工業新聞200¢年3   

ンテリジェント技術デ  （身体機能  発を白滝したものであるが、レーザ光竿  安全（非接触、低侵襲性）・確実に治療  野（歓組織対象）二審査ワーキンググ  月6日、「胎児用内視鏡レーザー照射と   

バイスの開発研究  解析・補助・  こよる複合型光ファイバスコープ、ロ  しうる機器となり、新生児・乳児りい児か  ルーブの平成19年度第2国会護（平成  一体原子力機構患部治療しやすく」日  
代替機器開  ポットエ学・制御工学による超小型マニ  ら成人にいたるまでの広範な疾患領域  19年12月†9日開催）にて、”複合型光  経産業新聞 200も年3月¢日、r胎児手  

発研究）  ビュレーク、磁気工学によるマイクロMRI  こ対しても適用可能になるものと患わ  ファイバ内視鏡“が、臨床評価指楕策定  術用の極細拍子国立成育医療セン  
コイル、MEMS技術による無線伝送式マ  ターなど先天性の病気治療も」日経産  
イクロ血荒センサ、超音波工学・光学計  ロ  4  0  0  30  22  2  0  0  
利枝術・ハイパフォーマンスコンビュー  クト動く進む胎児治療超音波で患者負  
ティングによる超音波誘導ナビゲーショ  退職減」日経産業新聞2006年9月12  

など、様々な竿術的要素を含んでおり、  日、など、多くの全蛋紙に掲載された。   
これらを複合的に用いることで、多様な  
工半分野においても十分応用可能であ  
る。   助になると期待される。   

高齢者の大腿骨頚部  円  19  医療機器開  中村 耕三  骨折整復計画法が完成した。整復位置  開発した装置のなかで、介達式整復支  平成19年において日軽産業新聞におい   

骨折等の治療を支援  発推進研項  の正確性は十分実用的なレベルに達し  て開発研究の内容が紹介された。   

する高精度手術支媛  （身体機能  た。骨折整復支援装置のプロトタイプが  
システム開発研究  解析・補助・  完成した。ナビゲーションと連動して作  

代替機器開  勤し、術前計画通りに整復できることが  
究研究）  骨モデルでの摸提案験で検証された。  

整復装置の自動制御も実用的なレベル  
に達した。骨接合術の最適計画システ  21  14  0  0  29  7  0  0  0  

ムを完成し、手術の最適計画を立てる  
方法が完成した。骨接合術支援システ  
ムの試作が完了した。手術デバイスや  
骨接合材料を最適位置に保持し、その  
位置や方向を正確に指示し手術支援を  
行えることが骨モデルで検証された。   

治l験推進研究  19  ∴9  医療技術実  社団法人 日  医師主導治験の実施、地域治験ネット  実施中の医師主導治験の多くが適応外  「全国治験活性化3カ年計画」で構築し  国際共同治験に焦点を当てたシンポジ   

的とした研究では、いわゆる中央治験  
審査委員会の設置、医環従事者・一般  
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／い児造血器腫瘍の攫  17  19  医療技術実  堀部 敬三  臨床試験実施にあたって、実施計画書  乳児リンパ性白血病、非ホジキンリンパ  日本小児白血病リンパ腫研究グループ  小児がんの長期フォロ】アップ体制整  読売新聞（平成17年5月10日）で当研   
準的治僚法の確立に  用化総合研  の様式、倫理宰壬および説明と同意の  腫、急性骨髄性白血尉こおいては、全  （JPJSG）のプロトコールマニュアルを作  備の必要性を啓蒙したことで、がん臨床  究班の活動が紹介された。研究成果発   
関する研究  究（臨床研  手順、データセンター（統計雲を含む）に  国ほぼすべての小児血液陸瘍診療施  成し、小児造血茶腹瘍の臨床試験の賞  研究書＃およぴがん研究助成金におい  表会（一般向け）「小児がんと闘うこども  

究基盤整備  よる実施計画書の作成支援およぴデー  設が参加する日本小児白血病リンパ性  の向上と均質化に寄与した。また、小児  て長期フォローアップ体制整備を目的と  たちのため？日本の小児がん医療のこ  
推進研究軽  タ管理、およぴ、効果安全性評価委鼻  研究グループとして8つのl臨床試験が  造血器腫瘍の診断の手引きを作成し  した研究課題が採択された。   れから？」（平成20年2月23日∴大言）  
費）  会による第三者的監視の体制が確立し  で成果を紹介した。   

たことで質の書い臨床試験の実施が可  
能になった。また、欧州グループと共同  2  10  7  0  14  6  0    0  
で未分化大棚胞型リンパ腫の臨床試験  
ALCL99を実施したことで、データ管理、  
中央診断、およびトランスレーショナル  
リサーチの国際共同研究基盤が整備さ  
れ、稀少疾患の治療法開発に求められ  
る国際共同研究の道筋が確立された。   

難治性白血病に対す  m  19  医府技術実  大西 一功  慢性骨髄性白血病CMLヱ02試験におけ  慢性骨髄性白血病に対するCMLヱ02弦  本試験では300mg投与症例が100例近  平成19年7月14日に開催された   

る標準的治療法の確  用化総合研  るイマテニプ単独群のれ零期間中央値  験の観冥期間中央値3年の中間解析に  くあり、サブグループ解析では300mg投  JAJSG20周年配意国際シンポジウムに   

立に関する研究（若手  究（臨床研  36ケ月の中間解析では、5年の予測有  より、イマテニプの日本人CML患者に対  与群は400mg投与群と比し有効恨に董  おいてCMLヱ02試験の中間解析結果を   

医師・協力者活用に  究基盤整備  効性は、血液学的完全寛解97％、完全  する有効性は欧米と同等以上である手  を認めなかった。今後長期の前方向試  発表した。   

要する研究）  推進研究権  細胞遺伝学的効果91％であり、5年予測  験および血中濃度測定等により他用i  
貴）  全生存率は94％であった。また他用iイ  の有効性が裏付けられれば、少なくとも  

マテニプのサブグループ解析から、イマ  日本人においては維持iとして300mg  
チニプの至適用iの決定のためには人  が至適用呈となり得、これは医療眉の  0  6  19    2    0  0  0  

種差を含めたイマテニブの代謝に関わ  削矧こつながると考えられる。このよう  
る要因の検索とともに長期の前方向試  に分子標的薬の分野でも日本人のデー  
験が今後必要と考えられる。またBCR－  タを確立する手は不可欠であり、本臨  
ABL変異解析ではイマテニプ耐性症例  床研究実施体制が今後果たす役割は  
15例中5例に変異が捜出され、耐性化  大書いと考える。   
の原因と考えられた。   

小児肉腫等に対する  8  19  医療技術実  牧本 救  欧米のみならず、国内成人がん領域と  倫理性と科学性を確保した小児がん領  本研究は基盤整備研究のため、小児が  将来的にはr臨床的な使用権認試験J  新蘭への掲載：（1）2005年6月16日 日   

治療開発を意図した  用化総合研  比しても著しく遅れていた小児がん領域  域の臨床試験の実践を通して、全国参  んデータセンターにおける各種♯務の  や「高度医療評価制度」の枠組みの中  経産業新聞（2）2005年8月26日 億よ新   
多施設共同臨床試験  究（臨床研  の臨床試験を根本から考え直し、ヘル  加施設の医師の臨床能力を向上し、か  手l鹸暮やデータベースの作成を通じて、  で、科学的に確かな臨床試験プロトコー  聞（3）2007年12月2日 日本経済新聞公   
に関する研究  究基盤空欄  シンキ宣言を遵守した世界標準の方法  つ、登録患者の貫の1いデータの蓄積  臨床試験方法論のガイドライン的役割  ルを作成し、貫の書いデータ管理システ  開シンポジウムの開催：（1）2007年2月  

推進研究経  論に則って行う臨床試験の実施を可能  こより、将来の臨床上の意思決定に役  をなしたと考えられるものの、臨床医学  ムが確保された基盤の上で、しっかりと  24日「小児がんをみんなで克服するた  
負）  ならしめた。小児がんという稀少疾患に  立つような治療開発をなし得る基盤を確  的なガイドラインを作成した実績はな  した研究者主導型臨床試験を行うこと  めに」（丸の内カフェ）（2）2008年1月27日  

おいては、将来の臨床実践に還元でき  立した。今後、この臨床試験基盤を多分  い。   で、新規治療法の保険適応拡大を初め  「思春期がんを生きる」（虎ノ門バストラ  
る実の高いエビデンスを求めるために、  とする薬事・医療行政への丁献が可能  9  64  60  0  139  18  0  0  2  

症例数を拡大した国際共同治療開発が  となる事が期待される。   
望ましい方向性であると考えられるが、  
本研究で確立した基盤に基づけば世界  
的な水運のデータ管理が可能となり、国  
際共同臨床試験の実現への大きな案  
一歩であると考えている。   

小児腎移植における  17  19  医静枝術実  飯島 一誠  本研究は、わが国の′い児腎移植におい  本研究で行った調査によって．わが国  本研究での韻査では、海外で承認され  これまで、わが国の小児腎移植の分野  2007年の日本小児腎臓病学会学術集   

ミコフェノール酸モフェ  用化総合研  て、MMFの薬物動態の検討、有効性・  でもMMFが非♯に高頻度で小児腎移植  ている用iに比して、実際に投与されて  では、質の高い臨床試験は行われてお  会のシンポジウム「Evld8nCeとなる臨床   

テルの有効性・安全  究（臨床研  安全性の確証、用法・用量を確立し、本  に用いられていることが明らかになっ  いる用呈は少なしヽ傾向にある。それ  らず、本研究を通じて体制整備の第一  研究をおこなうために」で、主任研究者   

性の確認、用法・用i  究基盤整備  薬の小児腎移植適応取得のための評  た。すなわち、MMFはわが国の小児腎  ま、海外での承認が得られた後、新た  歩を踏み出せた。また、このまま予定通  の飯よが、本研究の紹介を行い、わが   
の検討・確立に関する  推進研究緑  価あるいは参考資料となりうる研究であ  移恥ことって雅楽に圭要な意味を持つ  こ強力な免疫抑制剤が導入されたため  リに試験が進行すれば、2010年1月に  匹の小児腎移植領域でも実の高い臨床   

研究（若手医師・協力  費）  る。本研究では、わが国で初めて小児  薬剤であり、本研究で実施中の臨床試  であるが、本研究によって、新たな免疫  ま試験が終了するが、本試験による有  試験が行われていることが広く認識され   
者活用に要する研究：・  腎移植領域の貫の高い多施設臨床試  験で、わが国の小児腎移植でのMMFの  抑制剤を併用すれば、承認用iより少  効性・安全性及び薬物動感の検証デー  るようになった。  24  27    33  24  0  0  0  

験が実施され、本研究を通じ臨床試験  薬物動態の検討、有効性・安全性の確  iでも有効で安全であることが示される  タをもとに、小児薬物療法検討会岩暮ある  
こ精通した若手医師が育成され、本領  誌ができれば、わが国での小児腎移植  可能性が高く、小児腎移植の免疫抑制  いは適応外債用の取扱い通知眉104号  
姐こおいて、実の高い臨床試験を立  に対するMMFの適応取得への遣が開  療法のガイドライン等に変更を加える必  こより、承認中計を自指すことが可能と  
稟・実施可能な体制の整備に寄与でき  考えており、行孜的にも意も深いと思わ  
たと思われる。   持つと思われる。   れる。   
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低出生体重児の無呼  17  19  医療技術実  北島 博之  「低出生体重児の無呼吸発作に対する  未熟児無呼吸発作治療薬として適応東  臨床試験実施の計画、実施方法の習得  

吸発作に対するドキ  用化総合研  ドキサブラムの佐用i静脈内持続投与  認されている静注用アミノフィリンに不  をふくめて、その体制整備を充実させる   

サブラムの安全性・有  究（臨床研  法に関するランダム化比較試験」の研  応性の無呼吸発作に対し、ドキサブラム  ことで、特にこども病院において、こども   

効性に関する研究（看  究基盤整備  究を計画、臨床研究を実施した。その過  の安全性・有効性を検証することを目的  を対象とした臨床試験、治験の増加が   

手医師・協力者活用  粗造研究権  程で、臨床試験支操システムとしての  とした臨床試験を、より書門的な観点を  見込まれ、Ii床現場での新生児、小児   

に要する研究）  貴）  ホームページ作成、登録・割付けシステ  に対しての適応外使用の問題の解決の  
ムの開発、予後フォローアップ体制まで  ため一歩前進がえられた。また多施設  

含めた新生児・小児の臨床研究に活用  での臨床試験を実施することで、他の  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
可能な臨床研究支援システム、並びに  施設とともにわが国の小児治験、臨床  

その実施支援の人材を育成しえた。今  試験、小児医療をリードしていくことがで  

後席広く‡臨床研究に適応、発展させえ  きつつある。結果としてその実施体制の  

る地盤の穐築を行いえた。   ている現実のあるドキサブラムが、より  充実にともない新たな治験活性化5カ年  

安全に投与でき、未熟児新生児医訊こ  計画にもとづき、大阪府立母子保健給  
大きな千載をもたらすことができる。  合医療センターは治験拠点病院に選択  

された。   

心血菅疾患のハイリ  17  19  医療技術実  北 敵  メタポリック症候群の診断基準は2005  心血管イベント発症に関してハイリスク  臨床研究実施チームでは臨床研究を推  実際、チームメンバーの幾人かは、臨   

スク患者スクリーニン  用化総合研  年に作成されたが、今回はメタポリック  と考えられているメタポリック症候群に  進できる若手医師、研究協力者を養成  床研究を推進する位置につき、実践し   

グのための新たな診  究（首床研  症候群に関する疫学調査を含め、その  関して、その発症予測、病態解析、診断  することもひとつの目的であるが、本研  ている。京大病院内で、臨床治験・開発   

断システムの檎築とそ  究基盤整備  病漕に関する様々な解析を本研究職に  基準に関する検討及び治療介入に閲す  究を実践することにより、実力をつけ、  を過当する助教に採用された若手医師   

の臨床応用  推進研究経  おいて行った。従って、診断基準が改芸丁  る研究を行った。メタポリツク症候群は  今後多くの臨床研究を推進すると考え  や心臓リハビリテーションの研究に邁進  
費）  された場合にはその基礎資料として活  られる。   24  64  30  之  138  69  2  0  0  

用されると考えられる。また、メタポリッ  は、この研究での経験を生かし∴現在も  

ク症候群に対する介入方法は、平成20  何らかの臨床研究支援者として活躍し  
年4月から開始される特定健診における  ている。   

保健指導での活用が期待できる。   

弓部大動脈全置換術  
における超低体温療  用化総合研 究（臨床研  提としてきた。しかしながら、生理的な選  
法と中等度低体温環  択的脹行性脳濠流下では必ずしも超低  
法のランダム化比較  究基盤整備  体温の必要がなく、t近では中等度低  
試験（若手医師・協力  推進研究蛙  体温手術が試みられている。しかしなが  

肴活用に要する研究）   費）   ら、これまで中等度低体温手術の利点  
を明示した報告はない。前研究では多  
施設共同前向き調査研究を行い、中等  

12  8  3  39  10  0  0  0   

度低体温手術で輸血が少なく、早期回  
復が得られる傾向を認めた。後のt終  
研究でランダム化比較試験を行い、より  
厳密に比較検討した。これは、本邦初  
の大動脈外科手術におけるランダム化  
比較研究である。   済の安定に千献できるものと考える。  

骨粗転性椎体骨折の  17  19  医療技術実  中村 博亮  わが国は世界に類を見ない高齢社会で  1）骨粗軽症性椎体骨折彼の偽関節発  今回の研究は受傷後6ケ月と比較的短  

治療成績不良をもた  用化総合研  あり、家族構成、介護者、医療に関して  生率は15．0％であった。2）偽関節例に  期間での経過を追跡調査したものであ   
らす直子の解明と効  究（臨床研  欧米諸国とは異なっており、本邦独自  おいて、寝たきり率、AD」低下比率、★  るが、中長期にわたる予後を覿零し、我   

菓的かつ効率的な治  究基盤整備  の推体骨折に関わる調査が必要であつ  反感腐の残存比率が高かった。3）胸  が国独自の医療・福祉行政に役立てる   
療法の確立一多施設  推進研究軽  たが、今まで椎体骨折偽関節の発生  ことが必要である   
共同前向き研究－  費）  と、生活習慣、社会的背景、既往歴、痴  3      0  14  4  0  0  0  

（l臨床研究実施チー  呆度などとの関連を詳細に網羅した研  
ムの整備）  究は本研究以外になかった。我々の研  

究はこれらの全般的要素を含めた前向  
きコホート研究であり、それらの包括的  
な検討が可能である。   

体外培養の増幅血管  17  19  医療技術実  浅原 孝之  血管再生治療のための血管内皮前駆  血管再生治療のための患者の血管内  幹瀾胞・前堅細胞の細胞治療のあり方  GMPレベルのco」】ⅣOCOSSingco爪8「で  NHK、フジテレビ、などのテレビ取材、日   
内皮前駆細胞移植に  用化総合研  細胞を増幅させ移植する辛が可能に  皮前駆鳩胸の敬をコントロールすること  を問うために、無血漬・合成因子組成の  細胞培養を進め、臨床研究を遂行する  維新聞、朝日・読売などの新蘭社から   
よる虚血性疾患治療  究（基礎研  なった。幹細胞・前駆細胞の培養をコン  により、臨床的により多くの患者さん  培地を開発した。ガイドラインの範囲  ことは、行政的な観点で適切な臨床研  の取材をうけ、臨床研究・前臨床研究の   

に関する基礎・巨富床研  究成果の臨  トロールすることは、細胞生物学研究と  重要性をアピールしている。   4  柑  0  0  10  15  3  0  0  

究  床応用推進  しての価値も高いと考える。   題材になると考える。   

研究経黄）  

アディポネクテンを裸  17  19  医療技術実  門脇 孝  我々のモデル動物や細胞レベルにおけ  本研究で開発できたアディポネクテン分  本研究によって得られる成果は、糖尿  本研究によって得られる成果は、将来  本研究によって製品化されたキットは、   
的にした糖尿病・メタ  用化総合研  る検討で明らかになってきたアデイポネ  画測定が、日♯臨床における糖尿病・メ  病診療水準の大幅な向上につながり、  的に糖尿病に伴う合併症によるQOL  臨床検査会社（SRUによって、全匡は勺に   

ポリック症候群の新規  究（基碇研  クテンの糖尿病・メタポリッウシンドロー  タポリックシンドロームの存在診断・病  糖尿病に伴う合併症によるQOL（生活  （生活の質）低下の防止と心筋梗塞・鮎  受託測定が行われ．粟野の臨床現場で   

診断法・治環法の臨  究成果の臨  ムの発症・進展における役割が、実際  憩診断に有用であることが明らかに  の貫）低下の防止と心薪梗塞・脳卒中  卒中発症率の低下を介し、毘民医療費  利用されるようになった。   

床応用  床応用推進  にヒトにおいてもあてはまることが今回  なった。アディポネクテン分画測定法の  発症率の低下を介し、国民医療黄増大  増大の抑制と国民の健康増進に大きく  
研究緑黄）  の成果から示唆されたことで、今後ます  日鴬臨床への応用により糖尿病・メタボ  の抑制と国民の健康増進に大きくT献  天献をすることが期待できる。日本にお  

ますこの分野の検討が学術的にも主要  リリックシンドロームの診療水準が向上  をすることが期待できる。日本における  ナる糖尿病罵患者数の多さや今後の増  
0  8  5  0  3  0  3  0  0  

であることが改めて明らかになった。  することが期待される。本研究の成果  
は、心筋稜圭・脳卒中発症率の低下を  
介し、国民医療費増大の抑制と国民の  
健康増進にT献することが期待される。   

▲」’l  



蛋白コンフォメーシヨ  †7  19  医療技術実  エ藤 幸司  アルツハイマー病こAD）の特徴的病理  主任研究者らによって開発されたAD診  数年以内にワクチン、セクレターゼ祖害  2006年9月21日NHK夜6時以降全国   
ンのインビポ画像診  用化総合研  像はアミロイドβ蛋白の蓄積であるが、  断用PETプ⊂トープ［11C］BF－227の正＃  剤類等のAD根本治僚薬が登場すること  ニュースで研究が紹介された。2006年9   
断  究（基礎研  同病理像は最初の臨床症状が発現す  健禦者とAD患者間の鑑別診断能力は、  が確実視されている。主任研究者らに  月16日毎日新聞朝刊、同10月17日日  

究成果の臨  る数十年前から蓄積を開始することが  極めて優れていることが示唆された。ま  よって開発されたブロープを用いた早期  本経済新聞夕刊、2007年9月8日週刊ダ  
床応用推進  知られている。この病理像を生体で画  た、MC】（経度認知障害）患者では将来  ないしは発症前診断法と根本治療薬と  イヤモンド、同10月13日週刊ダイヤモン  
研究軽費）  像化することができればADの超早期な  を組み合わせることにより、診断時点で  

いしは発症前診断が可能となることは  発症前でありさえすればADに陥らせな  0  19  35  5  40  21  7  0  0  
容易に推測できる。主任研究者らによっ  い時代を招来させることができる。結  
て開発されたÅD診断用PETブロープ  果として国民の医療・福祉に対するT  
［＝C］8F－227の探索的臨床研究を実施  紺は多大なものになるであろう。   
した結果、同ブローフの集積儒はAD患  
首脳における病理像の空間的分布と－  
致した。   

長寿命聖人二間前の  17  19  医療技術実  高取 吉雄  本研究の成果は人工関節の弛みを解  人工関節の手術後約10715年で生じる  平成19年産経済産♯雀妻託手業『平成  平成柑年6月4日、公開シンポジウム   
臨床応用推進に閲す  用化総合研  決し長寿命化を達成する画期的な研究  とされる弛みは最大の合併症である。  19年度戦略的技術開発委託黄医療機  「朝日人工関節フォーラム ー知ってお   
る研究  究（基礎研  開発として国内外で注目を集めている。  従来の人工関節の間断摺動面に生体  器開発ガイドライン策定事＃（医療機器  きたい股関節治療の最前線－」を主催  

究成果の臨  学術的には、mOHipSocietY（米国）の  適合性ポリマー・MPCポリマーをナノ  こ関する技術ガイドライン作成のための  し、本研究誅鰯の成果を社会に発信し  
床応用推進  The Frank Stlnchfieid Awatd. メーター単位で表面処理することで長寿  支援事業）い事務局：独立行技法人  たほか、平成19年9月27日、佐賀で行  
研究経費）  0「軌opaedcR8SearChSoc弓ety（米国）  命化を達成した本研究は臨床的観点か  産業技術総合研究所）において、ご次せ  われたトライボロジー会議の公開シンポ  

のTh8州IliamHarrisAward．日本バイ  らも注目されている。本研究開発の成  代（高機能）人工股関節開発ガイドライ  15  64  12  2  82  57  6  0  l                                                                                            ジウムなど、各地で本研究に間違した  
オマテリアル学会バイオマテリアル科掌  果である長寿命聖人工股関節は、平成  ン素案』の中で、折衷面処理として  講演を行っている。また、これらの成果  
奨励賞、日本整形外科学会奨励賞な  19年4月より∴東京大学医学部附属腐  「MPC処理」が例示され、審議が行なわ  ま新聞（舶日新聞、日本経済新聞、産経  
ど、医工面分野において国際半金3【凱  院を中心に治験が行われており、実用  れた。（第1【司二平成20年†月31日、第2  新町等）、国内外の雑誌）、ラジオ（NHK  
国内学会6回の受賞をしている。  化へ向けたプロジェクトが進んでいる。  回平成20年3月月日）  国際放送等）の媒体を通して国内のみ  

ならず海外に向けても情報が発信され  
ている。   

ヒト心筋・骨格薪から  田  丁9  医療技術実  松原 弘明  我々は心筋幹細胞マーカーとしてSca－  我々は心筋幹細胞マーカーとしてSca一  本研究はと卜心筋幹細胞を用いた世界  新蘭やテレビ等で数多く取り上げられて   
の心筋幹細胞扶の樹  用化総合研  1を同定したが十分に増幅することは困  1を同定したが十分に増幅することは匪  で初めての臨床研究として新規性が誌  いるっ京都府立医大循環器内科HPの   
立と末期的心不全へ  究（基礎研  経であったが、浮遊培養を用いて約100  難であったが、浮遊培養を用いて約100  められるものと考え（国際特許中音I  新着情報（whatnow）を   
の幹細胞移植医摂実  究成果の臨  万倍まで増幅させ多能性幹細胞の特性  万倍まで増幅させ多能性幹報胞の特性  済）、重症虚血性心疾患患者へのbFGF  htゆノ′′ww2．bum．∋CJp′ノmed2．／Ml∂tノi   
現化へ向けての研究  床応用推進  を持ち心茄分化する細腰を得ることに  を持ち心筋分化する細胞を得ることに  シート併用心臓幹細胞移欄をphas㊤  nくゎx，h廿nlをごらんになってください。   
基盤形成  研究軽費）  成功した（国際特許申喜一済）。またbFGF  いb臨床試験プロトコルを作成中であ  

が心筋幹細舵の特異的増殖・分化誘導  る。   
因子であることを発見し、ブタ心筋梗塞  12  20  20  5  22  18  3  0  10  

でbFGFゼラチン生体吸収性シートと幹  
細胞移植の併用により、移植細胞の生  
存率、心筋分化効率、心機能改善は看  
明に向上した。このbFGFシートと瞬細胞  
移植の組み合わせが、現在での世界最  
高の心筋再生医療と考えられる。   

ヒト化CD26抗体の難  円  19  医僚技術実  森本 幾夫  現在基礎研究成果の社会還元というこ  クローン病、重症GVHDについて種々な  日本軽済産業新聞（2006年4月20日）に   
治性免疫疾患（クロー  用化総合研  とが強く望まれている。主任研究者森本  先進的治療法が存在しているが、依然  ヒト化CD26抗体がGVHDなどの難治性   
ン病、GVHDなど：へ  究（基礎研  ま、CD26抗体の開発、CDNAの単離を  として治療抵抗性を示す患者が存在す  免疫病に有効ということが報道された。   
の治療法開発  究成果の臨  世界に先がけて行い、CD26の機能と檎  朝日新聞（ZOO8年8月27日）にヒト化  

床応用推進  遣については先駆的な役割を果たして  CD26抗体が悪性中皮腫にも有効では  
研究軽費）  いる。CD26抗体の実用化のために東  ということが報道された。   

大乗バイオベンチャーを創設し、ヒト化  
CD26抗体を作製し、カニクイザルを用  2  70    7  14  31  0  0  0  

いた前臨床試験も無事終了し米国FDA  
へのhvost鹿七onalN8WDrug（削D）申  
請も承認された。今後臨床応用として実  
用化を目指すので、学術的観点のみな  
らず社会的意義も大きいものと思われ  
る。   に一歩近づいた成果は大きい。  

医療技術実用化総合  19  19  医療技術実  渡辺 敏  世界最高水準の研究成果の創出には、  画期的かつ優れた治療法の確立を目指  事前評価のスクリーニング作業としてピ  厚生労働科学研究費補助金こ基礎研究  本研究では、基礎研究成果の臨床応用   
研究事業（基礎研究  用化総合研  意欲ある研究者の優れた提案に基づい  し、我が国で生み出された基礎研究の  アレビューの導入を提案し、実施手順倭  成果の臨床応用推進研究書賽の採択  姓進研究を中心としてモデルケースとし   
成果の臨床応用娃進  究（基礎研  て実施される研究を採択する必要があ  成果を臨床現場で適切に応用する探索  示した。   プロセスにおいて本研究で作成した評  て、試行的ピアレビューを行った後、再   
研究）の企画と評価に  究成果の臨  る。特に、競争的賃金制度においては、  的堵床研究（トランスレーショナルリ  価支援費料が参考資料として用いら  生医療実用化研究手業にも応用展開し   
関する研究  床応用推進  限られた研究資源を有効活用するた  サーチ）は、臨民に有益な医薬品・医療  れ、手前評価委■会の作♯負担の軽戎  たことで、汎用性の高い評価システム確  

研究経費）  め、優秀な研究の絞り込みに作業（手  技術等を提供する意味からも国家的支  こ十献した。また、再生医療実用化研  立の道筋が見えたと考えられる。必要  
前評価）に重点をおく必要があり、その  操孜策として必要であり、本分野におい  究手業にも応用展開したことで、競争的  な修正の後に厚生労働科学研究全体  
結果、事後の研究成果を著しく向上させ  て、新たな事前評価の在り方を示した点  0  0  0  0  0  0  0  0  0                                                                                                           資金における公正で効果的かつ効率的  で採用すれば、我が国の厚生労働科学  
ることが期待できる。その意味から本研  な事前評価作業に広くT離した。  の全体的底上げと発展に大きく寄与す  
究の書門的・学術的成果は高いと考え  るものと考える。   
る。同時に米匡佃IHのピアレビュープロ  
セスの自己点検状況について調査を  
行ったことで、事前評価制度のより本質  
的な課題も明らかにしている。   

33   



小児内陸等に対する  17  19  医療技術実  牧本 穀  欧米のみならず、国内成人がん領域と  予後不良であった高リスク横紋筋内陸  ガイドライン作成は、本研究の本来の目  将来的には「津床的な使用確認試験」  新蘭への掲載：（1）2005年6月18日 日   
治療開発を意図した  用化総合研  比しても著しく遅れていた小児がん領域  こ対し、有望と考えられる多剤併用・大  的とは異なるものの、本研究で行った臨  や「高度医療評価制度」の枠組みの中  経度菓新蘭（2）2005年8月26日 徳島斬   
多施設共同臨床豆式験  究（臨床試  の臨床試験を根本から考え直し、ヘル  i化学療法の安全性がある程度確認さ  床試験のうち、ユーイング肉腫と急性リ  で、科学的に確かな臨床試験プロトコー  聞（3）2007年12月2日 日本籍済新聞公   
に関する研究  験推進研究  シンキ宣言を遵守した世界標準の方法  れた。ユーイング肉腫において、手術や  ンバ性白血病を対象としたものは、その  ルを作成し、質の高いデータ管理システ  開シンポジウムの開催：川2007年2月  

緑黄）  論に則って行う臨床試験の実施を可能  放射線治療をコントロールした形で行う  治療方針そのものが標準治療と考えら  ムが確保された基盤の上で、しつかりと  之4日「小児がんをみんなで克服するた  
ならしめた。小児がんという稀少疾患に  ♯学的治療の有効性が示唆された。急  れるほど成熟した治療法を採用してお  した研究者主ヰ型臨床試験を行うこと  めに」（丸の内カフェ）（2）2008年1月27日  
9  6ヰ  80  0  139  18  0  0  2                                                                                           おいては、将来の臨床実践に還元でき  性リンパ性白血病において、これまで日  リ、これを全国多施設に配布して臨床試  で、新規治療法の保険適応拡大を初め  「愚書期がんを生きる」（虎ノ門バストラ  
る貰の高いエビデンスを求めるために、  本の40㌔程度の患者が治療されてきた  験を行ったことで、ガイドライン的役割を  とする薬事・医療行政への文献が可能  ル）  
症例数を拡大した国際共同治療開発が  となる辛が期待される。   
望ましい方向性であると考えられるが、  
本研究で確立した基盤に基づけば世界  
的な水準のデータ管理が可能となり、国  
際共同臨床試験の実現への大きな第  
一歩であると考えている。   

小児腎移植における  17  19  医療技術実  飯島 一誠  本研究は、わが国の小児腎移植におい  本研究で行った調査によって、わが国  本研究での調査では、海外で承認され  これまで、わが国の小児腎移植の分野  2007年の日本小児腎臓病学会学術書   
ミコフェノール散モフェ  用化総合研  て、MMFの薬物動態の検討、有効性・  でもMMFが非♯に高頻度で小児腎移植  ている用iに比して、実際に投与されて  では、質の漉い臨床亘式験は行われてお  会のシンポジウム「Ev】doncoとなる臨床   
テルの有効性・安全  究（臨床試  安全性の確認、用法・用iを確立し、本  に用いられていることが明らかになっ  いる用iは少ない傾向にある。それ  らず∴本研究を通じて休制整備の第一  研究をおこなうために」で、主任研究者   
性の確認、用法・用i  験推進研究  薬の小児腎移植適応取得のための評  た。すなわち、MMFはわが国の小児腎  ま、海外での承認が得られた後、新た  歩を踏み出せた。また、このまま予定通  の飯島が、本研究の紹介を行い、わが   
の検討・確立に関する  鰹負）  価あるいは参考資料となりうる研究であ  移植にとって非≠に重要な意味を持つ  こ強力な免疫抑制剤が導入されたため  リに試験が進行すれば、2010年1月に  国の小児腎移植領域でも貫の★い臨床   
研究  る。本研究では、わが国で初めて小児  薬剤であり、本研究で実施中の臨床試  であるが∴本研究によって、新たな免疫  ま試験が終了するが、本試験による有  試験が行われていることが広〈認識され  

腎移植領域の質の高い多施設臨床試  験で、わが国の小児腎移植でのMMFの  抑制剤を併用すれば、東証用主より少  効性・安全性及び薬物動態の検証デー  るようになった。  24  27    33  24  0  0  0  

験が実施され、本研究を通じ臨床試験  薬物動態の検討、有効性・安全性の確  iでも有効で安全であることが示される  タをもとに、小児薬物療法検討会議ある  
こ精通した若手医師が育成され、本領  認ができれば、わが国での小児腎移植  可能性が漉く．小児腎移植の免疫抑制  いは適応外使用の取扱い通知第104号  
域において、賞の高いl臨床試験を立  こ対するMMFの適応取得への遣が開  療法のガイドライン等に変更を加える必  こより、来談申請を目指すことが可能と  
案・実施可能な体制の整備に寄与でき  考えており、行鼓的にも意義深いと思わ  
たと思われる。   持つと思われる。   れる。   

新生児りト児における  17  19  医療技術実  伊藤 裕司  網羅的な文献検束による世界的な既存  本邦の新生児り卜児集中治療領域に於  今後の鎮静薬の適正な使用法に関して  新生児の臨床試験の結果は、関連学会  医学新Ⅳ「M8dcalTrlbun8」附こ研究の   
鎮静薬使用のエビデ  用化総合研  のデータ収集及び既存のエビデンスの  ナるミグゾラム使用に関する実態調査  の指針作成の基礎データを作成できた  で発表し、論文として発表する予定であ  内容が掲覿され、この研究の内容が、   
ンスの確立：特にミグ  究（【温床試  整理を施行した。37ヰの文献から、エビ  （アンケート韻査）では、新生児領域に  と思われる。   る。この臨床試験で、本邦の新生児に  医学関連者に広く知られるようになっ  
ゾラムの用法・用量、  験推進研究  デンスの賞の高いものを精選し報告書  おいては、欧米で推奨される用iよりも  た。              於けるミグゾラムの有効性と安全性が   

有効性、安全性の評  軽費）  とし、今後の利用に足るものを作成でき  証明されれば、製薬企業側も本邦での  

価  た。新生児の臨床試験においては、欧  新生児への適応拡大の申請を検討する  
米での推奨される用iを用いた試験で  準備があるようである。この臨床試験で  
あるために、日本人での両用法・用i  得られる本邦の新生児に於ける母朱団  0  0  8  0  10  2  0  0  0  

でのミダゾラムの有効性・安全性に閲す  薬物動態解析のデータは、貴重なデー  

るデータと、日本人での薬物動態的な  タとしてミダゾラムの添付文書に反映さ  
デ岬タを、いずれも初めて得ることがで  れることが期待される。今回確立した  
き，国際比較が可能となる。早産児での  質の書い臨床試験のインフラを、新生  
有効性▲安全性と薬理学的データはこ  児医療領域での他の臨床試験に応用  
れまでほとんど存在せず、非♯に貴重  し、研究者に広く蕊布してしヽくことが可  

である。   態と考える。   

小児気管支喘息重症  19  19  医療技術実  勝沼 俊雄  2007年6月現在、本試験（盲横ランダム  r鳴息発作圭症度評価」の妥当性に閲し  本研究グループには、4人の「小児気管  現在のところ、具体的成果はない。しか  今現在はまだ学会等での発表がなく、   
発作に対するイソプロ  用化総合研  化比較亘式操）は、未開始である。本試験  ては、CGと実写ビデオ・DVDによる喘息  支喘息冶府・管理ガイドライン」作成委  し、本研究成果が大きな契機となって小  従って社会的な認知・注目lま低い。   
テレノール持続吸入  究“臨床試  こ入る最後の詰めとして、「喘息発作圭  発作適正評価のための教材を作成中で  ■が含まれている。本研究により、喘息  児「オフラベル」薬剤使用問題が進展す   
療法の検討＝サルブタ  験推進研究  症度評価」の妥当性を検証している。さ  ある。現在、参加施設の倫理委貞会を  重症発作の良質なエビデンスが得られ  る可能性はある。   
モール持続吸入を対  軽費）  らに、24時間ランダム化を実行するに当  
象とした多施設共同  たってのweb管理上の問題を宇議して  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

盲検ランダム化比較  いる。また海外派遣手業による細胞を  

喜式験  用いた基礎検討結果より、サルプタモー  
ルにはMAPKを介した催炎症効果が示  
唆されている。   

重症川崎病患者に対  
するステロイド初期投  用化総合研  その重症例に対して免疫グロブリン＋  
与の効果を検討する  究（臨床書式  プレドニン初期投与の効果を判断する  
前方視的無作為化比  験推進研究  ための比較試験である。これにより免  
較試験の計画に閲す  軽費）   疫グロブリンのみによる冶動こ反応しな  
る研究   い”不応例”や、反応例の一部に発症す  

る重篤な合併症である冠動脈痔の発症  8  13  14  0  34  2  0  0  0   

辛が低下する可能性が高いと考えられ  
る。欧米でのトライアルにおし＼ては既に  

プレドニンの有効性も証明し得た報告が  
多く極めて有意義な研究である。  
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乳児重症ミオクロニー  19  †9  医療技術実  井上 有史  6施設で乳児重症ミオクロニーてんかん  乳児重症ミオクロニーてんかんは容易  Stir■匹ntく－1の臨床評価試験研究にあ  厚生労働省の未承認藁使用問題検討  EUにつづき本邦でStiripontolが導入さ   
てんかんに対する新  用化総合研  児112症例の治療状況を後方視的に把  こけいれん圭積をおこし、医療依存性  たって、治験薬概要書を穣訳し、EUでの  会議（2007．7）にて、早急に本邦への  れれば、その国際的な学術的意♯は大   
たな治療法確立のた  究（臨床試  堰した結果、既存抗てんかん凄15種に  の極めて高い重篤な疾患である。既存  治験方法に基づいた試験研究実施プロ  Stlrip8ntOト導入が検討されるべきと結論  きい。しかし何よりも、本研究が新薬ヰ   
めの研究  験推進研究  より50％以上の発作減少が得られた症  の抗てんかん薬の効果は限られ、頻回  トコールおよび症例報告書を作成した。  された。このためフランスの製造販売会  入の基盤となることにより、Stmpontolが  

緑黄）  例は15％にすぎす、有効な新薬凛入の  こ反復する発作が精神運動発雇の里  StirlPやntOlはP450チトクロームを阻害す  社と直接の話し合いをもち、早期に日本  本邦に導入されることになれば、息児・  
必要性は明らかであった。そこでEUで  蔓な阻害因となっている。Stiパ匹ntOが  るため、併用薬との相互作用に注意を  の提携企＃をみつけ、導入への方向性  家族のQOLの著しい改善が見込まれ  
る。       希少疾病藁として承認されている  発作減少をもたらし、ことにけいれん呈  要する。EUでの経験、本邦での臨床試  を早期にさぐることの7承を得た。な  0  0  0  0  3    0  0  0  
St両匝ntOlの臨床評価試験研究を行つ  稜の回数を減らし、発作の持続を短縮  験の軽験に基づいて、本邦ヰ人後の便  お、本試験研究はcompassion8t8uS8に  
たところ、25症例のうち16例（＄4％）で発  

作が50％以上減少し、さらにけいれん圭  
積の減少や発作の持続が短縮した症例  
がみられた。この有効な薬剤を本邦へ  
導入するための準備態勢を整えた。   

造血幹細胞移植を受  19  19  医療技術実  奥山 虎之  ムコ多糖痘ⅠⅠ型は、ライソゾーム病の中  本研究により、ムコ多糖症皿型醇兼製弁  本研究は、長期フォローアップという形  一連のライソゾーム泉酵素製剤の国内  ムコ多糖痘Ⅲ型酵素製剤の承諾に降し   
けたライソゾーム病患  用化総合研  で、暮も頻度の高い疾患のひとつであ  イデュロサルファーゼは、日本人患者に  で蛙続する。その結果は、数年後には  臨床開発においては、日本での新たな  て、多くのマスコミ（NHK．FM東京、ラ   
者に対する酵素補充  究（臨床試  る。これまで、本症はリスクの高い造血  おいても欧米と同様の効果得られるこ  間違学会を通じて、治療適応ガイドライ  治験を行わず∴垣外治験データの書査  ジオ日経など）で、主任研究者自身が出   
療法の適応と投与方  験推進研究  幹機胞移植以外に有効な治療手段に  と、および安全性についても大きな問題  ンの形でまとめられる予定である。  こよる早期承認をめざすスキームが定  潔した。   
浅の確立に関する臨  軽費）  乏しい疾患であったが、酵素補充療法  着した。しかし、治験未実施のデメリット  
床研究計画の作成  製剤の開発により、治療への期待が高  もあり、本研究により実施された多施設  0    2  0  5    0  0  0  

まっている。本研究は、造血幹細胞移  共同の日本人患者を対魚とした投与試  
植の再評価と日本人愚者を対象とした  験は、それを補完すり意もがある。   
はじめての本格的な投与試験の実施し  
たものである。   

難治性心不全に対す  19  19  医療技術実  声高 浩司  標準治療によっても十分な治療効果の  パイロット試験によって無作為化試験実  本葉の重症心不全の適応に関しては企  平成20年1月22日、九州大草医掌部百   
るPD∈5阻害剤の効  用化総合研  ない皇虚心不全患者にシルデナフィル  施の素地が形成された。本邦において  羊により国内開発される見込みがなく、  年講堂において「良質な医師主導臨床   
果を検証する無作為  究（l臨床試  を経口で反復投与する単群パイロット試  ま本案の心不全への応用は初の試み  現時点で本邦の内什にあった医師主導  試験支援人材の育成」シンポジウム（－   
化比較試験の計画に  験推進研究  厳により症状の改善、P8akVO2．BNP．  である。血管拡張能、運動耐容能の改  の臨床研究を実施し心不全に対する有  般公開）において成果発表。平成20年2   
関する研究  軽費）  血流依存性血管拡張能などの改善を認  書などは欧米でも報告されている通りで  用性を確立することは日本の薬剤開発  月28日、乱本都市センター会矧こおい  

めた。H20年度以降、本邦の内什にあっ  史には前例がない。   て臨床試験推進研究成果発表会（公  
た医師主導の比較l臨床研究を実施して に 開）にて発表ぐ  

0  0  0  0    0  0  0  

心不全対する有用性を確立し、最圭  hゆS：／／dbcontr82JmaCCt．med．orJp′′′Re  

虚心不全症例において心移植が回避・  邑／mrpt20080228／info．htm   
延期できれば、心移植が遇★の医環と  
なっている欧米と異なり、本邦での社会  
的意萄は非♯に大きい。   

タクロリムスの難治性  19  19  医療技術実  千葉勉  難治性のクローン病患者に対してタクロ  難治性のクローン病はレミケード、ステ  本研究の成果は正接ガイドラインの開  クローン病は国の難治性疾患研究の対  本研究で、難治性クロン病患者に対   
クローン病治療に向  用化総合研  リムスの投与をおこなったが、ステロイ  ロイドに抵抗性であり、現行の保険医療  発とは結びつかないが、今後クローン  象疾患であり、そのため患者に対する  するタクロリムスの優れた効果がみとめ   
ナての箇床試験実施  究（臨床試  ドやレミケードに抵抗性の患者に対し  こよる効果的な治療法が存在しない状  病冶環のガイドラインの中に、難治性ク  救済措置がとられている。しかしながら  られたことから、薬剤メーカーによる本   
計画に関する研究  鹸推進研究  て、非♯に効果的であることが明らかに  況にある。今回これら難治性のクローン  ローン病に対してタクロリムス治療を加  本疾患の治環薬として現在保険診療で  薬剤の臨床治験の動きが加速されるこ  

緑黄〉  なり、潰瘍性大腸炎のみならず、クロー  病患者に対して、タクロリムス投与が有  える必要があると考えられた。   認められているのは、5ASA製剤、免疫  とを期待したい。また本成癌を論文化す  
ン病に対しても．主としてT細胞の免疫  効であり、かつ即効性で、ステロイド減  抑制剤．ステロイド、レミケードのみであ  ることで、消化器病学会などを通した、  
抑制が効果的であることが示された。ま  i効果にもすぐれていること、さらに大  0  10  10  0  10  7  0  0  0                                                                                             り、タクロリムスは保健医療の対象薬斉  保健医劇中譲の参考資料となることが  
たその効果は即効性であることも判明  とはなっていない。本研究でタクロリム  
し、欧米でおこなわれている難治性ク  スの難治性クローン病患者に対する優  
ローン病に対するタクロリムスの効果が  れた効果が認められたことは、今後タク  
わが国でも認められた。   一つとすべきであることが証明された。  ロリムスのクローン病封腋こ対する保  

険医療承認にむけた、大きな第一歩と  
なると期待される。   

老人施設・在宅にお  8  19  長寿科学総  後藤 百万  病院、老人施設、在宅などの高齢者介  排泄リハビリテーション施設評価基準  排紗ノハビリテーション施設評価基準  今回の嫌紗ノハビリテーション地域モデ  

ナる高齢者排泄リハ  合研究  護・看護に関わる施設における高齢者  ま、単に評価の目的のみならず、適切  ま、排泄状態の評価（アセスメント）に関  ルは、行政（碧南市地域包括支援セン   
ビリテーションに蘭す  排泄リハビリテーション状況を定性的、  な排泄リハビリテーションの方法論や目  する要件、排泄管理に関する知識・技  タ〉）を中心に、病院、開羊医、老人施   
る施設評価基準の作  定i的に評価できる基準を、全国の施  攫を提示することができる」素泄リハピ  術の確立に関する要件、拝泄管理の実  設、在宅介護・関連施設のネットワーク   
成と地域モデルの開  没頭査に基づいて作成した。   リテーション施設評価基準の全国的活  0  0  0  0  2  0  0  0  0  
究  用と地域モデルの捷示により、全国的  

な排泄管理の向上、高齢者・介護者の  
生活の質向上、介護予防への文献が期  
得できる。   す。   

35   



生体内酸化ストレスに  17  19  長寿科学総  石井 正明  ミトコンドリア電子1云連系複合体ⅠⅠの  生理的老化はミトコンドリアの活性酸素  今後、抗酸化に関わる食品・栄養補助  若年性疾患の原因として活性酸素が深  「エイジングリくイオストレス・メタポリ   
よる老年性疾患の発  合研究  SDHC遺伝子に変異を持つトランスジェ  発生iの増加に起囲した酸化障害の蓄  食品などの開発が活発になると考えら  く関わっていることが示唆されたが、さら  ズム研究会」（京都市、2007年4月）を開   
症機構の解明と予防  ニックtマウス（m8V－1マウス）が、ミトコ  積、その蓄積によるアポトーシスの過肴  れるが、生体内の活性酸素の主な発生  こ厳器により酸化ストレスの影響が異  催し、m8V－1マウスとSMP－30マウスの  

ンドリアから発生する活性酸素を起因と  誘執こよる臓器萎縮、機能低下によリ  頒がミトコンドリアであるということから、  なることを示唆したことから、老年性疾  酸化ストレスが関わる老年性疾患の研  
する老年性疾患のモデル動物として有  生じることを明らかにし、酸化ストレスの  ミトコンドリアから発生する活性酸素抑  患を減少させるには、酸化ストレスに対  究への有用性を公表した。静岡新聞  
用であることを示した。ビタミンCの合成  抑制や抗酸化能力の促進が老年性疾  制効果をもつ物質の開発にmev－1マウ  処する方法を臓器ごとに開発する必要  （平成17年12月18日）の遊歩道「がん  
能力を欠擁したSMP－30マウスが抗酸  患発症の抑制につながる＝とを示唆し  スやSMFL30マウス、「線虫の寿命を指  性があることを提吾できた。   予防研究最前線（403号）」に「発症に活  
化に関わる老年性疾患のモデル動物と  楔とした、新規生理活性物質スクリーニ  l  20  8  3  47  23  l  0  0  
して有用であることを示した。我々が  ング法」が有用であることを示唆した。  タイトルでmev－1培養細胞が紹介され  
開発した「線虫の芳命を指標とした、新  たっ   
規生理活性物質スクリーニング法」が弄  
命に変化をもたらす生1哩的活性を持つ  
物質の探索に有用なシステムであるこ  
とを示した。   

中★年健康増進のた  17  19  長寿科学総  能勢 ≠  従来から．体力向上のためのトレーニン  予防医療における運動処方は最後の  運動所要it連動指針の策定検討会  平成28年4月1日から生活習慣病予防を  「インター／くル速歩トレーニング」による   
めの汀による地域連  合研究  グはマシンを用いた個別運動指導が理  切り札と注目されているにもかかわら  （平成18年7月）＝ 本研究の成果の－  目的とした特定保健指導が施行され  e一入ルスプロモーションシステムは運   
携型運動処方システ  想的とされていたが．本研究で．携＃型  ずどれくらい運動虐すれば．どの程度  部が．「健康づくりのための運動指針  運動処方に対する期待は大きい．その  動処方効果について3．000名規模の   
ムの積築  カロリー計「熟大メイト」．「インター／くル  の効果が期待できるか．といった「費用  2006一生清音償病予防のために－（エク  ような状況の中「健康づくりのための  データベースを構築した点で．NHKの  

速歩トレーニング」．e－ヘルスプロモー  対効果」は明らかにされていない，本研  ササイズガイド20（）6）」に採択された．具  運動指針2006」は文字どおり運動処  「おはよう日本」をはじめ．全国的に報  
ションシステムによって．マシントレーニ  究によって蓄積された3．000名のデータ  体的には指針の中の「自分に合った  方の理論的な拠り所とされている，この  遺された地方局も含めれば相違回数  
ングに匹敵する効果が得られることが  ベースから1日30分．週4日．5ケ月間  連動でいい汗かこう．週合計60分！」の  指針の中で．「まず．各人の体力を灘！定  ま3年間で54件にのぽる また．本研究  
0  20  23  l  37  9  9  3  5                                                                                                       明らかとなった．その結果マシンなし  のインターバル速歩トレーニングを行う  標語でわかるように．1）体力という横  し．それに合わせた運動プログラムを実  ま「体力向上のための運動処方をジム  
で数千一散万人を対象として少人数  ことで．各種生活習慣病予防・介護予防  念が指針に採択されたこと．2）各値人  施することが望ましいjという†己述が採  から開放した」点で国際的にも高く評  
の書門スタッフで。体力向上のための個  指標が20％改善し医療費が半年で  の体力に合わせた個別運動処方の圭  訳されたのは．本研究で得られた3，000  価されMayoClln忙．Ya！e大字との国際  
別運動指導が可能となり．運動量とそ  2．3000円（20％）削威されることが明ら  要性が指針に採択されたこと．の2点を  名のデータベースから導き出された結  共同研究も実施し．高い評価を得たま  
の効果の予測式の決定一運動反応性遺  あげることができる   果に基づくものと考えている   た．2009年の国際生理学会で英国生理  
伝子探索．健康機器・食品の効果判定  芋会が本研究の将来凱こついてシンポ  
などの研究を可能にした   を開催する   

骨粗転症性椎体骨折  17  19  長寿科学総  中村 ≠亮  わが国は世界に類を見ない高齢社会で  り骨租軽症性椎体骨折儀の偽関節発  今回の研究は受信後6ケ月と比較的短  
の治療成績不良をも  合研究  あり、家族構成、介護者、医療に関して  期間での経過を追跡韻査したものであ  
たらす因子の解明と  欧米詩国とは異なっており、本邦独自  るが、中長期にわたる予後を観察し、我  
効果的かつ効率的な  の椎体骨折に関わる諷査が必要であつ  が国独自の医府・福祉行孜に役立てる  
治療法の確立一多施  たが、今まで稚体骨折偽関節の発生  ことが必要である。   
設共同前向き研究－  と、生活習慣、社会的背景、既往歴、痴  3      0  14  4  0  0  0  

呆度などとの間違を詳組こ網羅した研  
究は本研究以外になかった。我々の研  
究はこれらの全般的要素を含めた前向  
きコホート研究であり、それらの包括的  
な検討が可能である。   

MCIを対象とするアル  山  19  長寿科学総  伊藤 健吾  1，厳密な診断基準にもとづく114例の  本研究は軽度認知躊害（MCl）を対象と  今年度末に1年巳の追跡調査が終了  画像診断にうちFDG－PETによるアルツ  日本神経学会、日本核医学会、計本誌   
ツハイマー病の早期  合研究  MCI患者のコホートを確立し、その特徴  した前向きの多施設共同試験により、ア  し、引き続き追跡調査を行う予定であ  ハイマー病の診断について、米国では  知症草会、青森県核医学研究会、東北   

診断に関する多施設  を画像検査（PET、MRl〉、神経心理検査  ルツハイマー病（AD）の早期診断に関  る。3年間の追跡調査終了後にはアル  M◎dlC∂reによリFDG－PETによるアルツ  脳循環カンファレンス、関西駐核医学研   

共同研究  から明らかにした。2．FDG－PET上のAD  するFDG－PETの有用性を中心に科学  ツハイマー病の早期診断について画像  ハイマー病の診断が保険適用となって  究会など多くの竿会、研究会などでセミ  
パターン、MRI上の海馬傍回の萎縮はと  的根拠の確立を目的としている。【臨床  診断（PET．MRりによるMCけら、らADへの  いるが、日本では現在まで保険適用に  ナー、シンポジウム、特別講演において  
もに約70％の症例において認められ  的に蔽密な選択基層にもとづく114名の  進行の予測診断能など臨床的有用性  なっていない。日本でも早期の保険適  研究の意桧、内容、成果を紹介した、あ  
た。3画像検査間（PETとMRI）およぴ  MCl患者のコホートが確立され、PET、  こ関する科学的根拠が確立される予定  用が認知痙診療の精度向上、標準化の  るいは紹介する予定である二  
画像と神培心理検査の間には相関が認  MRI、神梓心理検査の解析により、コ  である。これらの成果がアルツハイマー  ため求められているが、本研究で早期  26  9    37  12  0  0  

められるものがあった。4．現在、この  ホ▼トの特徴が明らかにされると同時  病の診療ガイドラインに盛り込まれ、認  診断に関する科学的根拠が確立される  
MC】のコホートは1年目の追跡調査が画  こ、追跡調査も確実に行われている。  知症診療の精度向上、標準化に役立つ  ことは今後、FDG－PETの保険適用につ  
像を含めて順調に行われ、一部は2年  いて行政的判断を行う場合に寄与する  
目の追跡に入っている。   診断に関する日本独白のエビデンスが  ところ大である。   

世界に先駆けて発信される予定であ  
る。   

老化とその要因に開  17  

する長期縦断的疫学  合研究  び拝神的変化の包括的維新疫学研究  慣・環境要因による老化や老年病への  別に40歳代から80歳代まで中高年者の  る膨大な縦断的データと．そのデータの  聞、中日新聞など11回、匹】内および海   

研究  である本研究からの成果は、医学、心  影響が解明され．予防法が明らかにな  英文でのモノグラフの作成を行い幸臣告  解析から得られた、医学、栄養、運動、  外のテレビ放送4回、ラジオ2回、一般  
理、運動、栄養、身体組成などの分野  り、一次予防、二次予防を通して、老年  暮として印刷するとともに、インターネッ  心理の各分野におけるさまざまな成果  向け雑誌2回、医師向け雑誌3【萱＝こわ  
で、基礎医学から社会科学まで長寿利  病の臨床医学に大きく千献するとものと  ト上に公表している   から、老化や老年病の予防法が明らか  たって取り上げられ紹介されている。持  

17  40  43  0  90  ロ  0  0  10  
示してきただけでなく、正精老化と加齢  長期縦断研究から得られたデータは、イ  nd8Xlhtml）。このように包括的かつ詳  の健康増進とQOLの改善が期待でき  「老化の仕組み見えてきた」として特集  
こ関連した身体諸臓器の病的変化を明  ンターネット等を介して国の内外に情報  細な老化の基礎データの公開は他に例  る。さらに、これらは国民全体の保健や  曹己事を租んで研究内容について紹介さ  
確に区別し、人間の老化機序解明のひ  を発信することにより、今後の高齢者医  のないものであり、日本人の老化に関  医療・福祉の向上．医療費の低減など  れた。海外からも韓国国営放送KBSが  
とつのステップとして貢献した。   療の発展へ大きく↑献できると期待され  する基礎データとしてきわめて重要であ  を通して、皐土会に大きく貫献していくもの  取材に来訪し、科学書絶の中で本研究  

る。   る。   と期待される。   の成果紹介を行っている。   
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生活習慣・背景要因・  8  19  長寿科学蘭  安藤 富士子  単独のコホートでの詳細な縦断データを  骨組軽症ハイリスク群を骨密度低下前  骨密度感受性遺伝子多型と代表的な生  骨粗軽症ハイリスク群を健診レベルで  骨密度感受性遺伝子多型については6   
遺伝要因による総合  合研究  用いて、骨密度・骨租髭痘にかかわる  こ検出し、生活習慣の改書により骨密  活習慣・背よ要因に関する倭人データ  の検査で抽出し、オーダーメイドの生活  本の英文論文にまとめて公表した。「生   
的骨粗軽症リスク診  遺伝的要因、生活習慣、背景要因とこ  度低下を予防する一次予防の方策とし  から、骨粗軽症有病率や将来の骨密度  習慣改書による甘粕軽症第一次予防法  清音慣・背景要因・遺伝要周による総   
断システムの開発  れらの交互作用を網羅的に解析し、閉  低下カープを予測できるアルゴリズムを  合的骨租転症リスク診断システムの開  

経女性について、大腿骨骨観照症看病  開発した。   16  23  8  2  92  28  0  0  0  

リスク推定式と骨密度低下iの招来予  の予定である。   

測式、ならびに生活習慣改善による骨  
密度低下予防量推定式を作成できた。   

地域支援事業におけ  17  19  長寿科学総  安村 誠司  対象者や地域の特性に応じた「運動器  作成された「運動器の機能向上」プログ  1「運動器の機能向上」プログラム（改  介護予防手業は開始されたが、自治体  開発された「太極拳ゆったり体操」は虚   
る体力向上サービス  合研究  の機能向上」プログラム（改訂版）を作  ラム（改訂版）、およぴ、第4期介護保険  訂版）2第4期介護保険手業計画にお  担当者はその実施方法等に苦慮してい  弱高齢者（特定高齢者）に特化した体操   
のあり方に関する研  成した。また、第4期介護保険車＃計画  事業計画における介護予防事♯検討マ  ナる介護予防事業検討マニュアル（稟）  る。本研究班で作成した「運動器の機  として注目され、全国紙でも取り上げら   

における介護予防事業検討マニュアル  ニュアル（案）は、いずれも市町村が有  まいずれも自治体の担当者が介護予  能向上」プログラム（改訂版）、およぴ、  れたっ  
（稟）を作成した。市町村が有効な介護  効な介護予防手業を実施するうえで有  防手業を実施する上で極めて有効なプ  第4期介護保険事業計画における介護  
予防事業を実施するうえで、いずれも有  予防手書検討マニュアル（案）は行敢的  
効であると考える。さらに、作成された  観点から極めて有益な成果と考える。  2  0  0  0  J  0  0  0  0  

「太極拳ゆったり体操」は虚弱高齢者  また、虚弱高齢者（特定高齢者）に特化  
（特定高齢者）のみに対象を特化してお  した「運動部の機能向上」の体棲はな  
り、今後の介護予防効果が多いに期待  かったので、「太極拳ゆったり体操Jもき  

されるが、その効果を検証することが課  わめて意義深いと考える．   

題であると考えられた。   

生活機能向上にむけ  17  19  長寿科学総  大川 弥生  介護予防のあり方を、生活機能（WH  今後の「活動」向上と生活不活発病予  ・災害時に被災直後から生活不活病発  ・災害時の蕎齢者における生活不活発  生活不活発病、及びその観点からの   
た介護予防サービス  合研究  ○国際生活機能分類）維持・向上にむ  肪■改善を明確なターゲットとした、介護  生者及びハイリスク者を発見し、それを  病への対応については能登半よ地震  介護予防のあり方、また災害時の介護   
のあり方及び技術に  けて「廉用症候群モデル」に重点をおい  予防のシステム・プログラム設計上重要  集団としても把握し、集団や地域全体の  （19年3月）では発生翌日、新潟中越沖  予防については各種新聞、テレビ等の   

関する研究－「廃用  て明らかにした。特に1）「活動」の向上  な示唆をえた。特に、1）介護予防の  生活不語病予防に向けてのプロゲラ  地産（19年7月）では発生当日から厚労  メディアでとL」あげられた。・能登半島虻   

症候群（生活不活発  こ重点をおいたプログラムが効果的（生  対象者の同定法として「環境限定型自  ム、システム作成にも役立たせるため  省よりその予防にむけての通知（及び  蟹の介入研究等についてのNHKテレビ   
病）モデル」を中心に  活機能相談窓口の効果立証）、2）対象  立」を介護予防の対象として位置づけ  のコンピュータープログラムソフトを開発  資料）が出された際の基礎資料となっ  等での報道内容は奉書一院災害対策特  

者の同定法として「普遍的自立」（ICF評  る、2）具体的ツールとして「生活不活発  した。・生活機能調査結果及び「普遍的  た。また、新潟県中越沖地雷及び富山  別委■会（19年4月4日）でも取り上げら  
0  5  16  l  n  5  0  9  34                                                                                                       価点0）と「環境限定型自立」（同▼1）とを  病チェックリスト」が有用、3）一般医療  自立」と「限定的自立」の区別の必要性  県鳥波板亨（20年2月）時の厚労省等か  れた。・長寿科学総合研究研究成果等  
区別することが重要、3）一般医僚機閣  の生5舌不活発病予防・改善への積極的  の立証は、生活機能の3つのレベルの  らの避難所及び被災地域住民に配布さ  普及啓発事業発表会として一般向けに  
受診者に廃用症候群モデルの生活機  関与が必要、4）「生活機能」「生活不活  うちの「活動」イ参加」について厚労省  れた廃用症候群の発症に関する啓発チ  20年3月27日「災害時の生活機能低下  
能低下看が多い、4）地震とは異なる災  発病jの理解は、専門雲、一般書齢看と  社会保障審議会統計分科会生活機能  ラシ・ポスター等の基礎資料となった。・  予防：特に生活不活発病をターゲットに  
害である豪雪でも廉用症候群が生じ、  もにいまだ過渡期であり、今後の普及  分類書門委■会が評価点（暫定案）を  介護予防における「リハ・マネジメント」  して」を開催し、NHKニュース専のメディ  
災害を介護予防必要例同時多発発生  啓発が緊急の課題であることが明らか  決定する際の基礎資料（18年12月13日  の「基本的考え方や様式例」の基礎資  アで、災害時のみでなく介護予防全般  
時と位置づける必要がある。   となった。   等）となった。   料となった。   の典型例として取り上げられた。   

高齢者の終末期ケア  17  19  長寿科学総  葛谷 雅文  粛齢者介護施設崩員の意識から、看  主に、インフォームドコンセントの在り方  1）高齢者介護施設職■向け教育のガ  終末期ケアに必要な条件として、呑ま・  国民の多くが在宅死を望んでいると考   

こ関する研究一各施  含研究  護・介護職■を対象にした終末期ケア  こついて重要な知見が得られた。具体  イドライン作成のための基礎資料が得  介護職■の増用L看護・介護を提供す  えられていたが、本研究では、医帰着   
設における裸準的終  教育の必装填旨が明らかになった。ま  的には、医師の説明の仕方・内容によ  られた。2）高齢者介護施設向けアドバ  る時間、融■を対象にした終末期ケア  が考えるほど在宅で■期を迎えることを   

末期ケアの確立に向  た、全国の医学科・看護学科のシラバス  り、高齢者の自己決定は容易に変容し  ンスケアプランニングシートを開発した。  に関する教育、医療機関・医師からの  高齢者本人と家族は重要視していない   

けて－  の調査により、従来の緩和ケア教育プ  得ることが分かった。イラストなどを用い  これを用いて高齢者介護施設入所時の  支援、医師・看護師の24時間体制など  ことが分かった。また、高齢者の終末期  
ログラムとは異なる、高齢者終末期ケア  た標準的で分かりやすい説明方法の研  終末期ケアの方針に関するインフォー  が挙げられた。こうした条件に配慮した  を「生命予後の危機」と考える医師、看  
こ必要な包括的教育プログラム案が作  究の必要性が示唆された。また、認知  ムドコンセントのガイドラインを作成でき  施策が求められる。また、介護老人保  護師、介護職儀が多い一方、「日鷺生  

54  40  7  0  35  2  l  0  0                                                                                                      成できた。その他、高齢者の終末期ケ  症が進行したときに希望する終末期ケ  る。3）経口摂取障害の緩徐発症、種菅  健施設（老優）において、家庭復帰困難  活動作の低下」と考える患者・家族が多  

アに主要な要素として、「鎮痛・苦痛除  アの内容では、「主治医にまかせる」の  導入前の感染症状、導尿カテーテル留  者の処遇については「あくまでも家庭復  かった。高齢者の終末期に対する捉え  
去」、「死に対する不安の解除」、「友人  観であった。医師の倫嘩観や哲学が終  置．軽管導入後4カ月以内の肺炎・重篤  帰を」という回答は僅かで、「特養入居  方や考え方は立場や職権によって大き  
や家族とのコミュニケーション」、「尊厳を  末期ケアの方針を決定付ける大きな要  な消化器症状・尿路感染症などが権管  までの待機場所」という回答が多かっ  〈異なっていた。高齢者医療を書門とす  
もった扱い」の4つが挙げられ、コミュニ  兼になることが示唆された。   栄養導入後の短期死亡を予測する因子  た。老健を終末期ケアをも担う施設へと  る老年科医は、終末期ケアは患者や家  
ケーション教育が必要なことも分かっ  であることが分かり、経菅栄養導入に関  転換することを検討すべきであることが  族との共同作業であると捉え、共通の  
た。  するガイドラインの作成に資する。  示唆された。   認識に基づいたケアの実掛こ努力すべ  

きである。   

男性ホルモン低下に  1丁  19  長寿科学魔  放下 雅弘  メタポリツウシンドローム、動脈硬化、勒  少数例ではあるが虚弱高齢者に対する  結果の一部は、介護予防ガイドライン  朝日蒼潤m己事〔20D7年10月22日夕刊）   

起因する老年病の治  合研究  起障害、認知症、虚弱化といった嵩齢  アンドロゲン補充療法およぴその代替  （厚生科学研究所儒行）に盛り込まれ  などに研究内容が紹介された。日本   

療戦略とその機序に  者の疾病状態にアンドロゲン低下が寄  療法としての運動療法の有効性を示し  た。今後、日本Men’sHea仙医年会など  Men’sH㊦a仙医学会主催の公開セミ   

関する総会研究  与することを臨床的に示し、その機序の  ナーで発表。   0  20  44  12  94  8    0  0  

一部を基礎研究で明らかにした。   
した。   

特別養護老人ホーム  18  19  長寿科学彪  井上 由遣手  サテライト型特別養護老人ホームの実  療養病床再軋二おける建物整備（改  ユニットケアの各種研修を行っている認   

におけるサテライト居  合研究  笹把握がなされ、様々な事業を複合整  修・サテライト）上の誅顆が抽出された。  知痘介護研究・研修東京センターと医  

住と本体改修に閲す  償することで、建物内での♯時看護日  療福祉建築協会の共催にて個室ユニッ  
る研究  中1名配置と棟数夜勤配置が実現され  ト化改修の研修会を2007年夏に実施し  

ていた。医療については本体施設との  60名の法人等の参加を得た。静岡県、  

距離によっては、本体施設の嘱託医の  0  0  2  0  4  0  0  l  4  

ほか近隣の開業医のサポートを得てい  講演ならびに研修を実施した。   

る事例があった。利用者家族からは評  
価を得ているが、利用者の生活・精神  
面に対する定量的な評価は課類として  
残った。  
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「理由暮」機運様式を  柑  19  長寿科学腰  鈴木 晃  どのような動作を改善するために住宅  住宅改修を評価する現場からみた成果  開発した「理由書作成支捜ソフト」は、介  介ま給付等費用適正化事♯のなかで、  日本建築学会在宅ケア環境小委■会   
活用した住宅改修評  合研究  改修を行うかという目的動作について  という意味では、まず自立支援としての  護支援書門■による住宅改修計画のア  住宅改修費の給付について市町村職  において、公開研究会「住宅改修の評   
価システムの構築に  ま、これまでデータがなかった。「理由  改修目的の重要性に関する啓発と評価  セスメントの手l願を誘導するものであ  ■による事前訪問調壬が指針として示  価システムのあり方」が平成19年2月2   
関する研究  書」標準様式の記載内容に関する調査  方法の具体的例示で、事前申請時の確  る。大多数が採用している標準様式に  されたこと（厚生労働省告示第三十－  3日に開催され（東京・日本建築学会会  

によって、「便器からの立ち座り」「浴圭  認業務が改善され、保険者による給付  ついての作成ガイドを兼ねているため  号、平成20年2月20日）について、本  議圭）、研究班として主報告「『理由書』       出入口の出入りJ「浴槽の出入り」「出入  妥当性に関する評価が適切になされる  こ、介護支援書門■に活用される可能  研究成果はその妥当性を示すものとし  標準練武を活用した住宅改修評価シス  
口から敷地外までの屋外移動」のl観で  傾向が高まるであろう。捷美した二つの  性は高く、結果的に適切な住宅改修計  て位置づけられる。   0  0  2  0  n  l  0  2  2                                                                                              テムー保険者による事前申請時の評価  

多いことが示され、住宅部位に関する  を中心に」を行った。   
設計上の配慮点が浮かび上がった。さ  
らに、改修方法に関連する、より詳細な  
動作細分類もおよその傾向が示された  
ことで、住宅改修の目的達成をベースと  
した評価研究が実施可能となった。   

介護予防の効果評価  18  19  長寿和学総  川越 雅弘  原著論文7件、その他の論文3件、学会  松江市介護保険課、松江地域介護支援  研究成果は、逐次医療・介護関係者や  200丁年11月18日に開催された兵♯県プ   

とその実効性を★め  合研究  発表6件（国内学会5件、国際半金1  書門■協会、学識軽験看とともに、「介  ライマリ・ケア協議会第5回研究会にお  

るための地域包括ケ  件）、研究会発表5件を行った。  護予防ケアマネジメントの手引き－思考  いて、①介ま予防の効果評価に向けて  

アシステムの在り方に  過程の整理を中心に－」を作成し、関係  （川越雅弘）②デイサービスによる介  

関する実証研究  者に配布した。   護予防効果（大浦由紀）③訪問リハビ  
7  0  3  0  5  l  0  0  0  

慎吾）径）行政サービスによる介護予防  
効果（大里和虐）⑤訪問介護による介  
護予防効果（竹内さをり）の計5題の研  
究成果発雇を、地域ケア関係者に対し  
て実施した。   

松戸市における認知  18  19  長寿科学総  服部 孝遣  都市型住宅地在住の高齢者325人を対  1．都市型住宅地在住の高齢者に認知  1．本研究の取り組みかb、介護予防活  本研究の取り組みおよび成果につい   

應」寝たきり高齢者の  合研究  象に認知機能の集団スクリーニング検  面および身体面への介入を行なった結  勒へのニーズの1さが明らかとなって  て、研究フィールド地域での啓発活動を   

実態調査と早期対応  壬（ファイブ・コケ）を実施し、認知機能性  果、非介入群と比較して、介入群の認  おり、今後行政において、このような介  行った。これにより、今後の活動への理   

の研究  下が疑われた者に対し、頭部CT・神経  知機能（視空間能力、言語流暢性）およ  護予防活動の場を提供していくことが求  解■協力を得るとともに、地域住民の意  
心理学的検査を実施した。さらに一部の  び身体機能（バランス能力、歩行能力）  められる。これは、介護保険サービス導  誰付けを行い、認知症サポーター養成  
者について、［11C］pIBPETとMRl検査を  が向上した。また、介入群の90％以上  人前の轟齢者の受け皿となり得る。2．  に繋げていくことを目的とし、今後も啓  

実施し、軽度認知障害者4名と健♯看1  0  0  2  0  7  0  0  0  ■  
名において脳内にアミロイド沈着が認  利用しても未だ★い介護負担の実紡が  
められ、アルツハイマー病の前駆状態  明らかとなった。今後、介護者の状況を  
である可能性が示唆された。これによ  反映した介護保険サービスの見直しが  
り、集団スクリーニングによりアルツハ  求められることが示唆された。   
イマー病疑いの者を早期抽出できる可  
能性を見出した。   の介護者が介護負担を感じていること  

が明らかとなった。  

嵩齢者における廃用  18  19  長寿科学超  安井 夏生  徳島恥こおける専たきり老人の実数調  寝たきりは、廃用症候群の末期症状と  廉用症候群を予防するための運動療法  」の度の研究では、「阿波繰り体操－リ  「阿波踊り体躊－リハビリ編一」は、徳   
症候群（生活不活発  合研究  査では、徳島市では人口の約0．2％、鴫  いえる。高齢者では、一旦、廉用症候群  として、「阿波踊り体操－リハビリ編－」  ハビリ編－」を応用した体繰教主は、高  よ新蘭社が詳細に紹介した結果、鹿島   
病）の実態調査と生活  門市ではその約0．舶が餞たきり老人で  に陥ると、その回復には長期間を要す  を開発した。本体捜は、直島県保健福  鈴音の転倒に対する不安が解消される  県内の医療機関、老人保健福祉施設等   
機能向上のための運  ある事がわかった。本籍果から、日本国  る場合が多い。廉用症候群を予防する  祉部健康増進誅、徳島県医師会の後援  とともに、引き蔵り傾向を改善させること  から、本体捜を用いての体捜教室を開   
動療法の開発  内における寝たきり老人数は、25万人  連動療法として開発された「阿波踊り体  を受け、全県下において展開する予定  が明らかになった。今後、徳島県におい  催したいとの希望が寄せられている。本  

から50万人であると推察できる。寝たき  操－リハビリ編－」は、高齢者が楽しく、  である。   て、「阿波踊り体操－リハビリ編－」を用  体捜の指導者を養成するために、徳島  

りを予防するためには、廉用症候群を  かつ、安全に実施することができる。本  l  13  6  0  6  l  0  0  l                                                                                            いた体操教室を、全県下的に展開して  大学病院リハビリテーション部が中心と  

改善することが主要である。「阿波踊リ  体攫を用いた臨床研究から、引き我りと  高齢者における廉用症候群を予防し、  なり、定期的に輪中者養成講習会を開  
体操－リハビリ編－」は、轟齢者の廃用  その結果として、寝たきり老人数の減少  
症候群の改善に有効であることが明ら  を目指したい。   
かになった。さらに、基礎研究の成果か  
ら、神経障害を原匝とする廉用症候群  
の発生機序を解明した。   

脳梗塞急性期から開  18  19  長寿科学総  成冨 ≠章  脳梗塞急性期には、運動麻貞の結果余  急性期脳梗塞患者が脳卒中診療施設  脳梗塞の最も圭貫な症状は運動麻膚で  脳梗塞の暮も重要な症状は連動麻貞で   

始する筋萎縮阻止薬  合研究  龍なくされる臥床生活のために麻■側  を受診するのは発症後6時間以上を経  あり、連動麻ヰゆえに多くの患者が圭  あり、連動麻痺ゆえに多くの患者が圭   

僚法が慢性期運動機  および健側下肢に廃用性筋萎輪が生  過した場合が多く、来院した時点で脳に  篤な下肢運動機能障害を呈し要介護状  篤な下肢運動機能障害を呈し要介護状   

能に与える影響に閏  じ、これが慢性期の歩行障害を助長す  は既に不可逆的変化が生じているの  態に陥る†残念ながら脳の運動神経欄  態に陥る。残念ながら脳の連動神権欄   

する研究  る。本研究では、脳梗塞急性期にラジカ  で、脳を祉害から救済できる余地は殆  胞は脳梗塞後3－6時間以内に不可逆的  胞は脳梗基後3一別時間以内に不可逆的  

ル消去薬を長期投与（10－14日間）する  どない。すなわち、臨床医がいかに頑  変化を生じてしまうために、薬物治療に  ま化を生じてしまうために、薬物治療に  
と、廉用性筋萎縮が阻止され、慢性期  張っても、治療によって脳梗塞患者の  よって運動神経細胞の死を阻止できる  よって運動神経細胞の死を阻止できる  
の歩行機能が改善されることを明らか  予後を改善できる可能性は小さいと考  0  0  0  0  0  0  0  0  0                                                                                                     可能性は殆どないと考えられてきた。し  可能性は殆どないと考えられてきた。し  

こした。従来、脳梗塞急性期の治療は  えられてきた。しかし、本研究では、脳  かし、本研究では、運動神経細胞死を  かし、本研究では、運動神経細胞死を  
脳保護だけにターゲットがしぼられてき  梗塞患者の連動機能醜書を治療するた  阻止できなくても廃用性筋萎縮を阻止  阻止できなくても廉用性薪萎縮を阻止  
たが、本研究は、今後、脳梗塞の治療  めには必ずしも脳を完全に救済する必  すれば結果的に運動機能改書が得られ  すれば結果的に運動機能改書が得られ  
のターゲットを筋保潔にも向ける必要が  要はなく、長期間かけて筋肉を保護す  ることが示された。要介護患者を減らす  ることが示された。要介護患者を減らす  
あることを示している。   ることにより十分な機能改善効果が得  ためには、今後、筋保護療法を発達さ  

られることが示された。  せる必要があると思われる。   せる必要があると思われる。   
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虚弱高齢者の歩行維  18  19  長寿科学総  山下 和彦  本研究は定量的な歩行機能計潰」のた  介護予防を効果的に進め．高齢者医療  本研究成果は高齢者の身体機能に基  本研究は従来の評価手法を否定するも  本研究により開発したインソール型童   
持の機能的評価シス  合研究  めにインソール型重心動揺計測器を開  貴等の抑制を図るには．高齢者の転倒  づいた転倒リスク評価という観点からガ  のではない 転倒リスクは身体機能の  心動揺計測システムは一厚生科学研究   
テムの開発に関する  発した 従来床反力計や据置型重心  予防が重要である効果的な転倒予防  イドラインへの活用に利用できると考え  みで評価できないからである すなわ  費（一般向け講演会）．JSTの地域科学   

研究  動揺計など高価な計瀞i機器を実験室内  には．蔦転倒リスク高齢者を正し〈抽出  られる さらに本研究では歩行機能だけ  ち本手法を付け加えることで．閉じこも  技術理解増進活動推進手♯．東京医療  
で使用することで歩行機能が調べられ  し．対象者の特性に合った介入が求め  ではなく 下肢願力等との関係も明らか  リ予防 保健師や運動指導者のアブ  保健大学 公開喜一座．埼玉県和光市の  
てきたが．実験的環境下では正しく評価  られるこれら問題点を鑑み本研究で  こし．転倒リスク値を算出できているこ  ローチ対象者に整合した介入手法の  特定★齢者運動支援事♯．その他で活  
できない可能性が挙げられる．そこで本  ま．転倒に密接に闇係するバランス機  とから これらを利用することで 積運化  開発と評価手法の確立に寄与するもの  用し．多くの高齢参加者の賛同を得た 

4  0  0  0  8  0  0  0  10  
日韓生活中での歩行機能を計測できる  測・評価システムを開発した，本計測シ  比較（積の比較）．加齢変化・介入成業  することで医療．保健・福祉健廣の領  体等との連携を密にして進める計画で  
機器を開発し，その実用性について明  ステムによる介入実験により．健≠■持  といった時系列の比較（積の比較）から  域から新しいサービスの形も提案できる  あり．共同研究の受け入れ体制も整っ  
らかにした．その結果．本計測機器によ  定・要介護高齢者の転倒リスクを定i  新しいエビデンスの確立が可能となる  可能性がある，高齢者中心の支筐体制  ている  
り日♯生活中の歩行機能から転倒リス  的に評価できることがわかった．また。  益々加速する高齢化問題にアプローチ  を整えるには。定i的評価指標による  
クが評価可能となり．大規模な1齢壱  特定高齢者を対象とした運動指欄から  するための基礎を提供できるためノガイ  各書門的技術者の包括的横断的な介  
♯団に対する定i的な介入のアブロー  入が必要である 
チが可能となった   した   

認知痘者の記憶と見  19  19  長寿科学儀  井上l刑伸  認知痘者を対象とした支援策の研究で  認知症者のケアは、従来人的支援を中  「情報の意味づけのしやすさ」、「情報の  故知症高齢者数は、2015年に250万人  ・第2回認知痘のある人の福祉機儒シ   
当誰を補う情報呈示  合研究  ま、当事者の主観が得られないために  心に行われてきたが、今後は、汀技術  理解のしやすさ」、「情報の抽出のしや  に達すると推計される。本研究で行った  ンポジウムー自立と家族を支える－を   
による不安軽減効果  ニーズの明確化や支援策の評価が難し  等を用いて、認知機能を補う機器やシ  すさ」や「視認されやすさ」の観点から、  情報呈示による新たなケア手法の提案  開催した。・介護保険什報誌2008年1月   

の研究  く、これまでエ学分野での研究が遅れて  ステムによる支援を行っていくことも圭  認知症看への什報伝達に有効な情報  ま、少子高齢化による介護力不足への  号p42－45認知症ナビ32掲載記事「自  
きた。本研究では研究者が認知走者の  要である。本研究では、出来事や予定  呈示手法を示した。また、長期間の発話  対応の第一歩となる。本研究は、新健  立と家族を支える認知痘のある人の福  
生活の壌に入り込んで参与覿貫や音声  の情報に関する誌知症者のニーズを明  分析に基づく定i的データにより、認知  應フロンティアのアクションプランにおい  祉襟帯 国立リハセンターが第2回シン  
画像データ収井を行い、発話や行動か  らかにし、認知撞着に有効な什報呈示  患者が認知機能低下のために情報欠  て以下の項目の立案に寄与した。r誌  ポ」の中で、本研究の内容が紹介され  
ら支援策を求める手法を示した。本手法  手法を明らかにした。本手法により、什  櫓に陥っている実態を明らかにし、その  知症対策の一層の推進」の具体的取リ  た。  0  0  0  0      0  

ま、今後、認知障害者への工学的支援  報呈示を用いた認知症看のケアを促進  解決策として、情報呈示による情報補  組み（2）認知症の方が安心して社会で  
を展開していく上で、新たな支援機器の  暮らせる体制作り→認知痘の方の自立  
開発における幅広い応用が期待され  を支援するシステムの開発・実用化の  
る。   舎が半減した結果から、機器の利用が  ための研究を推進する   

介護負担の性腺こつながる具体例を示  
した。   

子どもの心の診訊こ  17  19  子ども家庭  柳澤 正義  子どもの心の問題の深刻化とともに、そ  子どもの心の診療のニーズに関して、  実態調査の轄異に基づいて、異なる書  平成17・18年度厚生労働省「子どもの  第102回日本精神神経学会、第110回   

携わる書門的人材の  総合研究  の診療に対する需要は増加している。  全国の保育園と公立小・中学校を対象  門性の範囲と深さを有する「子どもの心  心の診療医の養成に関する検討会」で  日本小児科学会をはじめとする6つの   
育成に関する研究  需要と医僚提供体制の実態を調査し、  こ、経験した心の問題と連携の実啓に  の診療医」の育成について、短期・中  ま、平成18年8月9日の第10回検討会  全国規模の学会で、羊会と本研究機の       エビンスにづいた子どの心の診  ついて調査し 

デ基も  、対応が必要となる精神  期・長期の教育・研修システム・カリキュ  で、本研究班の研究成果が詳細に報告  共催によるシンポジウムが行われた。吉  
療体制、それを担う医師及び関連職種  的問題をもつ子どもの頻度は、保育琶  ラムを提案し、一般小児科医、一般精神  されるなど、本研究で実施された調査の  た、モデル的研伸として、「第1匝卜第2  
の教育t研修体制を提案することを目的  で457％、小芋校で2．96％、中学校で  科医、さらにより書門的に子どもの心の  結果及び教育・研修システムの提案な  国子どもの心の診療書門研修会」、「第  
とした。実態調査の籍異に基づいて、一  4，08％であった。医療捷供体制につい  診療に従事している医師、それぞれを  どは、検討会での議論の資料として捷  1国子どもの心の診療医研修会」が実  

123  8  97  l  10  0  0  4  円                                                                                                    般小児科医・精神科医から書門的に子  ては、全国の大学病院、総合病院、書  対象とする研修テキストの企画・編集を  供され、施策に反映された。本研究班に  施され、今後も継続される予定である。  
どもの心の診療に従事する小児科医・  門病院、診療所等．各種医慮機関の小  行い、モデル的研修を実施した。また、  よって企画・編集されたテキスト類は、  なお、平成19年庶子ども家産総合研究  
精神科医まで、異なる書門性の深さを  児科・精神科を対象に、子どもの心の診  コメディカル・スタッフの役割と研修のあ  厚生労働省によって小児科医、精神科  推進事業による公開シンポジウム「健  
有する「子どもの心の診療医」、及び看  擦体制、教育・研修体制、看護・コメディ  リ方に関して操善し、看護については、  医に広〈配布された。また、厚生労働  やかな子育てを支える仕組づ〈りのため  
護・コメディカルの教育・研修システムが  カルの実態等、多面的調査を行い、実  子どもの心の看護の課超を提起し、書  省・日本小児科医会・母子愛育会の共  こ」において、本研究の成果が発表され  
提菓され、テキストが作成され、またモ  門性をもった看護師の必要性を指摘し  
デル的研修が実施された。   た。   が継続的に実施される予定である。   

保健研卜保育士による  17  19  子ども家庭  ★田 哲  一連の研究から以下が明らかとなった。  ♯声帯東部と西部に4つの発達支援モ  （1）1歳6カ月～2歳児を対象とした発達  通♯学級に在籍し、学習、行動上の間  平成17年廉から†9年度にかけて3回の   

発達障害児への早期  総合研究  （1）95％以上の保健師が、乳幼児健診を  デル教主を開設した。各教室には、専  障害児早期発見行動観察マニュアル  題を示した掌童・生徒285名のうち67％  公開シンポジウムを開催した。また、地   
発見・対応システムの  通じて発達障害児と関わっており、家族  用のホームペ岬ジを設け、譲習会・保育  （DVD）を作成した。本DVDはブックレット  ま広汎性発達障害または精神遅滞（境  域自治体等の研修会．研究会で計35回   

開発  との関係構築、具体的な支援法、自身  プログラム申し込み、ボランティア登録、  形式で200部を作成し、関係機関に配布  界知能を含む）であった。しかし、乳幼  の公演を行った。また、研究の概要は日  
の知識不足に困難を感じていた。（2）保  必要書類のダウンロードができるように  している。音声説明、異♯行動の解説を  児健康診までの臭♯指摘率は、1歳6力  本教育新蘭で紹介された。  
育士は、通♯保育の子どもの9．8％に発  した。教室は、書門微音と家族との関係  加え、保健師・保育士の研修教材として  月健診24．9％、3歳児健診31二2％と低  
連上の問題があると感じていた。（3）乳  棟梁、具体的な支援方法の教育・開発  役立つようにした。（2）保健、福祉、教  かったため、兵オ県、神戸市と協力して  
幼児健診で診断可能な発達障害は自  こ有用であったため、この成果をもとに  育の連携と個人情報伝達のためにサ  新たな問診票を作成した∴本間診票は  8    6  0  28  4  0  3  Jう  
閉性陣看であり、行動観察法のヰ入な  
ど焦点を絞った健診システムが必要で  
ある。（4）早期発見には支援体制整備  
が不可欠である。発達支援教室は、書  
門職者と家族との関係構築、具体的支  ダウンロードできるようにしたっ   
緩法の教育・開発に有用であった。   
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児童虐待等の子ども  17  19  子ども家庭  奥山 眞紀子  虐待の分野では殆どなかった介入研究  上l己の他、妊娠期ケア方法、両（母）親  両（母）義教圭ガイドライン、妊婦支嬢マ  要保護児童対策地域協議会調査の轄  フォーラム「子ども虐待対応の展望」   
の被害、及び子どもの  総合研究  （SBS予防プログラム、2か月親子講習  教主のあり方、産後うつの対応方法、  ニュアル、「育児支援家庭訪問事業を実  果、マネージメントを行う人の必要性が  2008年2月19日（日）10カ0？16：00 東京   
問題行動の予防・介  会、ケアキッドプログラム、愛着治療）が  在宅支援の在り方、被虐待児の感賞統  施してみませんか」パンフレット、「産後  明らかになり、施策に反映された。児童  悪意会医科大竿讃塵∵参加人数 300   
入・ケアに関する研究  なされ、介入前後での効果のエビデン  合障害の実証、施設内心理療法の効  のメンタルヘルスと母子保健」冊子、在  虐待の防止等に関する法律に盛り込ま  人以上子ども虐待対応研究シンポジウ  

スが示された。愛着障害チェックリスト、  果、医療保健システムの在り方、性的  宅アセスメント指標シートマニュアル、児  れた「医療体制整備」の一環として「妊  ム「1日でわかる虐待研究の現在」2008  
児童自立支援施設生活改善評価尺度  虐待被害児童（男女）の症状、施設内性  童相談所が行う在宅支援に闇するガイ  娠せ産・育児期に支援を必壬とするま  年2月17日（日）9：00？16：30 東京悪意  
という信頼性・妥当性が検証された尺度  的被害の防止方法、司法面接の在り  ドライン、市区町村保健分野での子ども  庭の地域における保健医療連携システ  会医科大学講堂 参加人数300人以上  
15  3  83  2  43  10  0  2  14                                                                                                         が開発された。データベースが構築され  方、医療の書門性を必要とする虐待対  虐待在宅養育支援の手引き、市区町村  ム構築のガイドライン」が使用された。  その他、司法面接に関する公開シンポ       有用性が示された 

。その他、多くの質の  応の在り方、分離ケアのタイムフレーム  での子ども虐待在宅養育支援の手引  ジウム1回、在宅支援に関するマニュア  
高い実証研究がなされ、これまで不明  ルを用いた研修会6回   
だった実態が明らかになった。   在り方、施設内虐待への対応、加害・被  

害の負のサイクルモデルの明確化、  
ワーカーの育成方法が明らかになっ  
た。   おける性虐待対応マニュアル  

乳幼児の発育・発達  17  19  子ども家庭  酒井 治子  1．保護者と保育■門職によるグループ  平成18年3月に「食育推進基本計画」に  平成19年12月に「保育所における食育  「保育所における食育の計画づくりに開  平成17年6月「食育基本法」の成立に伴   
矧掛＝応じた食育プ  総合研究  インタビュー法という貢的な調査方法の  示された市町村食育推進計画における  の計画づくりガイド」として、厚生労働省  する全国調査」の韻査項目を選定し、平  い厚生労働省健康局、医薬食品局、雇   
ログラムの開発と評  活用により、食育ニーズを把握する方  保育所を拠点とした「食育推進計画」の  雇用均等児童家庭局保育課から全国  成18年11月に、厚生労働省雇用均等児  用均等・児童零度局から通知された「健   
価に関する研究  法を提示した。2．3年間の介入研究か  立案方法を示した。自治体での日攫設  通知された。平成19年12月「保育所保  童家庭局保育課で全国韻壬を実施し、  廣づくりのための食育の推進について」  

ら、草し幼児の家庭及び保育所での食育  定のための方法や、保育所における食  育指針の改定に関する検討会（最終報  その結果は平成柑年5月に全国に通知  の中で絶進することが期待された保育  
と、乳幼児の多動性や衝動性を含めた  育の実施状況のベースライン診断や、  昔）」において、食育の内容と体制づくり  された。平成18年3月の「健やか親子2  所等での保育計画と連動した食育の計  
こころと身体の発育・発達面・食物摂劇  介入の評価方法を提示した。   7  0  44  0  15    0  7  20                                                                                          など、保育所保育指針及び解説書作成  1の中間評価」で新たに導入された「食  画、子育て家庭への支援の具体的なプ  

面、保護者のQOLや育児不安との関連  の基礎資料として活用された。   育」と「子どもの心の発達と育児不安の  
性を明らかにした。3周内研究において  軽減」との間違について食育の効果を、  
も研究の少ない乳幼児を対女とし、長期  地域べ一スでの準実験デザインによっ  
的な生活場面でコントロール群を設定し  て検証した。   
た食育の評価法を提案した。  

安全・安心な母子保  17  19  子ども家庭  原田 正平  大規模データベース（DB）の欠点であ  小児慢性特定疾患治療研究手業の医  情報公開のためのホームページを複数   
健医療提供体制整備  総合研究  る個別症例の登録精度向上のために、  作成した。1）こども健康倶楽部  
のための総合研究  標識再補法（Capturo－rOCaPtUrO  （http：／／koくbmo－  

「子どもの病軋こ閲す  mothod）を自動化したプログラムを組み  konkou．com／由fauk／in由x）、2）川崎病  
る包括的データペー  込むことで、複数の情報源からなる包  迅速報告システム  
ス（難治性疾患に関  括的DB構築が可能であることを示し  （http：／／ww．kawasa帖－  15  58  23  0  67  21  0  0  5  

する疫学研究データ  た。   利用することで、多くの小児慢性疾患の  dis8aSOnOt／kawasa帖data／）、3）抄録管  
ベース等を含む）の積  長期予後が、短期間にかつ少ない費用  理システム、4）全国禁煙情報データ  
築とその利用に閲す  で調査できることが示された。  ベース、5）小児慢性特定疾患治療研究  
る研究」  事業の説明。   

新しい時代に即応し  17  19  子ども家庭  ★野 陽  3年間の研究成果として、各市町村に  本研究は、直接疾病臭≠を対象とした  3年間の韻重研究に基づき今後の乳  市町村を対象とした乳幼児健診の実態  研究報告■を読んだ複数の新聞社よ   
た乳幼児健診のあり  総合研究  おいて乳幼児健診は地域の特性に応じ  調査研究ではないが、健診の対象年月  幼児健診に闇するガイドライン稟を作成  韻壬結果についての問い合わせが多く  り、5歳健診の実態、未受診者の中に   
方に関する研究  て多様な形態で実施されているが、未  齢、健診内容、事後措置の実施、等に  した。その中で、新しい時代の条件を、  の市町村・都道府県から棄ている。全  ■待を受けていた子どもがいた地域が  

受診対策の重要性の再確認や、精度管  関して発達心理学的・栄養学的り小児神  地域の子育て環境の変化と育児不安の  国規模で実施した各市町村における軋  見られたことについての問い合わせ等  
理・受益者調査の実施状況等が不十分  軽学的視点から検討し、特に、親子の  増加、地方自治体の変化が進み市町村  幼児健診の実態に関する調査結果を、  があった。  
な地域が多いなどの問題点も把握でき  心の健康チ＝ツク、軽度発達欄竜に関  による子育て支援の必要性、保健・医  都道府県別にも示したことにより、市町  
た。子育て支援がますます重要という薪  する健診の必要性、産後の母親の精神  療・福祉の質的i的の急速な変化、グ  村はいうまでもなく、都道府恥こおいて  
しい時代における乳幼児健診のあり方  0  0  0  0  10  0  0  
について、小児保健及びその間連領域  設定し、特に、虐待対策を含む子育て  
における検討ができた。その結果に基  支援の視点を要としたガイドライン稟を  
づき、これからの乳幼児健診に関する  作成した。   研究結果が引用されている。   
ガイドライン稟を作成し、当初の目的を  
達成した。また、全国規模での調査編  
実は、わが国の乳幼児健診に関する貴  
重な資胴となる。   

乳幼児突然死症候群  17  19  子ども家島  戸苅 創  乳幼児突然死症候群は厚生労働省の  「乳幼児突然死應候詳（SIDS）に関する  「解剖による乳幼児突然死症候群  厚生労働省「健やか親子21」の目標の  作成した乳幼児突然死症候群（SIDS）の   
（S【DS）における科  総合研究  統計では1歳末溝の死亡原因の第3位  ガイドライン」および書門家を対象とした  （SIDS）診断の手引き」「診断フロー  一環である乳幼児突然死症候群の死  診断の手引き、フローチャート、問診・   
学的根拠に基づいた  こ挙げられており、きわめて主要な疾  「解剖による乳幼児突然死症候群  チャート図」r問診チェックリスト」  亡率濾少をめざして、診断の手引きの  チェックリストは厚生労働省のホーム   
病態解明および臨床  患である。本研究ではSIDSの病態には  （SIDS）診断の手引き」、さらに「診断フ  作成、全国の医療施設へのl巳付、一般  ページに掲載された。   
対応と予防法の開発  覚醒反応の欠如、神経伝達物質の鼻鴬  ローチャート図」と解剖医がより精度の  社会への啓発の必要性の検討などを  httpノ／ww．mhlw．goJp／山nya／kodomo／   
に関する研究  などの中枢神権系美禰、呼吸循環調節  行った。   boshi－hok8nO6／ind8X．html   

系の発達的異♯が関与する可能性が  
示唆された。予防に対しては適切な保  3  6  13  0  8    0  

育環境が重要であり、分娩を扱う医療  
機関での接種的な啓発ラ舌動が期待され  
た。予防法・モニタリングについてはパ  
ルスオキシメトリ、PuIsetransittim8  
（PTT）などが有用である可能性が考えら  
れた。   る。  
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性差を加味した女性  山  19  子ども家庭  天野憲子  全国22医療施設における女性外来受  千葉県「女性外来医療評価事業にかか  天野憲子ほか編二女性外来診療マニュ  干葉県では、2008年に導入された特定  NHKクローズアップ現代、TBS世界で－   
健康支援のための科  総合研究  診者を対象としたデーアタフアイリングシ  わる調壬」ならびに女性外来データプア  アル、じほう、東京、2006年木下優子ほ  健診、特定保健活動における健診・  香受けたい授業、東京テレビ「医僚情報   
学的根拠の積集と女  ステムを繍鼓し、患者実態頭重より、初  イリングシステムによる女性外来医療  か編女性外来のための漢方処方ガイ  データ収兼ならびに介入指導にあたり、  館」、日本女性会議2006、三越ウエルネ   
性外来の確立  診1348人中565人が精神症状を主訴と  介入効果調査から、女性外来が女性患  ド、じほう、東京、2005年天野憲子ほか  56市町村からの全データを性差の視点  スセミナー、日本性差医学・医療学会、  

すること、医療介入の効果が大きいこと  者のニーズを満足させ、問題の解決度  編性差からみた女性の循環器疾患診  をいれ解析する、全県を対象とした大規  性差医療什報ネットワーク研究会、日本  
を明らかにした。また、精神症状・不定  が七く（78％）、98％カく再受診を希望してい  療、MEDICALVほW、東京、2006年上l己  模コホート調壬を展開することを決定し  循環器学会、日本心貴病学会、日本内  
6  4  49  0  21  6  0  2  45                                                                                      愁訴を主訴とする患者における全血セ  ることが明らかになった。小児から高齢  の出版物により、循環器分野、漢方分  たゥ2005年12月内閣府「男女共同参画  分泌学会総会、山口れ医師会女性医師  

ロトニン測定の有用性をを明らかにし  青までの年齢・性別検査データ基準値  野、女性外来での性差を考慮した女性  基本計画」に「性差に応じた的確な医療  参画推進部会設立総会、独立行政法人  
た。薬物動態ならびに小児、高齢者、循  の検討から、従来の検査基準値が必ず  医僚についての指針を示した。   である性差医環を推進する」と明†己され  労働者健康福祉機構「女性医療フォー  
環器病性患者における検査値、疾患病  しも科学的有用性が無いと思われた。  た。平成19年度末に厚生労働省健康昂  ラム」千葉県平成17年度、18年度、19  
態における性差ならびに千葉県女性健  主導の「女性の健康づくり推進懇談会」  
應疫学儒僅からは年齢・性別検査デー  が立ち上げられた。   県民フォーラム」などで性差医憬と女性  
タ基準値の実態を明らかにした。   外来が取り上げられた。   

健やか親子21を推進  17  19  子ども家庭  黒川 柵  住民台帳を活用した豆目査が困難となる  本研究は、家庭・地域を圭領したもので  都市都会・地方郊外・中間地域の3類型  地域での独自の取り組みを多機関にて  釧路市・千葉市でのシンポジウム開催、   
するための多機関協  総合研究  中で、性に関する調査において大規模  あり、医学臨床における成果は必ずしも  こ基づ〈各自治体にて活用可能な患書  協働して実施するためのフレームワーク  ホームページ棉粧＝httpノノノh88khpo化y－   
鰍こよる課腰解決型  なW8b盲目査を行うことが可能であること  期待されるものではないでしいて挙げる  期手業の立案・実施に関するマニュア  を提示することで、愚書期事業に限らず  nst】tUt80rg／   
アフt一子と評価に関  が示された。性行動に関する体系的な  ならば、望まない妊娠■中絶の綾り返し  ル・施策菓を作成し、全国の母子保健  母子保健分野全体におけるデータ収   
する研究  調査が実施可能であり、有意義な回答  事例（リピーター）への対策の必要性を  担当者をはじめとする関係者に提示¢  井・施策立案・施策のモニターという－  

と解析結果が得られることが確認され  確認したこと、医療機関の他機関との連  都市都会のモデルとして干葉市にて、  連の理想的な姿を提示した。性というセ  
た。地域特性により政策課超となる要  携・協働の促進の一助となったことなど  地方部外のモデルとして811路市にて、  ンシティプな領域において、データに基  
因が大きく異なることが実証的に示さ  中間地域のモデルとして八千代市に  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

れ、また要因に影響を与えられる実施  て、それぞれ思春期事♯の実施にあ  
主体が多機関に渡ることが確認され  たっての情報提供と施策菓の提示を行  
た。多機関の書門家が、地域毎のデー  うことで、それまで以上の車♯の充実に  
タに基づき、連携して施策を立案できる  寄与すると共に、その知見を全国展開  
討議方法についての実務的な知見が誓  のためのマニュアルに反映した。   
積された。   

住民参画と保健福祉  田  19  子ども家庭  前川 喜平  ＝）住民参画・保健福祉の共同による地  （1〉ケンチケアを保育所、阻害児施設こ  小児科医と小児 歯科の保健検討倭■  歯からみた小児食の進め方は、母子手  「親と子のこころの健康つくり中央研修   
の協働による子育て  総合研究  域における支援モデルを作成した。（2）  おいて問題行動のある児に施行し、間  会（妻■長：前川書平）（1）むし歯とイオ  帳の改正に役立つ。（全国19小児歯科  会」2006年2月20日 全社連研修セ   
機能の向上・普及・言平  独で開発された00L尺度を墓にして、日  捏行動の改善を認めた。（2）QOL低得点  ン飲料（2）母乳とむし歯（3）おしやぶリ  大学の3万名の日本の小児の生歯の韻  ンター 公開シンポジウム2007年2月   
価に関する研究  木版QOL尺度（小学生版、中学生版）を  児童は不規則な生活習慣、心身症、う  についての考え方（4）指しやぶりにつ  壬で外国と比較して、6カ月遅い。幼児  19日 全社違研修センター 公開シン  

開発し、標準化と妥当性の検討をおこ  つ等問題がある児童が多く、これらに小  いての考え方（5）歯からみた幼児食の  食は月齢ではなく、生歯状況によりすす  ポジウム2008年2月18日、全社遵研  
なった。（3）QOL＿総得点数は学年が上が  修センター 基調議席   10  0  15  2  44  0  0  0  0  

るにつれ減少した。下位項目では自書  
感情の低下が著明で、男児より女児が  
低下していた。（4）子どもの歯の問題に  
ついて、現時点の統一的考えをを作成  
し公表した。   有効である。   

周産期からの生育環  17  19  子ども家庭  安梅 動江  乳幼児から学童期に及ぶ子どもの心身  次世代育成支援における地域子育て支  子育て支援書門戦に対し、書門性を最  子育て支援の質の保証、質の向上に多  共同通信が成果を発信し、サンケイ新   
墳が思書期の心身の  総合研究  の健康への生育環境の影響につき、多  緩の整備の根拠となる科学的なデータ  大限に高めるために、実証的な根拠に  大な影響を与える実用性の高い成果を  聞、山形新聞、山陽新聞等、数多くのマ   
健康に及ぼす影響の  面的かつ縦断的に検討を加えた本邦初  の提供は、子育て支援のあり方へのT  基づく子どもの健康維持のための生育  得るとともに、満たすべき条件につき明  スコミで取り上げられた。   
評価に関する研究  の研究成果である。米国における15年  軌ことどまらない。地縁の崩壊や女性  環境の整備は、極めて緊急度の高い課  らかにすることで、虐待予防や子どもの  

間の追跡研究と比較検討が可能なよう  の雇用形態の変化などにともない、急  題である。本研究の成果をテキストとし  引き起こす事件などに関して、子どもの  
設計された本研究は、園豪課的に見ても  増する子育て支援ニーズに対し思書期  て整理し、ガイドラインとして子育て支援  心身の健康の維持増進のための環境  
精度の高い成果が得られた。また、子  こ及ぶ子どもの発達を確実に保障し、  書門戦が活用できるようにした。また東  整備などにつき示唆を与えた。また生育  
育て支援の今後のあり方や子どもの家  保護者が安心して子育て可能な環境を  京都児童福祉巷議会（平成19年度）に  環矧こ関する社会的な関心や評価を促  13  2    0  8  6  0  4  8  
庭環境、保育・教育環境、地域環境の  し、周産期から思書期に及ぶ次せ代育  
望ましい方向を展望する上で、必要か  成支捜に求められる環境について、制  
つ不可欠な根拠が得られた。   厚生労働行政の施策推進の際の実証  度、書門機関の役割や■門性のさらな  

的な根拠を得た。   る政策的な展望、また子育ての社会化  
や社会的親のあり方など、子ども家庭  
福祉政策を展望する素材を提供した。   

母親とともに家庭内暴  17  19  子ども家庭  金 言晴  DV被害を受けてシェルター保護される  保護を受けた母子が相互に攻撃した  DV被害を受けた子ども自身が読むこと  
力被害を受けた子ど  総合研究  女性の多くは幼い子どもを連れている。  
もに被害がおよほす  D＞被害のもたらす精神的影動こつい  
中中期的影響の調査  て母子をひとつのユニットとして検討し、  
および支援プログラム  保護されて以降の精神状態の経過を有  0  0  5  0  2  3  0  0  ‖  
の研究  る程度明らかにすることができた。   

本での実現可能性を検討した。   年度報告書に収録した。   
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循環器病発症と重症  
化に及ぼす性差と最  総合研究   治療のエビデンス集やガイドラインがな  
適治療法の探索に閣  い。本研究では循環器専門医により性  
する研究   差に関する81の臨床的疑問の列挙と検  

素式を用いたアンサー論文の検索  
（6．104論文）、タイトルと抄矧こよる絞リ  

込み（310論文）、原著儀文による絞り  72  7  0  40  12  0  0  0   
込みと追加論文の検討（190論文）を行  
い、l温床書門奈、文献情報専門家、臨  
床統計書門家が科竿的吟味を行った上  
で積造化抄録を作成した。さらに、3つ  
の性差に関する臨床研究を立藁実行し  
た。   すると考える。  

肺陣痛の診断およぴ  肺癌に対するFDG－PETの弱点の一つ  
悪性度予測のための  ん総合戦略  月uorod00×ygiucoso（FDG）が使用されて  
Acotato－PETの臨  研究   いるが、FDG－PETの弱点の－つは「高  

床的研究   分化膿忘の約60％が陰性となる」ことで  
ある。本研究によリAcetate－PETは  
FDG－PETより有意に高率に妹尾を陽性  
としてPET画像に映し出すことができる  0  2  0  0  2  0  0  0  0   

ことが判明した。またリンパ節転移診断  
においてはFDG．PETとAcetate－PETは  
同等であった。しかし腹痛の悪性度の  
予測においてはAc8tate－PETはFDG－  
PETに劣ることが判明した。  用が広まることが予想される。  

頭頚部がんの蟄部リ  †7  19  がんl臨床研  

ンパ節転移に対する  究   向き研究を実施し、協力施設間におけ  れた調査票を解析し、施設差の認めら  咽頭がん、声門上がん、および中咽頭  が、頚部郭三書術の術式均一化をわが国  修会「頚部凱一桁講習会」を開催し、若   

標準的手術法の確立  る術式細部の均一化にある程度まで成  れた術式細部について協力施設間で意  がんの頚部リンパ節転移に対する治療  全体に普及させる効果があるものと期  手耳鼻咽喉科医を中心とする175名の   

に関する研究  功した。外科手術の術式場部を多数の  見調整を行って、頚部郭清術三引曹指針  ガイドライン案に検討を加え、舌がんに  持している。平成19年度には、手順欄  参加を得た。講演、貫疑応答、およぴビ  
施設間で均一化するという試みはあま  （案）を作成した。本手値指針（菓）は、頚  関するガイドライン藁の修正、および下  針（菓）に沿った標準的頚部軒清術をわ  デオ「凍結保存遺体による機運的頚部  
り前例のないものであるが、手術療法  部郭漕術を実施する上で重要となる術  咽頭がんの特殊リンパ節領域に関する  かりやすく解説するビデオを作成し、嶺  郭清術」の供覧・DVD配布を通して本研  
の未来を考える上で、貴重な方法論を  式細部の一つ一つについて、機運的と  検討を行った。さらに、文献的エビデン  部郭；書術講習会参加者全■に無料記  究班の研究成果を詳しく伝え、参加者  
提示できたのではないかと患う。わが国  考えられる処理方法を詳述したもので．  スを追加する目的で舌がん、下咽頭が  布した。頚部郵清術講習会では、日本  にはとても好評であった。  30  9  8  0  5（i  4  0  0  

では頚部郭漕術後の後遺症に関する大  多くの医師に役立つものと思う。平成14  ん、喉頭がん、および中咽頭がんに関  全国からの参加者に本研究の成果を詳  
規模な研究が行われていなかったが、  年度に日♯診療で使いやすい新たな頚  する文献調査を行い、頚部リンパ節転  しく伝えた。今後、手l腋指針（某）の改  
術後後遺症の長期的経過叔察を行う前  部郭i一桁後機能評価法を作成したが、  移の画像診断に関する診断基発案（CT  訂、ビデオの追加配布、頚部郭清術譲  
向き研究およぴその関連研究により、  パイロットスタディおよび長期経過観察  検査用および超音波検査用）を作成し  習会の追加開催を通して、術式均一化  
術式と術後後遺虐の関連を示すデータ  
を提示することができた。   能であることを確認した。   にガイドラインに組み込む予定である。   

難治性白血病に対す  17  19  がん臨床研  急性骨践性白血病に対するAM」97試  JALSG20周年雷己念国際ンンボンウムを   

る標準的治療法の磋  究   血病および慢性骨髄性白血病の治療で  CM」202試験、急性前骨髄球性白血病  験では強化した地固め療法は治療期間  JA」SGと当研究班が共催で平成19年7   

立に関する研究  ま、イマテニプは非議に後れた治療効  APL97試験あるいはm陽性リンパ性白  を短縮する革ができ、AML201試験では  月14日に開催し、欧米と日本の白血病  

果を示した。急性骨髄性白血病AML97  寛鮮卑人妻剤の選択により医療費が臭  
試験では50歳以下で予後中間一不良群  なる辛から、薬剤の投与法、投与iの  

の急性骨髄性白血病患者において血  設定により効果を下げることなく医僚貴  
縁遠血幹細胞移植の佳位性が示され、  の削減の可能性が示された。分子標的  

急性前骨髄球性白血病APL．97試験の  薬イマテニプについてはPh陽性リンパ  0  13  19    柑  23  0  0  0  

分子寛解症例では強化した維持僚法は  性白血病に対し什けAL」乙02試験の成績  

不要である辛が判明した。二れらにより  を参考データとして適用拡大が認めら  
厚別化治療の重要性が責付けられた。  れた。またイマテニプによる慢性骨髄惰  

また欧米からの染色体異禦によるリス  白血病CMLjO2試験の長期成層から  

ク分類が必ずしも日本人では当てはま  は、欧米での標準iが日本人では至適  

らない手なども明らかにされた。   斬への応用が開かれた。  かどうかの確認の必要性が示された。   

早期前立腺がんにお  17  19  がん臨床研  内藤 誠二  根治的前立腺楕除術後の再発は、明確  登録症例敏が予定を下回っていたこと  前立腺がん検診ガイドライン2008年度  本研究の打imarYOnわointは抗アンド  l前立腺がんJに関する新聞把手：西日   
ける根治術後の再発  な根拠もないままに治療法が選択さ  が問題であったが、登線候補居着の調  版   ロゲン剤のtimetotre∂tmOntfai山ro  本斬蘭2006年4月2計2006、朝日新聞   

に対する標準的治療  れ、現在までのところPSA再発患者に対  至、参加施設の入替え、コアメンバーに  （TTF）、SeCOndarYenわOintは、L♪－RH  2007年8月18日、泌尿器悪性腫瘍一治   

法の確立に関する研  する標準的治療法は確立されていな  よる縮小班会護の定期的開催、説明バ  アナログの［Fになるまでの期間、全生  療における♯近の話題－．ラジオ  
ウーロ  い。そのため、本研究では、根治術後  ンフレツトの作成∴蟹布、カルテ用シー  存率、有害事象、QOLである。PSA再  NtKKEI医学特別番細明日の治療指針．  

のPSA再発（0．4ngノ州以上）患者を対象  ル等の配布などの対策を行った結果、  発の治療において放射榛療法を内分泌  2006、「座談会二福周市の事例から探る  

に、内分泌療法群と放射線療法群（内  この1年間に44例の登録があり、登録数  療法に先行させる臨床的意義雇検討す  前立腺癌の病診連携のあり方」メディカ  
分泌療法に先行して放射榛療法を行う）  ま急増した。詳細な登録候補患者数調  ることによってPSA再発に対する治療指  ル朝日36（9）：93－95．2007、  36      10  ヰ  0  0  
によるランダム化比較試験を行ってい  針が確立できるものと期待される。  rasahi．com連動・医療シリーズ50歳を  

る。PSA再発の治療において放射線療  過ぎたら年1回はPSA検査を」   

法を内分泌療法に先行させる首床的意  
義を検討することによってPSA再発に対  
する治療指針が確立できるものと期待  
される。   

42   



小児造血器踵瘍の棟  8  19  がん臨床研  堀部 敬三  臨床試験実施の手喉とデータセンター  乳児リンパ性白血病、非ホジキンリンパ  本研究の成美を踏まえて、日本小児血  小児がんの長期フォローアップ体制整  読売新蘭（平成17年5月10日）で当研   
準的治療法の確立に  究  が確立したことで臨床試験の貰の向上  陸、急性骨髄性白血病の臨床試験が全  液竿会編として小児白血病・リンパ性の  傭の必要性を啓蒙したことで、がん臨床  究班の活動が紹介された。研究成果発   
関する研究  が得られたことで本研究から貰の高い  国の小児血液がん診療施設の参加を  診療ガイドライン2007年振が作成され  研究掌＃およぴがん研究助成金におい  蜃会（一般向け）「小児がんと闘う＝ども  

エビデンスの創出が期待される。  得て開始され、問題なく遂行されている  た。   て長期フォローアップ体制整備を目的と  たちのため？日本の小児がん医憬のこ  
ALCL鋸歯床試験により非ホジキンリン  した研究課題が採択された。   れから？」（平成20年2月23日、大宮）  
パ性の標準治訊こ組み込まれている髄  で成果を紹介した。   
腔内治療が、未分化大細胞型リンパ腫  
（AJCUの治療においては有用性が乏し  2  10    0  14  6  0    D  

いことが証明された。また、この亘式挨を  
欧州との国際共同で実施したことで  
データ管理、中央診断の標準化およ  
ぴ、国際共同のトランスレーショナルリ  
サーチが可能となり、国際共同研究に  
よる稀少疾患の治療法開発の道筋が  

てナ7壬生ナー   

悪性脳腫瘍の機運的  山  19  がん臨床研  渋井 壮一郎  盟内における標津治療が確立されてい  従来国内で広く用いられてきたACNUを  日本癌治療牛舎において、脳腫瘍治療  JCOG脳腫瘍グループが組織され、悪  2006年8月10日発行のModcalTrlbune   
治療法の確立に閲す  究  ない悪性神経膠腫に対し、ACNUを主体  主体とした化学放射線治療は、欧米で  二間するガイドラインの作成が行われ、  性脳性瘍に対する大規模な多施設共同  Vo】39No．32に「JCOG脳腫瘍グループ   
る研究  とした化学放射線治噴の効果および有  標準治療となっているTemozoわmldoと  日本脳神糎外科学会学術委■会脇腹  臨床試験が国内でも可能になった。今  悪性クリオーマに対する標準治療確立  

害事象が多施設共同試験により評価さ  同様な治療効果を示したが、血液毒性  瘍全国紙計垂■会でも「脳陣寝取扱い  後、この細緻を活用することにより、発  へ」という見出しで、また同じく2008年2  
れた。Procar山王in8によるMGMT抑制に  等の有害事象が頻発し、字引こ   規約」の改訂が進められている。本研  生頻度の低い各種脳腫瘍に対する臨  月7日発行のVo141．N．6で「星細胞瞳  
起因するACNUの腫瘍抑制効果につい  Pr（忙arbaか0との併用ではその傾向が  究の成果は、これらガイドライン作成に  床試験の実施が可能となった。   grad㊤3・4に対するACNU単独、  34  35  4  0  16  9  0  0  0  
てはさらに捜竜寸を要するが、併用により  ACNU◆PCZ併用欧米のTMZ使用L＝比  
若干の生存期間の延長が見られる－  べJCOGO305の全生存期岸lは良好」と  
方、有害事象が高頻度に見られ、注意  いう見出しで．本研究の成果が紹介さ  
を要することが確証された。   れた。   れた〔   

高悪性度軟部腫瘍に  q  19  がん臨床研  岩本 幸美  本研究は、四肢に発生する★悪性度飲  蔦悪性度非円形細胞軟部肉腫に対す  軟部腫瘍は、病理組織分類が他領域の  これまでに骨軟部悪性腫瘍の治療を実  非円形細胞内腹に対する化学療雇の   
対する標準的治療法  部腫瘍に対する標準治療を確立するこ  る補助化学療法の有効性と安全性を第  性癖に比べ非♯に多いが、個々の発生  施している中心的な26施設による全国  有効惰は世界的にも確立されておら   
の確立に関する研究  とを主目的とするが、新しい診断・治療  J相試験として評価した。薬剤としては、  頻度はきわめて低いため、画健診斬や  規模の研究絹織を整備し、慎重に討論  ず、現在の標準治療は外科的切除であ  

法の開発に関する研究も行なった。肉  現時点で有効性が最も期待でき、軟部  病理診断に不慣れな臨床医も多い。歓  を重ね科学的根拠に基づき倫理的にも  るが、切除単磯の10年生存率は約35％  
腫の発がんや悪性形質獲得のメカニズ  肉腫に保険適応のあるアドリアマイシン  部腫瘍診断に関する必要最低限の知  問題のない臨床研究プロトコールを作  と予後不良である。しかし、世界的にも  
ムの解析では、融合遺伝子の肉薩発が  ＋イフォマイド併用療法を用いた。現在ま  誰をれ述する目的で、本研究の共同研  成した。本研究を契機として、今後継続  四肢発生の歓部肉腫に限った化学療應  
んへの関与を明らかにした。薬剤耐性  で治僚間違死亡例は報告されておら  究者を中心として現在までのエビデンス  的に臨床書式験を実施できる共同研項グ  の臨床試験はほとんどない。本研究に  

l  177  155  5  4も2  121  2  0  0  
行った。軟部肉腫における由corin、  い。さらに、現在までの兼計では1年無  科学会軟部性癌診断ガイドラインが作  して期待される。本研究により、治験・  用療法の有効性が認められれば1悪  

SSXなどの発現や意篭に関する検討を  増悪生存割合は90．3％と、生命予後が  成された。今後【ま、本研究などを通して  臨床研究レベルの向上を目指しており、  性度非円形細胞軟部内瞳に対する世  

行い、新しい分子標的治療の可能性が  改善される可能性が高いと予測され、  悪性軟部腫瘍の治療に対するエビデン  世界的に通用する貫の高い臨床研究  界的にみても、補助化学療法の有効性  
示された。更に肉腫特異的融合遺伝子  今後も症例の集積を進め、結果を解析  スも積み上げていく必要がある。  が実施可能な体制の整備に繋がると考  を示す極めて意義深い画期的な研究と  
や押丁！遺伝子産物を標的とした腫瘍持  えている。   なり、世界横車となりうる可能性を秘め  
異的免疫療法の可能性も示唆された。   ていると思われる。   

第Ⅳ期食道がんに対  
する標準的治療法の  究   後は棲めて不良であり、外科手術に代  
確立に関する研究   わり化学放射線併用療法が標準的治  

療になりつつある。JCOG食道がんゲ  
ループは、低用iシスプラチン／5－  
FU（FP）＋放射線治療RTの有効性・安全  
性の検証のために、標準容iFP＋RTと  3  7  8  3  之4  8  0  0  2   
低用iFP＋RTとのランダム化第ⅠⅠ／1ⅠⅠ相  

試験（JGOGO303）を施行中である。08年  
3月に107例の登録となり、ランダム化  
第灯用部分の評価とその結果による篇Ⅷ  
柑試験への移行の検討に近づきつつあ  
る。   

がんの腹膜播種に対  17  19  がん臨床研  白尾 国昭  これまでにJCOGstudyとして、切除不  本研究により、甲がん腹膜播種症例に  本研究により、胃がん腹膜描種症例に  本研究の結果をもとに、さらなる治療成  「日本のがん大規模試験－テーマ提起   
する標準的治療法の  能・再発胃癌（非腹膜転移例）を対象に  対する標準的治環法が決定されれば  対する横車的治療法が決定されれば  績の向上を目指し、次期第三相試験を  から症例♯積完了までの経過と問題   
確立に関する研究  した＊作為化比較茶目用鼓膜や腹膜嬉  （MTX◆5－FU時間差療法または5－FU阜  （MTス＋5－FU時間差療法または5－FU阜  計画する予定である。現在、腹膜転移  点」：胃癌（JCOG）（臨床研究・生物統計  

種例を対象にしたMTX＋5－FU時間差療  独持続静注療法）、本疾患で悩む多数  独持続静注療法）、胃がん腹膜播種應  を伴う爾がんの二次治療に馳する比較  研究会、シンポジウムⅠⅠⅠ、2004年、愛  
法の第Ⅱ相臨床試験などを行ってきた  の患者に対し、効果的でかつ安全な治  例における唯一の統一的標準治療とし  第二相試験（JCOGO407：bestavaiIable  知）および「消化器がんの汁IaSOnl  
が、今回それらの知見をもとに本研究  僚を行うことが可能となり、大きな利益  て、ガイドラインにも紹介され、広く一般  5－FUvsw㈹kJyT∂ズdがん研究助成  study」（第3次対がん10カ年総合戦略、  

ロ  27  0  0  29  16  0  0  0  
う進行胃癌を対象にしたMT）；＋トFU時  された標準治療として、均てん化の促進  ており、その結果も参考にして、次期第  と死亡率の激減を目指して、17、2008  
問差療法と5イ∪単独持続静注療法の  三相試験を計画する予定であるが、本  
第Ⅲ用無作為化比較試験であるが、今  研究が引き金になり今後胃がん腹襲描  
後の胃癌治療開発を非腹膜転移例と康  種症例における活発な研究活動が行わ  
膜転移例とに分けて行うことの妥当性を  れるものと思われる。   
検証する意味でも非裸に重要な試験と  
位置づけられる。   
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切除不能Ⅲ期非小袖  17  19  がん臨床研  
胞肺がんに対する棟  究   子受容体（EGFR）のテロシンキナーゼ  は化学療法と放射線治療の併用でその  不能3期非小細胞肺癌の標準治療はシ  肺障害（lU））の発症があり薬剤開発に  死亡例が出現しマスコミ等で大きく取り   
準的治療法の確立に  阻害剤で非小鳩胞肺癌のなかで腹症、  5年生存率は15％程度である。この化  スプラテンを含む化掌療法と拍部放射  間違して社会的問題ともなった。今回の  上げられた。その後、非小細胞肺癌の   
関する研究  非喫煙者、東洋人に有効性が高いこと  竿放射線治療にゲフィチニプを併用す  線治療の併用治療とされている。今回  研究において放射線治療とゲフィチニブ  中でも腹痛、非喫煙者に有効であること  

が明らかにされている。この薬剤を腺  ることによって治療成頼の向上を図るこ  の研究において化学療法の後にゲフイ  の併用の安全性および有効性が示され  が示され、その有効性が危険性を上回  
癌、非喫煙看ないし軽度喫煙屠と云う  とができれば臨床的意義は経めて高  チニプと放射線治療を行う治療法の安  れば、EGFRテロシンキナーゼ阻専剤を  ると考えられている。また、肺癌間違の  
選択された患者を対象にして化学放射  い。本研究は、腺癌、非喫煙ないし軽度  全性と有効性が認められれば、切除不  含む分子標的藁と放射線治療の併用  公開シンポジウムなどではゲフィチニプ  
13  185  9  n  108  33  0  0  0                                                                                                    線治療に組み入れ、その安全性、有効  喫煙の切除不能3期非小細胞肺癌を対  能3期非小細胞肺癌の中で腺病、非喫  が新しい治療戦略として認められること  が肺癌に有効な分子標的薬として紹介  
性が示されれば、肺癌の個別化治療lこ  象として併用化学療法の後に放射綽治  煙ないし軽度喫煙の患者においては、  になり、肺癌だけでなく多くのがん様に  されている。本研究において放射線治  
つながる研究となる。その点において本  環とゲフィチニプを併用するもので、そ  この治療法が標準治療となり、診療ガイ  おける分子標的薬の開発に有用な情報  環とゲフィチニプの併用の安全性と有効  
研究はがんの個別化治療の開発研究と  の安全性が確認され、推定生存期間中  ドラインを改訂することになる。   となる。その意味において行政的観点  性が示されれば大きな社会的インパクト  
して学術的価値は高いと思われる。  央値17．5ケ月、2年生存率㈹一5％の成果  からの意義も大きいと思われる。  をもつことになると思われる。   

が得られ有望な治療法と考えた。  

子宮体がんに対する  17  19  がん臨床研   書禾 大輔  子宮体がんの化学環法はDoxon」b－Cin  子宮体がんの術後補助療億としてはエ  本法における子宮体がん治療ガイドラ  試験の貫をできるだけGGPレベルに近  子宮体がん羅患者は今後ますます増加   
標準的化学療法の確  究  をkoydrugとして、その併用療億の有効  ビデンスレベルが低いにもかかわらず、  インは2006年に初版が発行されたばか  づけなければならない現状を考慮する  すると予想されるので、現時点からその   
立に関する研究  性が検討されてきた桂緯がある。その  その認容性の高さからPaclitaxoけ  リである。したがって、本試験の成果は  と、このような臨床研究の実施によって  対策を講じておく必要がある。本試験結  

中で最近   Carbopl8tjn併用療法が多用されてい  記載されていないが、本試験の背景と  データマネージメントを中心とした臨床  果を明確に発情できれば、結果の如何  
Pac“tax0l＋DoxorublCin＋Cispla七∩の有効  る。E8Mの観点から、AP療法を標準治  なっている試験の結果は見ることができ  童式厳のインフラストラクチャーがさらに充  を問わず、将来のさらなる臨床試験の  
性が注目されているが、毒性が1く攫  療としてDocotaxかCIsp加∩．   る。本試験はランダム化比較試験であ  実すれば、臨床試験あるいは製薬企♯  立＃のための理論的根拠となり、新た  
ロ  25  柑  0  31  21  0  0  0                                                                                    孝治療とすることは困難と考えられてい  Pacli也Xd＋Carbopla心nの併用療法の有  ることから結果が得られれば、ガイドラ  の行う治験が低迷している現状を改善  な子宮体がんに対する薬物療法の開発  
る。このような背景から、より認容性の  効性を比較するランダム化比較宗IlI相  イン作成（改訂）に与える影響は大き  

い。   試験の基盤整備は医療の向上に対して  標準的治療法が確立しているとは書い  
のような位置づけにあるのかを検証す  大きくT献するものと考えられる。  難い本疾患に対して貫の★い○Vi血nco  
るランダム化比較試験を開始した。   に基づく治療を提供することの意義は  

理解やデータマネージメントの意義の理  大きい。   
解が磯まった。  

臨床病期Ⅲの下部直  17  19  がんl臨床研  
腸がんに対する創方  究   リ．具体的な成果は．臨床試験登録開  する標準手術が確立し．E8Mの実践が  外科治療の】○＞011のエビデンスとなり、  の術式が攫準化できる．比較検討して  や論文等で．臨床試験の概要を解説す   
リンパ節郭清術の意  始から4年9力、月経過した平成20年3月  可能になる．研究対象である自律神経  ガイドライン作成上棲めて主要な首床  いるどちらの術式が標準となっても．国  るにとどまっている 
義に関するランダム  末現在．428例の登強が得られていると  民医療．福祉に大きな工献が期待でき  
化比較試験  いうことである．本研究の結果として比  る 

較対象としている二つの進行直腸癌の  
術式の遠隔治療成績および機能叶害  

50  57  0  0  258  18  0  0  0  

の実態が明らかになり．患者が術式を  
選択する際の主要な基礎データとなる  
とともに．新たな】8V011のエビデンスが  
得られる 

早期消化管がんに対  け  19  がん臨床研   武藤 草  これまで外科手術が棟準治療であった  わが国の早期消化管がんの診断技簡  日本食選挙会による食違癌診断治僚ガ  食道甘んは難治がんのひとつにあげら  本試験の取り緩みは、週間朝日（2008   
する内視鏡的治僚の  究  粘膜下層浸潤食違がんに対し、低優襲  は世界t高レベルであり、内視鏡治療  イドラインでは、粘膜下層浸潤食道がん  れ、根治を自指すためには開胸開腹と  年1月18日号、2008年1月特集号）にも   
安全性と有効性の評  治療として内視鏡的粘膜切除（EMR）を  技術も同時に発展してきたが、客観應  まリンパ節転移のリスクが浅い場合で  いった侵譲の大きな外科的治療が必要  取り上げられ、臓器温存・機能温存が   
価に関する研究  施行した後に化学放射線療法を追加す  こ安全性と有効性を評価する方法はな  も10－15％、深い場合には50％にもなる  であった。しかし、侃現象技術の進歩に  可能な低優襲治療で根治ができること  

る新しい治療戦略の安全性と有効性を  く個々の経験によるものが多かった。本  ため追加治療が必要と推奨しているが  より早期発見が可能になった現在、より  より注目されている。  
評価する宗Il相耳床試験＝JCOGO508を  研究班では、内視鏡診断と治療の標準  具体的な治療法やその成綾に肥敲は  低侵襲治療で腐器温存・機能温存が可  
開始した。本研究は、内視鏡治療を用  化をはかるためにこれまで抗がん剤頴  まったくない。本試験は、粘膜下層浸瀾  能な治療の開発が求められている。本  
いた我が国で初めての本格的な多施設  療による皆床研究で実績を積んできた  食道がんに対し追加治療として化学放  試験は、内視鏡治療、化学療法、そして  
共同臨床試験であり、放射線治環の面  JCOG参加施儀のなかで、内視鏡治療  射線僚法を加えることでこれまで標準治  放射線治療を効果的に組み合わせた全  

0  0      0    0  0  0  

からも適切な照射線iおよび照射野の  に関する臨床試験グループを作ること  痕とされてきた外科切除に匹敵する戚  く新しい非外科的■学的治療の開発を  
精度向上のためにCTシミュレーターを  ができた。また、放射孝則こよる毛性を軽  績をだそうとするもので、ガイドラインに  目指している。本試験の成功は、外科  
用いた3次元放射線照射法を導入した  滅するためにCTシミュレーターを用いた  対するひとつのエビデンスを出すことが  手術、化学療法、放射線治療といった  
はじめての試験である。   3次元放射線照射法を導入した試験を  三大治療に、低優裟治療である内視鏡  

我が国で始めて開始することができた。   治療が新しい治療選択のひとつになる  
ことを意味する。   

各自治体が行ってい  
るがん対策開運孜雀  究   い時期の調査であったため、これまで  
の領主に関する研究？  の仕組みの多が残っていると思われ  
地域の中小医療機関  た。がん治訊こ関して、集約化と役割分  
を中心とした調査研  担が推進されつつあるものの、現段階  
究？   では、がん治環lこは、手術も含めて規  

棲の小さな医療機関の担っている役割  
0  0  0  0  2  0  0  0  

が大きいことがわかった。また、親機の  
小さな医療機関などの意見も拾い上げ  
るに値すると思われた。   的に連携していたことがわかった。  
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健康日本21こころの  17  19  循環器疾患  内山 真  心の健康づくりにおける休養■睡眠のあ  ハイリスク看に関する実態肥思およぴ  本研究課題でガイドラインの開発には  調節的に行政政策に反映された物はま  本研究班で行われた個々の研究享♯   
健康づくりの目棟達成  等生活習慣  リ方について、一般国民、若年者、勤労  心の健康づくりにおける休養▲睡眠対策  至らなかったが、実証データから国民に  だないが、本研究課題の成果として出  のなでいくつかのものがマスコミに取リ   
のための休養・睡眠  病対策総合  者、ハイリスク者に関する現状の把握を  の重要性検討の中で、不眠症患者、う  おける睡眠不足看の実態把握と心の健  版された論文や著書は多く、書門家か  上げられた。分担研究者である兼板佳   
のあり方に関する根  研究  行い、休養と心の健康の関連について  つ病患者などに焦点を当て、その治療  康度の検討や勤労者の勤務形態と休  ら評価を受けたと同時に、20年産以降  辛がうつ病と睡眠に関する大規模実態   
拠に基づく研究  多面的な検討の上、心の健康づくりに  実態を明らかにし、治療の問題点につ  養十心の健康に関する調査などを通じ  に心の健康と休養に関する新たな蚊研  調査を米包囲際誌に投穣した際には平  

おける休養・睡眠対策の重要性を明ら  いて検討した。心の病の臨床における  て、休養対策はストレス対策と一体とし  究がスケートすることになった点で今後  成18年に多くの新聞で睡眠時間とうつ  
かにした。さらに休養対策はストレス対  睡眠障害治療の重要性が明らかになっ  て考えるべきであり、これによりこころの  の行政へのT献が期待されるものと患  病の関係が取り上げられた。分担研究  
7  25  40  l  45  10  0  0  2                                                                                                        策と一体として考えるべきであることを  た。さらに、睡眠障害治療が心の健康  健康づくりに寄与することができることを  われる。さらに、本研究班の成果を基本  看である内村直尚が久留米大学医学  

示し、こころの健康づくりに役立ちうる休  度を増進することを明らかにできた。今  明らかにした。これをもとに、休養指針  として平成19年度に行われた国民健康  部神堆積神科で行った高校生に対する  
巷・睡眠対策を抽出し、睡眠指軋＝よる  後の心の病の臨床における睡眠障害  の骨子となる心の健康回復屠子として  栄養調査の休養・睡眠および心のせ鷹  睡眠保健教育についてはNHKニュース  
介入研究を行った。これらから得られた  治療のあり方について、疫学的側面か  の休養・睡眠と心の健康低下包子として  と関連した主要な生活習慣項自の作成  で取り上げられ、さらに平成19年10月  
成果が、国内および国際誌に発表され  ら提藁できたとともに、心の病の臨床に  のストレスを一体化してとらえ、健康日  が行われた。これらは、今後の休養に  16日のNHK総合のクローズアップ現代  
た。   おける休養対策の問題について焦点を  本之1の心の研究に関する3つのテーマ  関する研究をリードする物となってい  に取り上げられ、主任研究者である内  

当てることができた。   を有機的に間違させることができた。  る。   山真が出演した。   

受動喫煙対策にかか  山  19  循環器疾患  大和 浩  JR、私鉄、タクシーなどの公共交通機  日♯生活で受動喫煙に曝露される場所  計本学術会議による要望書「脱タバコ  「タクシー乗預■の受動喫煙訴訟」の担  JR在来線特急、新幹線、医・歯学部、   
わる社会環境整備に  等生活菅慣  闇、宿泊施設、大型遊戯施設の禁煙化  の受動喫煙対策が進んだことにより、受  社会の実現に向けて」（2（〕08年3月4日）  当裁判官に対して先行研究を基に2005  宿泊施設、プロ野球球場の調査結果   
ついての研究  病対策総合  が進んだことにより、利用者だけでなく  動喫煙による健康障害が減少し、また、  に医・歯宇部の敷地内禁煙の講査結果  年5月に意見書を提出し、「タクシーは全  ま、それぞれ数回にわたり新聞、ネット  

研究  そこで鋤く従業員の高い濃度の受動喫  そこで働く喫煙者にとっては喫煙しに〈  が引用。禁煙ガイドライン（CircuJat】0∩  面禁煙化が望ましい」というコメントが得  把手として取り上げられ、施設管理者に  
煙が解消された。また、医・歯学部と附  い環境となったことにより、禁煙を決意  JournれvoL69．supdIV．2005）にJRの  られ、全国のタクシーの全面禁煙化に  対する自主改善の動きを促進した。日  
属病院の敷地内禁煙が進んだことによ  する者を増やす効果が発生したことが  列車内における受動喫煙調査庵果が  ↑献。   0  0    2    2  0  0  2                                                                                本字術会議が主催する公開シンポジウ  

リ、患者で禁煙を決意する人が増加し、  引用。  ム「脱タバコ社会の実現に向けて」のシ  
また、そこで働く医療関係者で禁煙を決  ンポジストとして、本研究結果を発表。   
意する者が増えたと思われる。   

平成19年6月に策定された「がん対策蛙  平成18年11月14日付け朝日新聞夕刊   
的知見の収葉に係る  スク減少に関する結果は、わが国にお  スク減少に闇する結果は、禁煙治療の  進基本計画」のたばこ対策の効果推計  こ「がん死男性4割、たばこ原因」との見   
研究  たばこに関する科学  17  19  循環器疾患  祖父江 友孝  禁煙による循滑器疾患およぴがんのリ  禁煙による循環器疾患およぴがんのリ  ける禁煙の推進の重要な科学的根拠と  の根拠として用いられた。   出しで紹介された。   

研究  なる。喫煙と肺がんとの関連について  
rま、従来から確固たる科学的知見が  
あったものの、民族間の違いや出生年  0  43  12  0  9  4  0  0  0  

による違いなど、不明な部分も残ってい  
た。本研究の成果はそれらの未検討分  
野での研究の参考となることが期待で  
きる。   

健康づくりを支援する  17  19  循環器疾患  下光 精一  健康づくりのための環境整備の重要憶  本研究は生活習慣病予防に関するもの  本研究は新規憎の高いもので、現在の  平成柑年度国民健康・栄養調査の生活  分漣研究者の井上が第9画運動疫学研   
環境とその整備状況  等生活習慣  ま以前より指摘されているが、環境に  で、病院等で行なわれている生活習慣  ところ、本研究の知見を盛り込んだガイ  習慣調査で採用された「運動場所」に関  究会で行った「身体活動と環境要因」の   
の評価手法に関する  病対策総合  関する研究は、字引こ日本ではほとんど  病の臨床とは直接間違しない。しかし、  ドライン等は作成されていない。しかし、  する調査項目は、本研究班のメンバー  喜薫溝は、医療専門せ向け情報紙「メディ   
研究  研究  行なわれてこなかった。さらに∴海外も  行動変容は生活習慣病の予防、臣i床の  行動変容は生活習慣病予防における  が捷美したものである。健康日本21で  カルトリビューン（2006年9月14日）」に  

含めて4つの健康行動分野（身体活動、  いずれにおいても主要なテーマであり、  重要なテーマであり、今後は各種ガイド  まポピュレーション戦略の方策として環  掲載された。  
栄養、飲酒、喫煙）を包括的に取り扱っ  健康づくり支線環境が人々の健康行動  ラインで参考にされることが期待でき  境整備の重要性が強調されているが、  
た環境に関する研究はほとんど行なわ  これまで具体的なエビデンスや対策が  0  0  10  4  18  13  0  0  0  

れておらず、新規性がある。また、本研  極めて少なかった。本研究の成果は今  
究は行政が活用できるツールと」ての  後、健康日本21の推進、次期健康づくリ  
評価手法を開発したもので、研究と行孜  計画の策定に役立つものであり、積榛  
とをつなぐ実践的な研究であった点でも  的に提言を行なっていく。   

意義があると考える。   

生活習慣病予防のた  
めの効果的な栄養教  等生活習慣  
育手法に関する研究   病対策総合  

研究   9  2  4  0  16  0    0  

公衆浴場を利用した  17  19  循環器疾患  鏡森 定信  公衆浴場利用者と対照者の約3000人  公衆浴場の入浴の他に床上運動を含  ①転倒・濁水に対する安全な入浴法と  公衆浴場を利用した健康づくりとして捷  地方紙が、浴槽内の軽運動を取り入れ   
安全で有効な健康づ  等生活習慣  の3年間追跡調査から、公衆浴場の利  む週1回、1時間の健康教室に10ケ月参  して、頭部を低くしての出浴法を提案し  示した、浴槽内の軽運動を取り入れた  た「運動教圭型」、会食を取り入れた「ラ   
く明こ関する研究  病対策総合  用は調査開始時の性、年齢、入浴回  加した群ではSF36の身体機能、身体の  た。②公衆浴場を利用した健康づくりと  「運動教室型」では、地域（石川県）や施  ンチハウス型」、体重（体脂肪）、血圧（入  

研究  数、運動習慣、生活の貰などを調苦して  痛み、活力で、入浴のみの対照群では  して、浴槽内の軽運動を取り入れた「運  設（北海道）で、地方自治体や福祉施設  浴前後）測定を取り入れた「ヘルス  
も「通院回数が少ない」、「病気で仕手を  無かった有意の改善があった。またこの  動教室型」、会食を取り入れた「ランチ  と連携して施策が層開されている。会食  チェック型」のそれぞれについて取材し  
休むことが少ない」、「健康状態が良好」  健廣教主参加群の体力測定では、シヨ  ハウス型」、体重（体脂肪）、血圧（入浴  を取り入れた「ランチハウス型」では、吉  報道した。  
と有者に関連していた。また入浴実験に  ベリング、開眼片足立ち時間、ファンク  前後）測定を取り入れた「ヘルスチェック  山県で浴i■組合と行政の福祉部門との  
よる成橋と併せて公衆浴場を利用した  連携で施策として展開されている。体重 （体脂肪） 4  0  2  0    0  0  2  
安全で有効な健康づくり施策として以下  、血圧（入浴前後）測定を取リ  

の3モデルを提示した。lユノ浴槽内の軽運  入れた「ヘルスチェッウ型」では、浴場拍  
動を取り入れた「運動教室型」②会食を  含のモデル事＃として全国的に取り組  
取り入れた「ランチハウス型」③体重（体  まれている。   
脂肪）、血圧（入浴前後）測定を取り入れ  
た「ヘルスチ＝ツク型」   りの評価に有用なツールと考えられた。   
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疾病予防サービスの  17  19  循環器疾患  永井 良三  医療保険者をフィールドとして、生活習  健診・問診データに基づき、書門的かつ  検討会・守護会等「生活習サ病健診t保  医療保眉者を実施主体とする保健車♯  予防手業の効果などに関して、医療保   
制度に関する研究  等生活習慣  償病の予防事業として「情報提供」「持  継続的に実施した生活習慣蕪の予防介  健指導の在り方に関する検討会」（2005  こより生活習慣病の予防効果が潔めら  倹看や事業主に対するシンポジウムを  

病対策総合  定保健指導」を実施・検証したところ、－  入に効果が表れたことには臨床的意電  年）厚生科学書議会地域保健健康増進  れたことは、臨床的な意義にとどまら  開催し、特に医療保挨者の保健手業の  
研究  定の介入効果を認めた。成果は学会発  がある。さらに、階層化という手法を導  栄養部会「今後の生活習慣病対餞の蛙  ず、予防手業のスキームの検討に資す  検討に有用な什報を提供した。さらに、  

表、シンポジウムなどを通じて関係者へ  入し、被保険者のリスク慶に基づく資源  進について（中間とりまとめ）」（2005年9  る成果であったと考えられる。さらに、医  研究成果概要をアンケート調査に併せ  
周知を図り、医療保険者や医療書門職  の配分を試行し成果が認められたこと  月15日）「機準的な健診・保健指導の在  療保険者の経年データより、情報提供  て、全国の保険者ヘフィードバックした。  
からは、プログラム内容や実施方法、困  ま、今後、予防効果を七大化する階層  リ方に関する検討会」（2006年）ガイドラ  群から特定保健指導群への悪化が「特  健診データの標準化に関しては∴研究  
l  0  【  l  12  l  0  5  5                                                                                                     難点などに関する問い合わせなど反響  化の研究に主要な役割があることを示  イン・通知等「特定健康診壬・特定保健  定保健指導」による効果を打ち消すこと  披でホームページを開設し、研究成果  
が大きかった。また、医療保険者の経年  唆している。90年代後半より欧米で導  指導の円滑な実施に向けた手引き」  が示されたことは、予防事業の組み立  や国での規定事項等を公開するだけで  
データより、什報提供群から特定保健  入された疾病管理（主に三次予防）で  （200丁年）「標準的な健診・保健指導に  てに重要な示唆を与えた。今後、通知  なく、システムベンダーに対しては研修  
指導群への悪化が特定保健指導こよる  ま、階層化アルゴリズムが確立されて  関するプログラム（確定版）」（200丁年）  等を通じて医療保険者の事業檎！掛二具  会を開催した。  
効果を打ち消すことが示されたことは、  
今後の予防事業の組み立てに寄与する  
と考えられる。   ろ、大きな反書を得た。   

疾病予防サービスに  1丁  19  循環器疾患  上島 弘鞘  わが国のコホート研究に基づく巨大  統合データベースから、各年齢カテゴリ  本研究班の分担研究者などにより発表  本研究は、わが国を代表するコホート研  平成19年度厚生労働科学研究費循環   
係わるエビデンス檎  等生活習慣  データベース（19万人、追跡人年約200  でベースライン時の血圧上昇に伴い死  された論文は、本班分担研究者（京都大  究の代表者が、「疾病予l防サービスの  疾患等生活習慣病対策総合事業及び   
築のための大規模コ  病対策総合  万）を機業し、実測データ（検査所見）を  亡幸が増加する傾向を確認した。40、  半・中山農夫教授）を通じて、医療技術  ためのエビデンスの確立」という公益性  推進事業の啓発パンフレットに研究成   
ホート共同研究  研究  有した給死亡をエンドポイントにもつ空  50歳代の壮年期での血圧上昇の相対  評価総合研究医僚情報サービス事業  の高い目的のために轄集したものであ  果の一部として、収縮期血圧、喫煙と総  

前規模のデータベースから、血圧値、肥  的影響が扱者であった。肥満（BMりで  Minds（マインズ）に登録され、診療ガイ  リ、個々の即効的な研究♯頼が出る／  死亡の関連が紹介された。またこの研  
満と総死亡との詳細な関連を検討し羊  ま柑．5未済で総死亡リスクが特に蔦  ドラインを≠成するわが国のエビデンス  出ないに関わりなく行政施策のために  究班を契機に新たな研究者同士のネッ  
術的評価を得た（HYPO丘ension．in  い、BM130．0以上でリスク増加傾向が  の基盤として活用される予定である。な  共同研究を行なうというモデルケースを  トワークが構築され、主任研究者、分埋  
10  97  30  0  93  32  0  0  0                                                                                                       町8SS））。現存コホート研究からは約100  あった。血圧、肥溝ともに総死亡との関  お、血圧値と総死亡との関連について  提示し得た。今後、研究組織の垣根を  研究者、研究協力者を巻き込んだ新規  
編の学術論文が発表された。また、滋  連を詳欄な年齢別に検討した結果は他  ま、2009年の日本書血圧学会のガイド  払って本邦の厚生行政に資するための  の研究が発展しつつある。さらに、日本  
賀県26市町健診・医療毒突合分析で  になく、臨床的観点から成果大である。  ラインに掲載される予定である。  研究はますます必要になると考えられ、  ★血圧学会の高血圧治療ガイドライン  
は、実際の医療費データを用い、特定  その先鞭をつけたという点で画期的で  
健診実施後に予想される医療負への影  ある。   る。   
響を実証的に検証し、その社会的意義  
は大きい。   を開いたという意鶴は大きい。  

健康診査の精度管理  17  19  循環器疾患  渡遺 清明  検査項目と問診項目についてJLAClO  標準的な健診・保健枯渇プログラムの  研究成果から、健診（特に特定健診）の  30－49歳の働き盛りの年齢群では、従  腹囲やBMIのデータから、訊こ30歳、35   
に関する研究  等生活習慣  に加えて必要な属性をコード化した。特  暫定版の階層化に比し、確定版では保  実篤掛こ必要な以下8種類の実用的マ  来型健診よりも人間ドック型健診の受診  麓の若年層より、メタポリッウシンドロー  

病対策総合  定健診の肝機能検査項目のAST、ALT  健指導を受ける受診者がかなり減少す  ニュアルやガイドラインを作成する辛が  が、医療費抑制につながる事が判明し  ムの形跡が認められるため、対魚年齢  
研究  活性、AST／ALT比、およぴr－GT活性  る辛が示唆された。受診勧奨判定値を  できた。ト特定健診項目の共通コード及  た。また、特定健診受診者の生活習慣・  ま、40歳以上というより30歳代前半に  

で、脂肪肝がスクリーニングできる辛が  越えた看では、設定した区分・判定姐こ  ぴコード化すべき特定健診項自と付帯  リスクに応じた集団的・個別的保健指導  拡大することが望ましい。そのために  
判明した。健診の受診勧奨の判断基準  基づいた保健指導により医療費削減が  什報2，健診における精度管理の在り方  を実施することが行動変容を起こし、医  ま、健診作業に関わる総合的な作業墓  
ま学会作成のガイドラインと矛盾しない  期待された。日♯における習慣的運動  3．特定健診及び特定保健指導の実施に  療真の削組こ繋がる可能性が示唆され  準（SOP）の充実、臨床検査の正確性及       よう設定すべきであると思われた 

3  l  0  0  2  0  0  2  0                                                                                                     。コレ  iの不足は、肥満を悪化させ、酎蕎能、  ついて4．特定健診における検査の手順  た。本研究では、特定健診用の上l己8  び精密性の向上、信頼できる健診情報  
ステロールのメガスタディで、ホコレステ  脂質プロフィールの変化を介して生活習  に関するガイドライン5．健診項目の基準  種類のガイドラインを作成した。特定餞  仕樺の確立、什報品質確保のための  
ロール血症を予防する滅i指導は特に  慣病の進展に影響するとした。また、日  値6．健診保健緒軋こ必要とされる個人  診では、臨床検査は保健指導の判定値  データ管理基準の確立、什報の長期保  
若年者に効果的であった。階層化後の  ♯生活における習慣的運動iの測定  情報の保護に関する項目と指針7．特定  や経過観察の指標であるので、これら  菅が担保されるデータベースの基準の  
優先順位の判断基準の検討では、プラ  装置は積極的支操におけるツールとし  健診・特定保健指導機関機能評価基準  のガイドラインが具体的に特定健診の  確立などが要件となる。このために関係  
ミンガムリスクスコアが我が慣で応用に  チェック表8．受診者マニュアル   精度管理のための厚生労働行政施策  
簡便な事が分かった。   および指針作成へ活用される可能性が  

大である。   

地域保健における健  17  19  循環器疾患  水嶋馨朔  （1）健康診査のプロトコールを検証する  メタポリッウシンドローム改善プログラム  国立保健医療科学院における地方自  
康診査の効率的なプ  治体、各医療保険者代表者、関連団体   

を対象とした生活習慣病対策健診・保   
健指導に関する企画・運営t技術研修を  
実施した。厚生労働省との連携によつ  
て、特定健診・特定保健指導実施機関  
のデータベースを構築して、国立保健医  
療科学院のHPにて公開した。   

が自施設のパソコン端末からプ  
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急性循環器疾患の発  17  19  循環器疾患  岡山 明  介護保険の要介護認定をエンドポイント  急性循環器疾患の退院後の予後を追  全庄甘地区で地域発症登個体制を整  従来の悉皆性を意識した急性循環器疾  平成柑年10月にはWHO慢性疾患担当   
症登矧こよる発症病  寄生清音慣  として解析した結果、重症度を考慮して  跡することはきわめて重要であるが、転  併し、行政との連携による登録体制聖  患発症登鋲では、研究者の自発的な取  部長Robso代Boa如ho18氏を招き脳卒   
態分析と要因解明お  病対策総合  も男女で差が認められた。要介護の要  院や施設入所など臨床からの追跡は大  備を通じ急性循環器疾患の医療のあリ  リ組みにより実施されてきた。しかし、発  中を中心とした急性循環器疾患の発症   
よび治療効果の評価  研究  因は、疾病そのものに加え社会的な要  きな労力を要する。本研究で示した介護  方の検討や予防施策の評価にはこうし  症看の悉皆的な把握およぴ、異動憎嘲  登録体制整備の重要性について市民を   
および活用に関する  因が寄与すると考えられ、疾病の発症  保険を用いた長期追跡では半年ごとの  た登矧こ基づくエビデンスがきわめて圭  や要介護情報の把握を系統的に実施  対象として公開シンポジウムを実施し   
研究  や死亡などの客観的な指標と比較して  介護度や生命予後などが行敵情軸とし  草であることを実証した。今後は研究を  するには行孜機闇との密接な連携が必  た。そのなかで、臨床医としての立場、  

単純な結論は難しい。しかし、助成の士■  て蓄積されており、偉人情報を保護した  推進するとともに登録の意義や社会的  空であり、社会的な認知も主要な条件と  リハビリテーション、疫学者の立場など  
10  62  0  0  0  ∩  0  0  n                                                                                                         合同じ脳卒中であっても、要介護に至る  上で追跡体制が整備されれば、治療効  な役軌こついて広く社会に発信していく  なる。登録データの運用については発  総合的な立場から、予防・治療・リハビ  
可能性が高いことが示され、助成の敲  果判定のための体制が整備可能とな  ことも重要である。平成20年現在循環  症登銀協議会に行政や住民代表が関  リテーション・介護の情報の連携の重要  
卒中治療や長期予後改善に対する体  器疾患発症登録制度の整備のための  
制整備の必要性が示唆された。   循環器病研究委託黄による研究班（19  

精一1）の申で本研究成果を活用してい  
る、   あり、登録の質を高めるための社会的  

基盤の重要性を整理できた。   

抗凝固薬・抗血小板  17  19  循環器疾患  宮田 敏行  抗血小板薬であるアスピリンの服薬に  登録時の測定結果から、患者の2－5％  アスピリンは抗血小板薬として汎用され  抗血小板藁として使用するアスピリンは  本研究により、アスピリンの抗血小板効   
薬の標的およぴこれ  等生活習慣  もかかわらず心血官イベントの再発を  こアラキドン敵意起血小板凝集能の残  ており、その安全・安心な使用が望まれ  1日あたり“円であり、他の抗血小板  果をモニターする最適な方法が確立す   
ら薬剤を修飾するタン  病対策総合  抑制できない例が見られる。本研究で  存が見られた。血清トロンポキサン日2  る。抗血小板藁は血小板機能の抑制を  薫であるクロビドグレル（1日あたリ  ると、アスピリン服薬患者の抗血小板効   
バク買・遺伝子の解析  研究  ま、二次イベント予防としてアスピリンを  が高住の患者も確認した。コラーゲン着  モニターすることなく一定iの投薬が行  289．6円）やシロスタゾール（1日あたリ  果をモニターし、適切な抗血小板療法が   
を通した最適投与i  服薬している患者588名を全国23施設  起血小板凝兼籠および尿中1トデヒドロ  われているのが現状である。血小板機  2柑4円）に比べて極めて安価である。  選択され、それによって心血管系イベン   
の評価方法の機運化  で前向きに登録し、血小板凝■能、血  トロンポキサンB2iは広い分布を示し  能が十分に抑制されていなしヽ患者では  アスピリンという安価な薬剤を有効に便  ト再発が低下することが期待される。蕎   
に関する研究  中および尿中のトロンポキサン代謝産  た。登録後2年間イベント発症の追跡を  心血管疾患の再発が高率に観葉される  用することは、厚生行孜上極めて重要  齢化に伴い血栓症患者は増加してお  

2  123  114  0  72  21  0  0  0                                                                                                          物i、ずり応力下血小板血栓形成能な  行うので、こういった測定値とイベントの  ため、抗血小板藁による血小板機能の  であり、本研究の成果は安価な薬剤で  リ、本研究は、こういった患者の心血管  
どを測定した。本邦で500名を超えるア  関連を解析することにより、抗血小板藁  抑制をモニターは、再発の抑制につな  あるアスビt」ンの安心な使用に繋がるも  イベント再発を効果的に抑制することに  
スピリン服薬患者を登録した首床研究  のモニター法としてどういった検査法が  がる可能性が高い。本研究から、血小  のである。   繋がり、社会的なインパクトが大きいも  
はこれまでなく、本研究により安価なア  のと思われる。   
スピリンの安心・安全な使用に繋がると  
考えられる。   えられた。   ンに反映させることができると考える。  

弓部大動脈全置換術  
における超低体温療  等生活習慣  提としてきた。しかしながら、生理的な選  
法と中等度低体温環  病対策総合  択的順行性脳蓋流下では必ずしも超低  
法のランダム化比較  研究   体温の必要がなく、最近では中等度低  
試験   体温手術が試みられている。しかしなが  

ら、これまで中等度低体温手術の利点  
を明示した報告はない。前研究では多  
施設共同前向き調査研究を行い、中等  12  8  3  39  10  0  0  0   

度低体温手術で輸血が少なく、早期回  
復が得られる傾向を認めた。後の最終  
研究でランダム化比較試験を行い、よリ  
厳密に比較検討した。これは、本邦初  
の大動脈外科手術におけるランダム化  
比較研究である。   済の安定に↑献できるものと考える。  

全国患者登録データ  皿  19  循環器疾患  筒井 裕之  本研究により、わが国で初めてとなる慢  わが国の慢性心不全愚老の男女比は  日本循環器学会半術委■会合同研究  本研究の成果によってわが国の慢性心  本研究の成果は「わが国初の慢性心不   
を用いたわが国の慢  等生活習慣  性心不全患者を対象とした全国規模で  6丁4であった。平均年齢は71歳で、75歳  娩では、我が国の循環器疾患の特徴や  不全患者の急性増悪・難治化要因が明  全の大規襖登録研究」として★く評価さ   
性心不全患者の急性  病対策総合  の患者登録データが≠築され、臨床像  以上の後期高齢者が46％を占めた。特  医標の実情に即した独自のガイドライン  らかになり、リスクの★い患者を同定し  れた。研究成果は、原著論文・総説論   
増悪・難治化要因の  研究  と予後との関連、矧こ治療内容と予後と  に女性の轟齢者の占める割合が書かっ  作成を目的として、1998年度から「循環  効果的対策を効率よく講じやすくなるこ  文において公表するとともに日本循環   
解明と効果的治療法  の開運を解析することが可能となった。  た。心不全の原因となる主たる基礎心  器病の診断と治療に関するガイドライ  とが期待される。慢性心不全患者数そ  器学会・日本心臓病学会・日本心不全   
の確立  したがって、わが国の慢性心不全患者  疾患は、虚血32％、弁膜症28％、高血  ン」の作成を開始している。本研究の成  のものの増加、増悪による入院の反復  学会のシンポジウムなどにおいて「わが  

こおける急性増悪・難治化要因の解明  圧25％、拡張型心筋症18％であった。  果は、わが国における慢性心不全患者  ま、いずれも医療費の高騰を引き起こし  国初のデータ」として公表する機会が与  
0  5  45  0  14  l  0  0  0                                                                                                         や各種治療法の効果の判定などを行う  院内死亡率は、収縮不全38％、拡張不  の臨床使をあきらかにしたものであり、  ており、慢性心不全に対する効果的・効  えられ、循環器内科医にとどまらず多く  
研究基盤が整備された。また、慢性心  全6，5Iらであった。約2年の経過観常中  慢性心不全治療ガイドライン（2005年改  車的治療法の確立は、大幅な医療費抑  の医療関係者に大きなインパクトを与え  
不全患者に対する看護師による患者お  に、収縮不全と拡張不全の全死亡率は  訂版）や急性心不全治療ガイドライン  制効果が期待される。したがって、本研  た（発表状況参照）。  
よび家族教育・病状モニタノング・服薬  18％と23％であった。さらに、心不全増悪  （2006年改訂版）に取り入れられた。今  究の成果は、実際の医療を担当する医  
管理などのプログラムから績成される疾  こよる再入院は収縮不全35％と拡張不  彼のガイドラインの改訂においては、本  師ばかりでな〈、厚生労働行政にも有用  
患管理の介入試験を行い、わが国の患  研究の成果がさらに参考にされるものと  
着での有効性を明らかにすることが可  思われる。   祉の向上にT献するものである。   
能となった。   
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